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ユーザー登録のお願い
今後の製品情報などを確実にお届けするため、お客様にユーザー登録をお願いして
おります。当社 Web サイトからご登録ください。

	 https://tmi.yokogawa.com/jp/support/

計測相談のご案内
当社では、お客様に正しい計測をしていただけるよう、当社製品の取り扱い、仕様、
機種選定、および応用に関するご相談を承っております。当社 Web サイトのお問い
合わせフォームをご利用ください。あるいは、直接カスタマサポートセンターでも
受け付けております（E メール、フリーダイヤル、FAX）。なお、価格や納期などの
販売に関する内容については、最寄りの営業、代理店にお問い合わせください。

	 https://tmi.yokogawa.com/jp/contact/

横河計測株式会社　カスタマサポートセンター
	 Email : tmi-cs@csv.yokogawa.co.jp

	 FAX
ファクシミリ

042-690-88270120-137046
フリーダイヤル

受付：平日 9:00～12:00、13:00～17:00

PIM 106-17
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はじめに
このたびは、スコープコーダ DL350 をお買い上げいただきましてありがとうございます。
このスタートガイドは、DL350 の取り扱い上の注意や基本的な操作などを説明したものです。ご使用
前にこのマニュアルをよくお読みいただき、正しくお使いください。
お読みになったあとは、大切に保存してください。ご使用中に操作がわからなくなったときなどにきっ
とお役に立ちます。
なお、DL350 のマニュアルとして、このマニュアルを含め、次のものがあります。あわせてお読みく
ださい。
マニュアル名 マニュアルNo. 内容
DL350 スコープコーダ 
ユーザーズマニュアル [ 機能編 ]

IM DL350-01JA 付属の CD に pdf データが納められています。通信イ
ンタフェースの機能を除く、本機器の全機能について
説明しています。

DL350 スコープコーダ 
ユーザーズマニュアル [ 操作編 ]

IM DL350-02JA 付属の CD に pdf データが納められています。本機器
の各設定操作について説明しています。

DL350 スコープコーダ 
スタートガイド

IM DL350-03JA 本書です。本機器の取り扱い上の注意や基本的な操作
について、説明しています。

DL350 スコープコーダ 
通信インタフェース 
ユーザーズマニュアル

IM DL350-17JA 付属の CD に pdf データが納められています。本機器
の通信インタフェースの機能について、その操作方法
を説明しています。

モジュールをご使用いただく前に IM 701250-04 モジュールの取り扱い上の注意について説明していま
す。モジュールをご注文いただいた場合に添付されます。

バッテリパックの取り扱い上の注意 IM 739883-01JA /EB オプション ( バッテリパック + バッテリパックカ
バー ) 付きのモデルに添付されます。バッテリパックを
取り扱うときの注意について、説明しています。

DL350 ScopeCorder IM DL350-92Z1 中国向け文書
739883 Battery Pack IM 739883-92Z1 中国向け文書

/EB オプション ( バッテリパック + バッテリパックカ
バー ) 付きのモデルに添付されます。

720923 Battery Pack Cover IM 720923-92Z1 中国向け文書
/EB オプション ( バッテリパック + バッテリパックカ
バー ) 付きのモデルに添付されます。

Safety Instruction Manual IM 00C01C01-01Z1 安全マニュアル ( 欧州の言語 )
マニュアル No. の「JA」、「Z1」は言語コードです。
別売りアクセサリのマニュアル No. については、「アクセサリ ( 別売 )」をご覧ください。

各国や地域の当社営業拠点の連絡先は、次のシートに記載されています。
ドキュメントNo. 内容
PIM 113-01Z2 国内海外の連絡先一覧

ご注意
・	 本書の内容は、性能・機能の向上などにより、将来予告なしに変更することがあります。また、実

際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。
・	 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがありま

したら、お手数ですが、お買い求め先か、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。
・	 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。
・	 保証書が CD に収録されています。よくお読みいただき、ご理解のうえ大切に保存してください。
・	 本製品の TCP/IP ソフトウェア、および TCP/IP ソフトウェアに関するドキュメントは、カリフォル

ニア大学からライセンスされた BSD Networking Software, Release 1 をもとに当社で開発 / 作成し
たものです。

10th Edition: February 2022(YMI)
All Rights Reserved, Copyright © 2017 Yokogawa Test & Measurement Corporation
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商標
・	 Microsoft、Internet Explorer、Windows、WIndows 7、Windows 8、Windows 8.1、および Windows 10は、

米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国における登録商標または商標です。
・	 Adobe、Acrobat は、アドビシステムズ社の登録商標または商標です。
・	 Piezotron は、Kistler Instrument Corporation の登録商標です。
・	 ICP は、PCB Piezotronics Incorporated の登録商標です。
・	 ISOTRON は、Meggitt Group, PLC の登録商標です。
・	 VJE は、ヤフー株式会社の登録商標です。
・	 MATLAB は、米国 The MathWorks, Inc. の登録商標です。
・	 ScopeCorder および GIGAZoom ENGINE は、横河電機 ( 株 ) の登録商標です。
・	 本文中の各社の登録商標または商標には、®、TM マークは表示していません。
・	 その他、本文中に使われている会社名、商品名は、各社の登録商標または商標です。

履歴
・	 2017 年 7 月		  初版発行
・	 2017 年 12 月		 2 版発行
・	 2018 年 4 月		  3 版発行
・	 2018 年 11 月		 4 版発行
・	 2019 年 1 月		  5 版発行
・	 2021 年 1 月		  6 版発行
・	 2021 年 4 月		  7 版発行
・	 2021 年 6 月		  8 版発行
・	 2021 年 11 月		 9 版発行
・	 2022 年 2 月		  10 版発行
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梱包内容の確認
梱包箱を開けたら、ご使用前に以下のことを確認してください。万一、お届けした品の間違いや品不足、
または外観に異常が認められる場合は、お買い求め先にご連絡ください。

DL350 本体
リアパネルの銘板に記載されている MODEL( 形名 ) と SUFFIX( 仕様コード ) で、ご注文どおりの品で
あることを確認してください。

	

MODEL 仕様コード * 仕様内容
DL350 スコープコーダ
言語 -HJ 日本語

-HE 英語
-HC 中国語
-HK 韓国語
-HG ドイツ語
-HF フランス語
-HL イタリア語
-HS スペイン語
-HR ロシア語

付加仕様
( オプション )

/VE ビークルエディション
/EB バッテリパック + バッテリパックカバー

*	� 仕様コードに ｢Z｣ が記載されている製品には、専用のマニュアルが添付されている場合があります。標準の
マニュアルと併せてお読みください。

Note
本機器ケースの銘板に記載の SUFFIX( 仕様コード ) は、工場出荷時のオプションの項目を示しています。オプ
ション追加ライセンス * によりオプションを追加したあとは、本機器のオーバービュー画面でオプションの
項目を確認してください。
*	 オプション追加ライセンスの詳細については、ユーザーズマニュアル [ 機能編 ](IM DL350-01JA) の「23 そ

の他の機能」の「オプション追加ライセンス」をご覧ください。

No.( 計器番号 )
お買い求め先にご連絡いただく際には、この番号もご連絡ください。
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付属品
付属品として、次のものがあります。品不足や損傷がないことを確認してください。

品名 形名 /部品番号 数量 仕様 /備考
ベルト B8093EF 1 －
カバーパネル B8073CY 2 －
バッテリパック 739883 1 /EB オプション時
バッテリパックカバー 720923 1 /EB オプション時
ヒューズ A1637EF 1 250V、 10A
マニュアル一式

冊子 IM DL350-03JA 1 スタートガイド ( 本書 )
IM 701250-04 1 モジュールをご注文いただいた場合に添付されます。
IM 739883-01JA 1 バッテリパックの取り扱い上の注意

/EB オプション時
IM DL350-92Z1 1 中国向け文書
IM 739883-92Z1 1 中国向け文書

/EB オプション時
IM 720923-92Z1 1 中国向け文書

/EB オプション時
IM 00C01C01-01Z1 1 安全マニュアル ( 欧州の言語 )
PIM 113-01Z2 1 国内海外の連絡先一覧

マニュアル CD A1024US 1 マニュアルの pdf データ一式を収録
( 収録されているマニュアルの種類については、次ペー
ジをご覧ください。)

付属品は本機器の保証範囲に含まれません。

	

カバーパネル
B8073CY  2枚

ヒューズ
A1637EF

バッテリパック
(リチウムイオン電池 )
739883

ベルト
B8093EF

バッテリパックカバー
720923

マニュアル一式
・ 冊子 ・ マニュアルCD

梱包内容の確認
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マニュアル CD
マニュアル CD の Japanese フォルダには、次の PDF データが収録されています。マニュアル CD には
英語のマニュアルも収録されています。

ファイル名 マニュアル名 マニュアルNo.
機能編・操作編 .pdf DL350 スコープコーダ  

ユーザーズマニュアル [ 機能編 ]
IM DL350-01JA

DL350 スコープコーダ  
ユーザーズマニュアル [ 操作編 ]

IM DL350-02JA

通信インタフェース .pdf DL350 スコープコーダ  
通信インタフェース ユーザーズマニュアル

M DL350-17JA

保証書 .pdf ー ー
PDF データを閲覧するには、Adobe Acrobat Reader など、PDF データを閲覧できるソフトウェアが
必要です。

梱包内容の確認
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入力モジュール ( 別売 )
入力モジュールに記載されている MODEL( 形名 ) が、ご注文どおりの品であることを確認してください。

MODEL( 形名 ) 名称 略称
720211 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール HS100M12 
720250 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール HS10M12
720254 4CH 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール 4CH 1M16 
720268 高圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、 RMS 付 ) HV(AAF, RMS 付 )
701261 ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール UNIVERSAL
701262 ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 ) UNIVERSAL(AAF)
701265 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール TEMP/HPV　
720266 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 ) TEMP/HPV　
701270 ひずみモジュール (NDIS) STRAIN_NDIS
701271 ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 ) STRAIN_DSUB
701275 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 ) ACCL/VOLT
720281 周波数モジュール FREQ
720220 16ch 電圧入力モジュール 16CH VOLT
720221 16ch 温度 / 電圧入力モジュール 16CH TEMP/VOLT
720230 ロジック入力モジュール LOGIC
720241 CAN & LIN バスモニタモジュール * CAN & LIN
720242 CAN/CAN FD モニタモジュール * CAN/CAN FD
720243 SENT モニタモジュール SENT
*	� CAN バスモニタ、CAN & LIN バスモニタ、C A N / C A N  F D モ ニ タ 、および SENT モニタモジュー

ルは、/VE( ビークルエディション ) オプション付きのモデルに使用できます。

	

720250
HS10M12

上段：MODEL
下段：略称
モデルによって位置が異なります。

銘板

本書では、入力モジュールを「MODEL( 略称 )」で表記します。
たとえば、「高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール」は、「720250(HS10M12)」と表記します。ただし、
直前に同モジュールの記載がある場合などは、単に MODEL だけで「720250」と表記することもあり
ます。

梱包内容の確認
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アクセサリ ( 別売 )
別売アクセサリとして、次のものがあります。アクセサリの仕様についてのお問い合わせやご注文は、
お買い求め先までご連絡ください。

・	 本書で指定されているアクセサリを使用してください。また、本機器のアクセサリは、これらをア
クセサリとして指定している当社製品にだけ使用してください。

・	 本機器のアクセサリを使用するときは、各アクセサリの仕様範囲内で使用してください。本機器や
アクセサリを組み合わせて使用する場合、定格が低い製品の仕様範囲内で使用してください。

品名 形名 最大定格対地間電圧 備考 マニュアルNo.
10:1 安全プローブ 700929 1000Vrms CAT II 10:1 安全プローブ、 

720211、720250、720254、720281 用
IM 700929-01J

100:1 安全プローブ 701947 1000Vrms CAT II 100:1 安全プローブ、 
720211、720250、720254 用

IM 701947-01

10:1 安全プローブ 
( 広温度範囲型 )

702902 1000V(DC+ACpeak) 
CAT II

10:1 安全プローブ、広温度範囲 絶縁型
BNC 用、720211、720250、720254 用

IM 702902-01JA

10:1 パッシブプローブ 701940 － 10:1 パッシブプローブ、 
701275 用

IM 701940-01

電流プローブ 701930 － 150Arms、 DC ～ 10MHz、 別売のプローブ
電源 (701934) に接続して使用

IM 701930-01

701931 － 500Arms、 DC ～ 2MHz、 別売のプローブ
電源 (701934) に接続して使用

IM 701931-01

701932 － 30Arms、 DC ～ 100MHz、 別売のプローブ
電源 (701934) に接続して使用

IM 701932-01

701933 － 30Arms、 DC ～ 50MHz、 別売のプローブ
電源 (701934) に接続して使用

IM 701933-01

701917 － 5Arms、 DC ～ 50MHz、 別売のプローブ
電源 (701934) に接続して使用

IM 701917-01JA

701918 － 5Arms、 DC ～ 120MHz、 別売のプローブ
電源 (701934) に接続して使用

IM 701917-01JA

電流クランププローブ 720930 300Vrms CAT III
150Vrms CAT IV

10mV/A
AC、 0 ～ 50Arms

IM 720930-01JA

720931 600Vrms CAT III
300Vrms CAT IV

2.5mV/A
AC、 0 ～ 200Arms (300Apeak)

IM 720930-01JA

1:1BNC セーフティ 
アダプタリード

701901 1000Vrms CAT II 720211、 720250、 720254 用、 別売
の 701954、B9852MM、 B9852MN、 
758922、 758929、758921 と組み合わせ
て使用

－

1:1 セーフティ 
アダプタリード

701904 1000Vrms CAT II
600Vrms CAT III

720268 用、 別売の 701954、B9852MM、 
B9852MN、 758922、 758929、 758921 と
組み合わせて使用

－

測定リード 758933 1000Vrms CAT III 長さ 1m、 720268 用、 別売の 701954、
B9852MM、 B9852MN、 758922、 758929、 
758921 と組み合わせて使用

－

ワニグチクリップ 
( ドルフィン型 )

701954 1000Vrms CAT III 2 個で 1 単位 ( 赤 / 黒 ) －

安全ミニクリップ
( フック型 )

B9852MM 1000Vrms CATIII 黒 －
B9852MN 1000Vrms CATIII 赤 －

ワニグチアダプタ 758922 300Vrms CAT II 2 個で 1 単位 －
758929 1000Vrms CAT II 2 個で 1 単位 －

フォーク端子アダプタ 758921 1000Vrms CAT II 2 本で 1 単位 ( 赤 / 黒 )、4mm ねじ対応 －
BNC- ワニグチケーブル
*1

366926 － 42V 以下の低電圧測定用 －

バナナ - ワニグチ 
ケーブル

366961 － 701261、701262、701265、720266 の
42V 以下の低電圧測定用

－

高速ロジックプローブ 700986 － 42V 以下、8 ビット非絶縁 / 応答速度
1µs

－

絶縁ロジックプローブ 700987 250Vrms CAT II 8 ビット各 CH 絶縁、 応答速度 20ms (AC
時 )

IM 700987-01J

ロジックプローブ (1m) 702911 － 8 ビット非絶縁 －
ロジックプローブ (3m) 702912 － 8 ビット非絶縁 －
絶縁ロジック用測定
リード

758917 1000Vrms CAT II 2 本で 1 単位、別売のアダプタ 758922
または 758929 と組み合わせて使用

－

安全 BNC ケーブル (1m) 701902 1000Vrms CAT II － －

梱包内容の確認
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品名 形名 最大定格対地間電圧 備考 マニュアルNo.
安全 BNC ケーブル (2m) 701903 1000Vrms CAT II － －
安全 BNC- バナナ変換
アダプタ

758924 500Vrms CAT II 720211、720250 用 －

プローブ電源 701934 － 大電流出力、 外付けプローブ電源(4出力) IM 701934-01
シャント抵抗 438920 － 250Ω± 0.1% －

438921 － 100Ω± 0.1% －
438922 － 10Ω± 0.1% －

16ch スキャナボックス 付属品：�保護カバー 1、保護カバー固定ねじ 1、取り付け板 1、バインド小ねじ 2
701953-L1 － 720221 用、 ケーブル長さ 1m －
701953-L3 － 720221 用、 ケーブル長さ 3m －

接続ケーブル 705926 － 長さ 1m、 720221 と 701953 との接続用 －
705927 － 長さ 3m、 720221 と 701953 との接続用 －

ブリッジヘッド 701955 － NDIS、 ブリッジ抵抗：120Ω IM 701955-01
701956 － NDIS、 ブリッジ抵抗：350Ω
701957 － DSUB、 ブリッジ抵抗：120Ω、 シャント

CAL 対応
IM 701957-01

701958 － DSUB、 ブリッジ抵抗：350Ω、 シャント
CAL 対応

プラグオンクリップ 701948 1000Vrms CAT II 700929、 701947 用 IM 701948-01
ロングテストクリップ 701906 1000Vrms CAT II 700924、 701926 用 IM 701906-01
端子台 A1800JD － 720220 用 －
キャリングケース 93050 － ポケット付き －
バッテリパック 739883 － IM 739883-01JA
バッテリパックカバー 720923 － －
AC アダプタ 720921 － IM 720921-01JA
DC 電源ケーブル 
( シガレットライター
プラグ型 )

720922 － DC 電源用 －

GPS ユニット *2 720940 － IM 720940-01JA
アクセサリ ( 別売 ) は本機器の保証範囲に含まれません。
販売単位は、いずれも 1 本 ( 個 ) です。
*1	�接続ケーブル (366926) は、当社が 1998 年 2 月 4 日以降に出荷したものをご使用ください。1998 年 2 月 3 日

以前に出荷した接続ケーブル (366926) では、本機器の入力モジュールと組み合わせて使用できません。
*2	�GPS ユニット (720940) は、一部の国では販売していません。

梱包内容の確認
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接続ケーブル
705927 (3m)

ブリッジヘッド
701955 (NDIS、120Ω)

安全BNCケーブル
(1m)　701902 

1:1BNCセーフティ
アダプタリード
701901*1

測定リード
758933*1

絶縁ロジックプローブ
700987

BNC-ワニグチ
ケーブル
366926

10：1安全プローブ
700929

100：1安全プローブ
701947

ワニグチアダプタ
(定格 1000V)
758929

高速ロジックプローブ
700986

ワニグチクリップ
(ドルフィン型)
701954 

フォーク端子
アダプタ
758921

安全ミニクリップ
(フック型)
B9852MM
B9852MN

*1 1:1BNCセーフティアダプタリード(701901)と1:1セーフティアダプタリード(701904)と測定リード(758933) は、アクセサリ( 別
売 ) のワニグチクリップ (ドルフィン型：701954)、安全ミニクリップ (フック型：B9852MM、B9852MN)、ワニグチアダプタ
(758922 または 758929)、またはフォーク端子アダプタ (758921) と組み合わせて使用します。

*2 16ch スキャナボックス (701953) の接続ケーブルの長さは、16ch スキャナボックスの仕様コードにより異なります。

バナナ-ワニグチ
ケーブル
366961

絶縁ロジック用
測定リード
758917

ロジックプローブ
702911(1m)/702912(3m)

安全BNCケーブル
(2m)　701903 

安全BNC-バナナ
変換アダプタ
758924

プローブ電源
701934 

ブリッジヘッド
701957 (DSUB、120Ω)

ブリッジヘッド
701956 (NDIS、350Ω)

16chスキャナボックス
701953*2

プラグオンクリップ
701948

ロングテストクリップ
701906

端子台
A1800JD

ブリッジヘッド
701958  (DSUB、350Ω)

接続ケーブル
705926 (1m)

ワニグチアダプタ
(定格 300V)
758922

PROBE 1
PROBE 2

PROBE 3
PROBE 4

OUTPUT

POWER SUPPLY

電流クランププローブ
720930

電流クランププローブ
720931

1:1 セーフティ
アダプタリード
701904*1

電流プローブ
701930

10:1安全プローブ
(広温度範囲型)
702902

電流プローブ
701931

電流プローブ
701933

電流プローブ
701918

電流プローブ
701917

電流プローブ
701932

10:1パッシブプローブ
701940

梱包内容の確認
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GPSユニット
720940

キャリングケース
93050

DC電源ケーブル
(シガレットライタープラグ型)
720922

バッテリパック
(リチウムイオン電池 )
739883

ACアダプタ*
720921

バッテリパックカバー
720923

* AC アダプタの仕様コードに合わせ、電源コードが 1 本付属します。詳細は AC アダプタのユーザーズマニュアルを
ご覧ください。

補用品 ( 別売 )
別売補用品として、次のものがあります。補用品についてのお問い合わせやご注文は、お買い求め先
までご連絡ください。
品名 部品番号 販売単位 備考
ヒューズ A1637EF 1 250V、10A、タイムラグ
ケーブルホルダー B1043JC 1
機能接地ねじ B1133BS 1
ベルト B8093EF 1

梱包内容の確認
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このマニュアルで使用している記号と表記法

接頭語のｋと K について
単位の前に使用される接頭語のｋとＫを、次のように区別して使用しています。
k‥‥‥1000 の意味です。　　使用例：100kHz( 周波数 )
K‥‥‥1024 の意味です。　　使用例：720K バイト ( ファイルの容量 )

表示文字
操作説明のところで、太字の英数字は、操作対象のパネル上のキーやソフトキーに対応して画面上の
メニューに表示される文字を示します。

注記
このマニュアルでは、注記を以下のようなシンボルで区別しています。

	 本機器で使用しているシンボルマークで、人体への危険や機器の損傷の恐れが
あることを示すとともに、その内容についてユーザーズマニュアルを参照する
必要があることを示します。ユーザーズマニュアルでは、その参照ページに目
印として、「警告」「注意」の用語と一緒に使用しています。

	 警　　告	 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険があるときに、
その危険を避けるための注意事項が記載されています。

	 注　　意	 取り扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害のみが発生
する危険があるときに、それを避けるための注意事項が記載されています。

Note 	 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。
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本機器を安全にご使用いただくために
本機器は、専門知識のある方がご使用いただくことを前提に開発された製品です。
本機器を正しく安全に使用していただくため、本機器の操作にあたっては次の安全注意事項を必ずお
守りください。このマニュアルで指定していない方法で使用すると、本機器の保護機能が損なわれる
ことがあります。
このマニュアルは製品の一部として重要な内容を含んでいます。本機器を廃棄するまで、本機器を使
用するときにすぐご覧になれるところに、このマニュアルを大切に保存してください。
なお、これらの注意に反したご使用により生じた障害については、YOKOGAWA は責任と保証を負い
かねます。

本機器には、次のようなシンボルマークを使用しています。

	 “ 取扱注意 ” ( 人体および機器を保護するために、ユーザーズマニュアルやサービスマニュアル
を参照する必要がある場所に付いています。)

	 感電の危険

	 接地、または機能接地端子 ( 保護接地端子として使用しないでください。)

	 直流

	スタンバイ
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本機器を安全にご使用いただくために

次の注意事項をお守りください。使用者の生命や身体への危険や機器
損傷の恐れがあります。

	 警　　告
本機器の用途
本機器は電気信号を観測・測定する波形測定器です。波形測定器としての用途以外には使用
しないでください。

外観の確認
外観に異常が認められる場合は、本機器を使用しないでください。

バッテリパック
本機器用のバッテリパック以外は使用しないでください。また、他の機器に使用しないでく
ださい。本機器以外で充電しないでください。
本機器の電源を OFF にして充電したときに、6 時間以上経過しても充電が完了しない場合は、
すぐに充電を止めてください。
バッテリパック内部の電解液が、液漏れや破裂などにより、衣服や皮膚に付着すると、衣類
や皮膚を痛める恐れがあります。特に電解液が目に入った場合、失明する恐れがありますので、
すぐにきれいな水で洗い、直ちに医師の治療を受けてください。
感電、事故の危険があるので、交換時は必ず測定対象の電源をオフにしてから外してください。
火中へ投入したり加熱しないでください。破裂や電解液の飛散の恐れがあり、危険です。
その他、バッテリパックのユーザーズマニュアルに記載されている取り扱い上の注意に従っ
てください。

AC アダプタ
本機器用の AC アダプタ以外は使用しないでください。
AC アダプタのユーザーズマニュアルに記載されている取り扱い上の注意に従ってください。
測定対象の電源をオフにして、測定リードを取り外してから、DC プラグを接続してください。
AC アダプタの DC プラグを先に本機器に接続したあと、電源プラグを電源に接続してくださ
い。

DC 電源
DC 電源コードを接続する前に、供給電源の電圧が本機器の定格電源電圧に合っていることを
確認してください。
測定対象の電源をオフにして、測定リードを取り外してから、DC 電源のコードを接続してく
ださい。

ガス中での使用
可燃性、爆発性のガスまたは蒸気のある場所では、本機器を動作させないでください。その
ような環境下で本機器を使用することは大変危険です。

濡れた状態での使用
本機器や手が濡れている場合は、本機器を使用しないでください。

ケースの取り外し・分解・改造の禁止
当社のサービスマン以外は、本機器のケースの取り外し、分解、または改造しないでください。
本機器内には高電圧の箇所があり、危険です。

外部接続
回路に手を触れる場合は、その回路の電源を切って、電圧が発生していないことを確認して
ください。
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モジュールの使用にあたって
・	 最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧を超えた過大入力電圧を入力しないでください。
・	 感電を防ぐために、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、電気的

保護機能 / 機械的保護機能が有効になりません。
・	 サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。

プローブの使用にあたって
・	 720211(HS100M12)、720250(HS10M12)、および 720254(4CH 1M16) で高電圧を測定する

場合は、安全プローブ (700929、701947、702902)、または 1：1 安全ケーブル (701901 ＋
701954 の組み合わせ ) をご使用ください。

・	 720268(HV(AAF, RMS)) で高電圧を測定する場合は、測定リード 758933 とワニグチクリッ
プ 701954 の組み合わせ、または 1:1 セーフティアダプタリード 701904 とワニグチクリッ
プ 701954 の組み合わせを使用してください。

・	 720281(FREQ) で高電圧を測定する場合は、安全ローブ (700929、701947、702902) をご
使用ください。

・	 720230(LOGIC) は、当社指定のロジックプローブ (700986、700987、702911、702912) を
必ず使用してください。

測定カテゴリ
本機器の測定入力端子の測定カテゴリは、挿入されているモジュールによって異なります。
モジュールの仕様に合った測定カテゴリ内での測定に本機器を使用してください。モジュー
ルの仕様を超えた測定カテゴリでは、本機器を使用しないでください。

設置または使用する場所
・	 屋外、または雨や水にあたる場所に本機器を設置しないでください。また、そのような場

所で本機器を使用しないでください。
・	 本機器が異常または危険な状態になったときに、直ちに電源コードを外せるように設置し

てください。
・	 不安定な場所でスタンドを使うことは、大変危険です。スタンドを使って設置する場合は、

安定した場所に設置してください。

マニュアル CD
マニュアル CD を一般オーディオ CD プレーヤでは絶対に再生しないでください。大音量に
よる聴覚障害やスピーカ破損の恐れがあります。

アクセサリ
本書で指定されているアクセサリを使用してください。また、本機器のアクセサリは、これ
らをアクセサリとして指定している当社製品にだけ使用してください。
異常のあるアクセサリは、使用しないでください。

測定ケーブルの破損
測定ケーブルの内部から金属部分が露出したり、ケーブルの外装被覆と異なる色が露出した
ときは、直ちに使用を中止してください。

	 注　　意
使用環境の制限
本製品はクラスＡ ( 工業環境用 ) の製品です。家庭環境においては、無線妨害を生ずることが
あり、その場合には使用者が適切な対策を講ずることが必要となることがあります。

本機器を安全にご使用いただくために
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各国や地域での規制と販売について

廃電気電子機器
	(EU WEEE 指令は EEA* で、UK WEEE 規則は UK で有効です。)

	 この製品は WEEE 指令マーキング要求に準拠します。このマークは、この電気電子製品を各国
内の一般家庭廃棄物として廃棄してはならないことを示します。EEA または UK で製品を廃棄
する場合はお近くの横河オフィスまでご連絡ください。

	 * EEA: European Economic Area

電池と廃電池
	(EU 電池指令 / 規則は EEA で、UK 電池規則は UK で有効です。)

	 この製品には電池が使用されています。このマークは、EU 電池指令 / 規則と UK 電池規則に規
定されているとおり、分別収集が義務付けられていることを意味しています。

	 電池の種別
	 1.	 リチウム電池
		�  電池の交換が必要な場合は、EEA または UK にあるお近くの横河オフィスまでご連絡くだ

さい。
	 2.	 リチウムイオン電池 (739883 バッテリパック )
		  バッテリパックは、分解しないで廃棄してください。
		�  本製品からバッテリパックを取り外し、バッテリパック単体で処分する場合には、廃棄に

関する国内法に従い処分してください。EEA または UK では、電池の回収システムが整備
されているため適切な処置をお願いいたします。電池の取り外し方は、2.5 節をご覧くだ
さい。

リサイクルマーク
	廃棄時は一般のゴミと一緒に捨てないでください。環境保護のため、各自治体のリサイクル規
定に従い処分してください。

EEA 内の認定代理人 (AR)
横河ヨーロッパ・オフィスは EEA 内で本製品の当社認定代理人 (AR) を務めます。横河ヨーロッパ・
オフィスの住所については別紙のお問い合わせ先 (PIM 113-01Z2) をご覧ください。

環境規格 * について
本機器は、欧州 RoHS 指令に適合していますが、この規格に適合していないモジュールを装着すると、
適合しません。欧州 RoHS 指令に適合していないモジュールについては、6.12 節をご覧ください。
* �欧州圏以外の環境規制 / 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください。



xvi IM DL350-03JA

2.4 ～ 2.7、2.10 ～ 2.21、4.1 ～ 4.5、5.9 に を添付

目次
はじめに....................................................................................................................................................................................i
梱包内容の確認....................................................................................................................................................................iii
このマニュアルで使用している記号と表記法.........................................................................................................xi
本機器を安全にご使用いただくために..................................................................................................................... xii
各国や地域での規制と販売について......................................................................................................................... xv

第 1 章	 各部の名称と働き
1.1	 フロントパネル / リアパネル / サイドパネル / トップパネル...................................................... 1-1
1.2	 操作キー.............................................................................................................................................................. 1-6
1.3	 表示画面.............................................................................................................................................................. 1-7
1.4	 システム構成...................................................................................................................................................1-11
1.5	 本機器の構造...................................................................................................................................................1-12

第 2 章	 測定の準備
2.1	 使用上の注意..................................................................................................................................................... 2-1
2.2	 使用する場所..................................................................................................................................................... 2-3
2.3	 機能接地をする................................................................................................................................................ 2-5
2.4	 入力モジュールを装着する.......................................................................................................................... 2-6
2.5	 バッテリパックを取り付ける / 取り外す / 充電する........................................................................2-10
2.6	 AC アダプタを接続する..............................................................................................................................2-13
2.7	 DC 電源を接続する.......................................................................................................................................2-14
2.8	 ベルトを取り付ける.....................................................................................................................................2-16
2.9	 電源をオン / オフする.................................................................................................................................2-17
2.10	 プローブを接続する.....................................................................................................................................2-19
2.11	 プローブの位相補正をする........................................................................................................................2-26
2.12	 測定リードを接続する.................................................................................................................................2-28
2.13	 熱電対を接続する..........................................................................................................................................2-31
2.14	 ブリッジヘッドを接続する........................................................................................................................2-32
2.15	 本機器のロジック入力端子またはロジック入力モジュールに	

ロジックプローブを接続する..................................................................................................................... 2-35
2.16	 加速度センサーを接続する........................................................................................................................2-37
2.17	 周波数モジュールにセンサーを接続する............................................................................................2-39
2.18	 16CH 電圧入力モジュールに電線を接続する....................................................................................2-41
2.19	 16CH 温度 / 電圧入力モジュールに電線を接続する.........................................................................2-43
2.20	 CAN バスモニタ、CAN/CAN FD モニタモジュールにケーブルを接続する..........................2-46
2.21	 CAN & LIN バスモニタモジュールにケーブルを接続する...............................................................2-47
2.22	 GPS ユニットを接続する............................................................................................................................2-48

第 3 章	 共通操作
3.1	 タッチパネルの操作と働き.......................................................................................................................... 3-1
3.2	 数値 / 文字列を入力する............................................................................................................................... 3-2
3.3	 USB キーボード /USB マウスで操作する............................................................................................... 3-4
3.4	 ナビゲーションで設定する.......................................................................................................................... 3-8
3.5	 日付時刻を合わせる....................................................................................................................................... 3-9
3.6	 オートセットアップをする........................................................................................................................3-11
3.7	 設定を初期化 ( イニシャライズ ) する..................................................................................................3-13
3.8	 波形の取り込みを開始 / 停止する..........................................................................................................3-14
3.9	 ヘルプを表示、操作する............................................................................................................................3-15



xviiIM DL350-03JA

2.4 ～ 2.7、2.10 ～ 2.21、4.1 ～ 4.5、5.9 に を添付

1 

2 

3 

4 

5

6

付

索

第 4 章	 外部信号入出力
4.1	 外部トリガ入力 (TRGI)................................................................................................................................... 4-1
4.2	 トリガ出力 (TRGO).......................................................................................................................................... 4-3
4.3	 外部クロック入力 (CLKI)............................................................................................................................... 4-5
4.4	 GO/NO-GO 判定入出力 (GO/NOGO)........................................................................................................ 4-6
4.5	 外部スタート/ ストップ / イベント入力 (STRT/EVNT)............................................................................4-8
4.6	 GPS 信号入力 (GPS).......................................................................................................................................4-10

第 5 章	 トラブルシューティングと保守・点検
5.1	 故障 ? ちょっと調べてみてください....................................................................................................... 5-1
5.2	 各種メッセージと対処方法.......................................................................................................................... 5-2
5.3	 自己診断 ( セルフテスト ) をする............................................................................................................5-11
5.4	 タッチパネルのキャリブレーションをする.......................................................................................5-12
5.5	 モジュールのファームウェアを更新する............................................................................................5-15
5.6	 システムの状態を確認する ( オーバービュー ).................................................................................5-16
5.7	 本機器にオプションを追加する..............................................................................................................5-17
5.8	 メンテナンスメニューについて..............................................................................................................5-18
5.9	 電源ヒューズを交換する............................................................................................................................5-19
5.10	 交換推奨部品...................................................................................................................................................5-20
5.11	 廃棄方法............................................................................................................................................................5-21

第 6 章	 仕様
6.1	 測定入力部.......................................................................................................................................................... 6-1
6.2	 メモリーレコーダモード機能..................................................................................................................... 6-1
6.3	 スコープモード機能....................................................................................................................................... 6-3
6.4	 時間軸................................................................................................................................................................... 6-6
6.5	 表示部................................................................................................................................................................... 6-6
6.6	 本体標準ロジック入力................................................................................................................................... 6-6
6.7	 データ保存.......................................................................................................................................................... 6-6
6.8	 ストレージ.......................................................................................................................................................... 6-7
6.9	 周辺機器接続用 USB....................................................................................................................................... 6-7
6.10	 補助入出力部..................................................................................................................................................... 6-8
6.11	  コンピュータインタフェース.................................................................................................................... 6-9
6.12	  一般仕様...........................................................................................................................................................6-10
6.13	 モジュール仕様..............................................................................................................................................6-13

高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720211)..........................................................................6-13
高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720250).............................................................................6-15
4CH 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (720254)................................................................................6-17
高圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、RMS 付 )(720268)................................................6-19
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (701261)、	
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 )(701262).........................................................6-21
温度 / 高精度電圧絶縁モジュール (701265).......................................................................................6-23
温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 )(720266)...........................................................6-25
ひずみモジュール (NDIS)(701270)..........................................................................................................6-27
ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 )(701271).............................................................6-29
加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )(701275).......................................................................................6-31
周波数モジュール (720281).......................................................................................................................6-33
16ch 電圧入力モジュール (720220).......................................................................................................6-37
16ch 温度 / 電圧入力モジュール (720221)..........................................................................................6-38
ロジック入力モジュール (720230).........................................................................................................6-40
CAN バスモニタモジュール (720240)...................................................................................................6-41
CAN & LIN バスモニタモジュール (720241).......................................................................................6-42

目次



xviii IM DL350-03JA

2.4 ～ 2.7、2.10 ～ 2.21、4.1 ～ 4.5、5.9 に を添付

CAN/CAN FD モニタモジュール (720242)...........................................................................................6-43
SENT モニタモジュール (720243)...........................................................................................................6-44

6.14	 ロジックプローブ仕様.................................................................................................................................6-45
6.15	 16ch スキャナボックス仕様......................................................................................................................6-47
6.16	  GPS ユニット (B8093YA) 仕様.................................................................................................................6-48
6.17	 外形図.................................................................................................................................................................6-49

付録
付録 1	 時間軸設定 / サンプルレート / レコード長の関係...........................................................................付 -1
付録 2	 メインチャネルのサンプルレート / サブチャネルのデータ更新レート /	

アクイジションメモリーへの書き込みレートの関係.....................................................................付 -17
付録 3	 最大レコード長と最大取り込み回数..................................................................................................付 -21
付録 4	 SD 記録が可能な最高サンプルレート................................................................................................付 -23
付録５	 メモリーレコーダモードの取込時間とサンプル間隔..................................................................付 -24
付録 6	 初期値一覧.....................................................................................................................................................付 -26
付録 7	 USB キーボードの各キーの割り当て..................................................................................................付 -33
付録 8	 ブロック図.....................................................................................................................................................付 -34

目次



1-1IM DL350-03JA

1

2

3

4

5

6

付

索

各
部
の
名
称
と
働
き

1.1	 フロントパネル / リアパネル / サイドパネル / トッ
プパネル

フロントパネル

	

液晶画面
表示内容の説明→1.3節

電源スイッチ
電源オン/オフ操作
→2.9節

TRIGGERキー
キーを押すと、設定したトリガ条件
に関係なくトリガがかかります。
→1.2節

SAVEキー
ストレージメディアへのデータの
保存を実行します。
→1.2節

START/STOPキー
トリガモードに応じて、波形の取り
込みをスタート/ ストップします。
→1.2節

リアパネル

	

スタンド
立てかけて使用するときに引き出します。
→2.2節

バッテリパックカバー
(オプション)

バッテリパックカバー
取り付けねじ

→2.5節

第 1章	 各部の名称と働き
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右サイドパネル

	

FU
SE

T 1
0A

25
0V

10
-30

V
45

W 
MA

X

DC
 IN

PU
T

CO
MP

1V
DC電源コネクタ
別売のACアダプタやDC電源ケーブルを接続します。
→2.6節、2.7節

ヒューズホルダー
→5.9節

機能接地端子
→2.3節、2.4節

吸気口

プローブ補償信号出力端子
(1kHz/1Vp-p)

プローブ補償信号GND端子
プローブを校正するとき、グランド線を接続します。
機能接地端子と同電位です。

プローブの校正用信号を出力します。
→3.6節

ケーブルホルダー
→2.6節、2.7節

1.1　フロントパネル /リアパネル /サイドパネル /トップパネル
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左サイドパネル

EVNT
STRT
GND
GO
NOGO
GND
CLKI
GND
TRGI
GND
TRGO
GND

SD CARD
ETHERNET

GPS

排気口

PC接続用USBコネクタ
USBインタフェースを持つPCに接続するときに使用します。
→通信インタフェースユーザーズマニュアル

周辺機器接続用USBコネクタ
USBキーボード/USBマウス/USBプリンタ/USBストレージを接続するときに
使用します。
→3.3節、ユーザーズマニュアル[操作編]

トリガ出力端子
外部にトリガ信号を出力するときに使用します。
→4.2節

トリガ入力端子
外部からトリガ信号を入力するときに使用します。
→4.1節

イーサネットポート
(100BASE-TX/10BASE-T)
LANに接続するときに使用します。
→ユーザーズマニュアル[機能編]、通信インタフェースユーザーズマニュアル

SDメモリーカードスロット
SDメモリーカードを接続するときに使用します。
→ユーザーズマニュアル[操作編]

GPS端子
外部からGPS信号を入力するときに使用します。
→2.22節

外部スタート/ストップ入力端子
本機器のスタート/ストップを外部から制御するときに使用します。
→4.5節

外部クロック入力端子
外部からクロック信号を入力するときに使用します。
→4.3節

GO/NO-GO入出力端子
GO/NO-GO判定入出力信号を出力します。
→4.4節

マニュアルイベント入力端子
マニュアルイベントを入力するときに使用します。
→4.5節

1.1　フロントパネル /リアパネル /サイドパネル /トップパネル
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トップパネル

CH1 CH2 CH3 CH4

CH5 CH6

入力モジュール装着スロット
2 スロットあります。
→2.4節

ロジック入力端子
ロジック信号を入力するときに使用します。
→2.15節

空きスロット保護用カバーパネル
入力モジュールを装着しない
スロットに取り付けます。

入力チャネル配置

CH1 CH2 CH3 CH4

スロット1 スロット2

ベルト取り付け部

ベルト取り付け部

→2.8節

→2.8節

入力モジュール
入力モジュールには次の種類があります。

ユニバーサル(電圧/温度)
モジュール
UNIVERSAL(形名：701261)

ユニバーサル(電圧/温度)
モジュール(AAF付)
UNIVERSAL(AAF)(形名：701262)

高圧1MS/s 16ビット
絶縁モジュール(AAF, RMS付)
HV(AAF、 RMS) (形名：720268)

H側測定入力端子
L側測定入力端子
(2ch)

H側測定入力端子
L側測定入力端子
(2ch)

H側測定入力端子
L側測定入力端子
(2ch)

高速100MS/s 12ビット
絶縁モジュール
HS100M12(形名：720211)

測定入力端子
(2ch)

測定入力端子
(2ch)

高速10MS/s 12ビット
絶縁モジュール
HS10M12(形名：720250)

4CH 1MS/s 16ビット
絶縁モジュール
4CH 1M16(形名：720254)

測定入力端子
(4ch)

1.1　フロントパネル /リアパネル /サイドパネル /トップパネル
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ロジック入力モジュール
LOGIC(形名：720230)

16CH 電圧入力モジュール
16CH VOLT(形名：720220)

CAN & LINバスモニタモジュール
CAN & LIN(形名：720241)

CANバスモニタモジュール
CAN MONITOR(形名：720240)

16CH 温度/電圧入力モジュール
16CH TEMP/VOLT(形名：720221)

SENTモニタモジュール
SENT(形名：720243)

温度/高精度電圧
絶縁モジュール
TEMP/HPV(形名：701265)

H側測定入力端子
L側測定入力端子
(2ch)

測定入力端子
(16ch)

測定入力端子
(16ch) ロジックプローブ

接続端子

CANバス信号
入力端子

LINバス信号
入力端子

CANバス信号
入力端子

SENT信号
入力端子

周波数モジュール
FREQ(形名：720281)

測定入力端子
(2ch)

加速度/電圧モジュール(AAF付)
ACCL/VOLT(形名：701275)

測定入力端子
(2ch)

ひずみモジュール
(DSUB、シャントCAL対応)
STRAIN_DSUB(形名：701271)

測定入力端子
(2ch)

ひずみモジュール
(NDIS)
STRAIN_NDIS(形名：701270)

測定入力端子
(2ch)

温度/高精度電圧
絶縁モジュール(低ノイズ型)
TEMP/HPV(形名：720266)

H側測定入力端子
L側測定入力端子
(2ch)

CAN/CAN FDモニタモジュール
CAN/CAN FD(形名：720242)

CANバス/CAN FDバス
信号入力端子

1.1　フロントパネル /リアパネル /サイドパネル /トップパネル
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1.2 操作キー

START/STOP キー
トリガモードに応じて、波形の取り込みをスタート / ストップします。波形の取り込み中は、キーが
点灯します。

	

TRIGGER キー
キーを押すと、設定したトリガ条件に関係なくトリガがかかります。

	

SAVE キー
ストレージメディアへの波形または画面イメージデータの保存を実行したり、USB プリンタへの印刷
を実行ます。

	

Note
各操作キーの機能は、波形画面の MENU( トップメニュー ) からも実行できます。トップメニューについて
は「1.3　表示画面」をご覧ください。
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1.3 表示画面

Note
本機器の液晶画面は、全画素中に数点の欠陥を含む場合があります。詳細は「6.5　表示部」をご覧ください。

スコープモードの表示画面

	

トリガモード
保存ファイル名

トリガポジション

トリガポジション
からの時間

チャネル情報
(次ページ参照)

レベルインジケータ

システムモード

日付、時刻
バッテリ状態

SDカード

トップメニュー
(次ページ参照)

ヘルプ
時間軸

レコード長
サンプルレート

トリガ設定
全チャネル設定

カスタムメニュー

DC電源接続

ネットワークドライブ

GPS
キープロテクト

表示レコード長

表示波形のチャネル番号

トリガレベル

グランドレベル

表示レンジの
チャネル番号

垂直ポジション

InvertがONの
ときは、反転表示 電圧軸のスケール値

ズーム波形を表示しているときの表示画面

	

Zoom1のズーム範囲

Zoom2波形
のTime/Div

ズームウィンドウ
表示エリア

Zoom1波形
のTime/Div

Zoom1ウィンドウ
表示エリア

Zoom2ウィンドウ
表示エリア

Zoom2のズーム範囲

通常波形表示
エリア
(Mainウィンドウ)
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トップメニュー

	

トップメニューを表示

下の階層のメニューがある場合

チャネル情報

	

波形取り込み状態

波形取り込み回数

Stopped： 停止
Running： 取り込み中
Waiting for trigger： トリガ待ち
Pre...： Preデータ取得中
Post...： Postデータ取得中
SD Recording： SD記録で書き込み中

波形の時間基準点の時刻
トリガモードがOnStartの場合、基準は測定開始時刻。
トリガモードがAutoかつロール表示の場合は、基準は測定終了時刻。
その他の場合、基準はトリガ時刻。

表示グループ チャネル情報表示の切り替え

測定データ

チャネル情報表示の切り替え

チャネル設定表示の場合

チャネル測定データ表示の場合

チャネル情報が非表示の場合

スロット1の入力モジュールの形名
波形表示のON/OFF

入力カップリング

垂直軸感度
プローブの減衰比/電流-電圧換算
帯域制限

各入力チャネルの測定データと、ロジック入力の測定データが表示されます。

1.3　表示画面
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メモリーレコーダモードの表示画面

	

保存ファイル名

トリガポジション
からの時間

チャネル情報
(次ページ参照)

レベルインジケータ

システムモード

日付、時刻
バッテリ状態

SDカード

トップメニュー
(次ページ参照)

ヘルプ
取り込み条件
取り込み方法

トリガ設定 カスタムメニュー

DC電源接続

ネットワークドライブ

GPS
キープロテクト

表示レコード長

表示波形のチャネル番号

トリガレベル

グランドレベル

表示レンジの
チャネル番号

垂直ポジション

InvertがONの
ときは、反転表示 電圧軸のスケール値

全チャネル設定

取り込み/
記録時間

サンプル間隔

取り込み/記録
時間バーの
左端の時間

取り込み/記録
時間バーの
右端の時間

波形表示区間

波形表示区間の時間

取り込み/記録
時間バー

ズーム波形を表示しているときの表示画面

	

ズーム範囲

ズームウィンドウ
表示エリア

通常波形表示
エリア
(Mainウィンドウ)

通常波形の
表示区間の時間
ズーム波形の
表示区間の時間

1.3　表示画面
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トップメニュー

	

トップメニューを表示

下の階層のメニューがある場合

チャネル情報

	

波形取り込み状態

波形取り込み回数

Stopped： 停止
Running： 取り込み中
Waiting for trigger： トリガ待ち
Pre...： Preデータ取得中
Post...： Postデータ取得中
SD Recording： SD記録で書き込み中

波形の時間基準点の時刻
取込条件が設定取込時間の場合、基準は測定開始時刻。
取込条件が連続取込の場合は、基準は測定終了時刻。
その他の場合、基準はトリガ時刻。

表示グループ チャネル情報表示の切り替え

チャネル設定表示の場合

チャネル測定データ表示の場合

スロット1の入力モジュールの形名
波形表示のON/OFF

入力カップリング

垂直軸感度
プローブの減衰比/電流-電圧換算
帯域制限

各入力チャネルの測定データと、ロジック入力の測定データが表示されます。

測定データ

チャネル情報表示の切り替えチャネル情報が非表示の場合

1.3　表示画面
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1.4 システム構成

	

 PC

USBメモリー/
SDメモリーカード

・ 外部クロック入力
・ 外部トリガ入力

・ GO/NO-GO判定入出力
・ トリガ出力

・ 波形データ
・ 設定データ
・ 画面データ

・ USBインタフェース
(コマンド通信による
リモートコントロール)

DL350

イーサネットインタフェース

 PCFTP
サーバ

・ FTPクライアント
・ Webサーバ

データのセーブ/ロード

外部のUSBデバイス

USB PERIPHERAL
インタフェース

USBキーボード

USB PERIPHERAL
インタフェース

USBマウス

USBプリンタ

信号入力

測定対象

・ モジュール*1

・ プローブ*2

・ 測定リード

*1 ・ 高速100MS/s 12ビット絶縁モジュール
 ・ 高速10MS/s 12ビット絶縁モジュール
 ・ 4CH 1MS/s 16ビット絶縁モジュール
 ・ 高圧1MS/s 16ビット絶縁モジュール(AAF, RMS付)
 ・ ユニバーサル(電圧/温度)モジュール
 ・ ユニバーサル(電圧/温度)モジュール(AAF付)
 ・ 温度/高精度電圧絶縁モジュール
 ・ 温度/高精度電圧絶縁モジュール(低ノイズ型)
 ・ ひずみモジュール(NDIS)
 ・ ひずみモジュール(DSUB、シャントCAL対応)
 ・ 加速度/電圧モジュール(AAF付)
 ・ 周波数モジュール
 ・ 16CH 電圧入力モジュール
 ・ 16CH 温度/電圧入力モジュール
 ・ ロジック入力モジュール
 ・ CANバスモニタモジュール
 ・ CAN & LINバスモニタモジュール
 ・ CAN/CAN FDモニタモジュール
 ・ SENTモニタモジュール

*2 ・ 電流クランププローブ
 ・ 電流プローブ
 ・ ロジックプローブ

GPS
ユニット
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1.5 本機器の構造

モジュールの絶縁
本機器はモジュール * 内部にて各チャネルの測定入力部が絶縁されています。そのため各チャネル間
で絶縁された測定ができます。

*	 だだし、一部のモジュールを除く。詳細は 6 章の各モジュールの仕様をご参照ください。

本体の GND
一方、本機器の次の端子は機能接地端子と同電位であり、絶縁されていません。

・	 外部入出力端子の GND 端子
・	 ロジック入力端子の GND 端子
・	 プローブ補償信号の GND 端子
・	 USB 端子の GND
・	 イーサネットのコネクタのシェル
・	 GPS 信号入力端子の GND

AC アダプタ使用時
本機器専用の AC アダプタは機能接地されています。したがって、AC アダプタ使用時は、本体の
GND が機能接地され、ノイズに対する耐量を高めることができます。

AC アダプタを使用していないとき
AC アダプタを接続せず、バッテリで本機器を動作させる場合は、本体の GND は機能接地されません。
ノイズの大きい環境で本機器を使用すると、測定結果にノイズの影響が生じたり、インタフェース通
信などで誤動作を生じる場合があります。機能接地端子をアースに接続すると、これらを改善できる
場合があります。
また、機能接地されていない状態で、インバータなどの高い周波数で高電圧の信号を測定すると、接
触電流を感じる場合があります。

	

CH1 CH2

モジュール

スロット1

CH3 CH4

モジュール

スロット2

本体

・ 外部入出力端子の GND 端子
・ ロジック入力端子の GND 端子
・ プローブ補償信号の GND 端子
・ USB 端子の GND
・ イーサネットのコネクタのシェル
・ GPS 信号入力端子の GND

電気絶縁

GNDは共通

ACアダプタ使用時

機能接地端子

DC入力

DL350
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2.1 使用上の注意

安全にご使用いただくための注意
初めてご使用になるときは、必ず xii ページに記載の「本機器を安全にご使用いただくために」をお
読みください。

ケースを外さないでください
本体のケースを外さないでください。内部には高電圧部があり、大変危険です。内部の点検および調
整は、お買い求め先にお申し付けください。

異常の場合には
本体から煙が出ていたり変な臭いがするなど、異常な状態になったときは、直ちに電源をオフにする
とともに、電源コードをコンセントから抜いてください。異常な状態になったときは、お買い求め先
までご連絡ください。

AC アダプタや電源コードについて
AC アダプタや電源コードの上に物を載せたり、発熱物に触れないように注意してください。また、
電源コードの差し込みプラグをコンセントから抜くときは、コードを引っ張らずにプラグを持って引
き抜いてください。

使用環境、使用条件について
本機器は、特定の使用環境および使用条件において EMC 規格に適合しています。設置方法や配線方
法などが異なると、EMC 規格の適合条件を満たさない場合があります。その場合は、使用者による適
切な対策が必要になることがあります。

取り扱い上の一般的注意
上に物を置かないでください
本機器の上に、他の機器や水の入った容器などを置かないでください。故障の原因になります。

衝撃や振動を与えないでください
衝撃や振動を与えないでください。故障の原因になります。また、入力コネクタやプローブなどに衝
撃を与えると、電気的なノイズに変換されて信号が入力されることがあります。

液晶ディスプレイを傷つけないでください
画面の液晶ディスプレイは非常に傷つきやすいので、先のとがったもので表面を傷つけないように注
意してください。また、絶対に振動や衝撃を与えないでください。
また、液晶ディスプレイに画面保護用のフィルムを貼らないでください。保護フィルムによりタッチ
パネルが機能しないことがあります。

長時間使用しないときには
・	 AC アダプタの電源コードをコンセントから抜いておいてください。
・	 バッテリパックを本体から取り出しておいてください。

第 2章	 測定の準備
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持ち運ぶときは
まず、測定ケーブルを外し、次にその他の接続ケーブル、電源コードを外してください。持ち運ぶと
きは、両手で抱えるか、取り付けたベルトを持ってください。

	 警　　告
持ち運ぶときは、壁や設置面に手を挟まないように注意してください。

汚れを取るときには
ケースや液晶ディスプレイの汚れを取るときは、電源コードをコンセントから抜いて、柔らかく乾い
たきれいな布で軽く拭き取ってください。ベンジンやシンナーなどの薬品を使用しないでください。
変色や変形の原因になります。

2.1　使用上の注意
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2.2 使用する場所

	 警　　告
・	 屋外、または雨や水にあたる場所に本機器を設置しないでください。
・	 本機器が異常または危険な状態になったときに、直ちに電源コードを外せるように設置し

てください。

	 注　　意
本機器の吸気口や排気口をふさぐと機器が高温になり破損する恐れがあります。

設置条件
設置して使用する場合は次の条件に合う場所に設置してください。

平坦で水平な場所
・	 正しい向き ( 次ページ参照 ) で、安定した場所に、左右前後とも水平を保って設置してください。
・	 底面を下にして置くときは、スタンドで傾けられます。
・	 バッテリパックを装備した状態で、背面を下にして置く場合、傾けられます。

風通しのよい場所
本機器の右のサイドパネルには吸気口があります。また、左サイドパネルには冷却ファンの排気口が
あります。内部の温度上昇を防ぐため、下図に従って周囲に十分なスペースをとり、これらの排気口
および吸気口をふさがないようにしてください。

	

10cm 
以上

10cm 
以上

10cm 
以上

10cm 以上

各種ケーブルを接続するときは、上図のスペースの他に、操作に必要な十分なスペースをとってくだ
さい。
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周囲温度および周囲湿度
周囲温度：	0℃〜 45℃
周囲湿度：	20％ RH 〜 85％ RH

Note
・	 精度のよい測定を行いたいときは、23 ± 5℃、20％ RH 〜 80％ RH で使用してください。
・	 温度、湿度の低い場所から高い場所に移動したり、急激な温度変化があると、結露することがあります。

このようなときは、周囲の温度に 1 時間以上慣らしてから使用してください。

次のような場所には設置しないでください。
・	 屋外
・	 直射日光の当たる場所や熱発生源の近く
・	 水、その他液体に濡れる場所
・	 油煙、湯気、ほこり、腐食性ガスなどの多い場所
・	 強電磁界発生源の近く
・	 高電圧機器や動力線の近く
・	 機械的振動の多い場所
・	 不安定な場所

設置姿勢
水平、またはリアパネルを下にして設置します。スタンドを使用するときは、ロックするまで外側に
押し出してください。格納するときは、スタンドを内側に押しながら元の位置まで戻してください。

	
スタンド

スタンド保持部

バッテリ

	 警　　告
・	 スタンドを格納するときは、手を挟まないように注意してください。
・	 不安定な状態で、スタンドを操作すると危険です。次のことに注意してください。

・	 本機器を安定した場所に置いて、スタンドを操作してください。
・	 本機器を傾けたまま、スタンドを操作しないでください。

・	 危険防止のため、上図以外の姿勢では設置しないでください。また重ね置きはしないでく
ださい。

	 注　　意
スタンドに過大な力や衝撃を与えないでください。スタンドの保持部が破損する恐れがあり
ます。

2.2　使用する場所
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2.3 機能接地をする

ノイズの大きい環境で本機器を使用すると、測定結果にノイズの影響が生じたり、インタフェース通
信などに誤動作が生じる場合があります。機能接地端子をアースに接続することで、これらを改善で
きる場合があります。

	
機能接地端子

用意するもの
電線

	 電線先端の被覆を約 7mm 取り除きます。

			   約7mm

機能接地端子への電線の接続
本機器の電源をオフにします。次に、入力モジュールに測定対象が接続されていないか、または接続
先の測定対象の電源がオフになっていることを確認してください。

1. 	 本機器の右サイドパネルにある機能接地端子のねじをドライバで緩めます。
挿入する電線の太さに応じて、ねじを緩めます。

2. 	 機能接地端子のねじに、用意した電線の被覆を取り除いた部分を絡めます。
3. 	 機能接地端子のねじをドライバで締めます。

ねじ締め付けトルク：0.6 N･m

4. 	 電線の反対側をアースに接続します。
5. 	 電線を軽く引いて、電線が本体およびアースから抜けないことを確認します。

電線の接続が終了してから、本機器と測定対象の電源をオンにしてください。



2-6 IM DL350-03JA

2.4 入力モジュールを装着する

	 警　　告
・	 感電および本機器の損傷を防ぐために、必ず本機器の電源スイッチをオフにしてから、入

力モジュールを着脱してください。
・	 入力端子に測定入力ケーブルが接続されていないことを確認してから、入力モジュールを

着脱してください。
・	 感電防止と、仕様を満たして使うために、使用しないスロットには付属のカバーパネルを

必ず取り付けてください。
	 カバーパネルを取り付けないで使用すると、ほこりの侵入や機器内部の温度上昇により、

故障する恐れがあります。
・	 本機器を使用中に入力モジュールがスロットから抜けた場合、感電したり、本機器および

入力モジュールを損傷する恐れがあります。入力モジュールの上下 2 箇所をねじで締めて
確実に固定してご使用ください。

・	 スロット内には突起があります。スロット内には手を入れないでください。スロット内に
手を入れると、この突起で手を傷つける恐れがあります。

・ 	 本機器のアクセサリを使用するときは、各アクセサリの仕様範囲内 (vii ページ参照 ) で使
用してください。本機器やアクセサリを組み合わせて使用する場合、定格が低い製品の仕
様範囲内で使用してください。

モジュールの使用にあたって
・	 最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧を超えた過大入力電圧を入力しないでください。
・	 720211、720268、720254、720250、および 720281 は、入力形式が不平衡入力なので、

BNC コネクタの L 側入力、またはプラグイン端子の L 側入力と本体 GND 間に寄生容量が
存在します。そのため、L 側入力に大振幅の信号を入力する場合、入力するチャネル数や
信号の周波数によって、L 側入力の最大定格対地間電圧は制限されます。必ず 2.10 節、2.12
節の L 側入力の最大定格対地間電圧のグラフ以下の範囲で使用してください。

・	 2.3 節にしたがって、必要に応じて機能接地を取ってください。
・	 感電を防ぐため、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、電気的保

護機能 / 機械的保護機能が有効にならないため、非常に危険です。
・	 サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。
・	 720211(HS100M12)、720250(HS10M12)、および 720254(4CH 1M16) で高電圧を測定する場

合は、安全プローブ (700929、701947、702902)、または 1：1 安全ケーブル (701901 ＋
701954 の組み合わせ ) をご使用ください。

・	 720268(HV(AAF､ RMS)) で高電圧を測定する場合は、測定リード 758933 とワニグチクリッ
プ 701954 の組み合わせ、または 1:1 セーフティアダプタリード 701904 とワニグチクリッ
プ 701954 の組み合わせを使用してください。

・	 720281(FREQ) で高電圧を測定する場合は、安全ローブ (700929、701947、702902) をご
使用ください。

・	 720230(LOGIC) は、当社指定のロジックプローブ (700986、700987、702911、702912) を
必ず使用してください。
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入力モジュールの種類
次の種類があります。
高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール 720211(HS100M12)
高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール 720250(HS10M12)
4CH 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール 720254(4CH 1M16)
高圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF､ RMS 付 ) 720268(HV(AAF､ RMS))
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール 701261(UNIVERSAL)
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 ) 701262(UNIVERSAL(AAF))
温度 / 高精度電圧絶縁モジュール 701265(TEMP/HPV)
温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 ) 720266(TEMP/HPV)
ひずみモジュール (NDIS) 701270(STRAIN_NDIS)
ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 ) 701271(STRAIN_DSUB)
加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 ) 701275(ACCL/VOLT)
周波数モジュール 720281(FREQ)
16ch 電圧入力モジュール 720220(16CH VOLT)
16ch 温度 / 電圧入力モジュール 720221(16CH TEMP/VOLT)
ロジック入力モジュール 720230(LOGIC)
CAN バスモニタモジュール *1、2 720240(CAN MONITOR)
CAN & LIN バスモニタモジュール *2 720241(CAN & LIN)
CAN/CAN FD モニタモジュール *2 720242(CAN/CAN FD)
SENT モニタモジュール *2 720243(SENT)
各モジュールの規格適合については、6.12 節をご覧ください。
*1	� 販売は終了しています。
*2	� CAN バスモニタ、 CAN & LIN バスモニタ、 CAN/CAN FD モニタ、および SENT モニタモジュールは、 /VE( ビーク

ルエディション ) オプション付きのモデルに使用できます。

入力モジュール着脱時の注意
装着している入力モジュールを別のモジュールと入れ替えて、電源をオンにすると、そのチャネルに
関連する設定値は初期化されます。設定を保存したい場合は、保存先メディアを指定して設定値をセー
ブしてください。

2.4　入力モジュールを装着する
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モジュールの装着方法
1. 	 本機器の電源がオフになっていることを確認します。
2. 	 本機器のトップパネルの、入力モジュール装着用スロットに表示されているチャネル番号を確

認してから、ガイドに沿って入力モジュールを装着します。
	 入力モジュール上下の取っ手を持って、カチッという音がするまで入力モジュールを強く押し

込んでください。装着するスロットにカバーパネルが取り付けられている場合は、カバーパネ
ルを外してから装着してください。

3. 	 入力モジュールの上下 2 箇所を付属のねじで締めて、モジュールを確実に固定してください。
ねじ締め付けトルク：0.6 N･m

4. 	 本機器の電源スイッチをオンにします。
5. 	 オーバービュー画面で、モジュールを装着したスロットに対して、入力モジュール名が正しく

表示されているかを確認してください。正しく表示されていない場合は、次の「取り外し方法」
で取り外してから、上記操作 1 から 3 で装着し直してください。なお、オーバービュー画面の
表示方法は、「5.6　システムの状態を確認する ( オーバービュー )」をご覧ください。

				  

ガイド

取り外し方法
1. 	 本機器の電源がオフになっていることを確認します。
2. 	 入力モジュールを固定している 2 本のねじを緩めます。
3. 	 入力モジュールの上下２箇所の取っ手を持って、入力モジュールを引き出します。

高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュールについて
レーザー製品を安全にご使用いただくために
高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720211(HS100M12)) は、内部にレーザー光源を使用していま
す。720211(HS100M12) は、IEC/EN 60825-1 Safety of Laser Products-Part 1:Equipment Classification, 
and Requirements の Class 1 laser product に当たります。また、2007 年 6 月 24 日付けの Laser 
Notice No.50 に準ずることにより生じた逸脱する点を除き、21CFR1040.10 および 1040.11 に準拠し
ています。

高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720211(HS100M12))
側面に下記の内容が記載されています。

		

2.4　入力モジュールを装着する



2-9IM DL350-03JA

測
定
の
準
備

1 

2 

3 

4 

5

6

付

索

DL350 本体
背面に下記の内容が記載されています。

		

レーザーの仕様
中心波長： 850nm
PULSE 幅： ≦ 10ms (100MHz)、≦ 2.5ns (2GHz)
出力： ≦ 6mW
このマニュアルで指定していない方法で使用すると、本機器の保護機能が損なわれることがあります。
なお、これらの警告、注意に反したご使用により生じた障害については、YOKOGAWA は責任と保証
を負いかねます。

周波数モジュールと SENT モニタモジュールの LED について
周波数モジュール (720281(FREQ)) と SENT モニタモジュール (720243(SENT)) の前面には、チャネルご
とに LED が付いています。この LED によって、パルスの入力状態を確認できます。

		

ACT
OVER

ACT
OVER

例： 720281(FREQ)

LED
緑色点灯 ： パルスが入力されているとき
赤色点灯 ： 入力電圧レベルがレンジオーバー
  しているとき
消灯 ： パルスが入力されていないとき

Note
・	 周波数モジュールと SENT モニタモジュールの LED は、本機器の波形取り込みのスタート / ストップと

は関係なく、パルス入力中は緑色に、入力電圧レベルがレンジオーバーしているときは赤色に点灯します。
・	 周波数モジュールのプリセットを「EM Pickup[ 電磁ピックアップ ]」に設定した場合は、レンジオーバー

しても LED が赤色に点灯しません。
	 プリセットについては、ユーザーズマニュアル [ 操作編 ] の「2.8　周波数 ( 回転数 / 周期 / デューティー

/ 電源周波数 / パルス幅 / パルス積算 / 速度 ) 測定の設定をする」をご覧ください。

2.4　入力モジュールを装着する
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2.5 バッテリパックを取り付ける / 取り外す / 充電する

	 警　　告
・	 測定対象の電源をオフにして、測定リードを取り外してから、バッテリパックカバーの取

り付けや取り外しを行ってください。危険な電位に測定ケーブルが接続された状態での取
り付けや取り外しは、感電の危険があり大変危険です。

・	 バッテリパックのトラブルを未然に防ぐため、定期的に外観を検査して、亀裂・変形など
の損傷がないこと、および液漏れしていないことを確認してください。

・	 バッテリパックは本機器専用の 739883 をお使いください。また、本機器以外には使用し
ないでください。

・	 バッテリパックは本機器で充電してください。充電するときは 6 章の一般仕様の動作環境
を守ってください。液漏れ、発熱、発煙、破裂、発火の原因となります。充電には、別売
の AC アダプタが必要です。

・	 バッテリパックのユーザーズマニュアルに記載されている取り扱い上の注意に従ってくだ
さい。

・	 バッテリパックはリチウムイオン電池です。本機器を輸送する場合は、バッテリパックを
外してください。

・	 リチウムイオン電池の航空輸送に関しては、最新の IATA 危険物規則書の各梱包基準の要
件 ( リチウム電池包装基準 Section II ) をご確認ください。

	 注　　意
バッテリパックの質量は、約 500g あります。落として足や手を怪我しないように注意して
ください。
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バッテリパックを外す
やわらかく平らな場所に、本機器のリアパネルを上にして置きます。

1. 	 バッテリパックカバー取り付けねじを、マイナスドライバで、ねじ頭が上下に動くまで緩めま
す。

2. 	 バッテリパックカバーを上方向に持ち上げて外します。

				  

バッテリパックカバー

取り付けねじ

取り付けねじ

3. 	 バッテリパックカバーを裏返します。
4. 	 バッテリパックの端子がない側を指で持ち上げます。
5. 	 バッテリパックを矢印の方向に引き抜きます。

				  

バッテリパック

指で持ち上げる

2.5　バッテリパックを取り付ける /取り外す /充電する
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バッテリパックを取り付ける
1. 	 バッテリパックカバーの端子にバッテリパックの端子をあわせて、バッテリパックをバッテリ

パックカバーに置きます。
	 端子が確実にかみ合うようにバッテリパックを軽く押します。
2. 	 バッテリパックを外す場合と逆の手順で、バッテリパックカバーを本機器に取り付けます。
3. 	 バッテリパックカバーが浮いていないことを確認して、取り付けねじをマイナスドライバで締

めます。
締め付けトルク：約 0.6N•m

Note
・	 バッテリパックの TEST ボタンを押すと、バッテリ残量を示すランプが点灯しますが、故障ではありませ

ん。しばらくするとランプは消灯します。
・	 バッテリパックカバーに白い粉が付着することあります。
	 この粉はバッテリパックカバーに使用している材料に起因するもので、製品機能、人体への影響はあり

ません。
過放電または長期保管について

・	 本機器にバッテリパックを実装したまま長期間使用しなかった場合、バッテリパックが過放電状態に
なる可能性があり、バッテリパックの寿命を縮める原因になります。過放電を防止するため、本機器
を 1 週間以上使用しないときは、バッテリパックを充電したあと、本機器から抜き取り、直射日光の
あたらない涼しい場所 (10℃～ 30℃ ) で保管してください。

・	 6 か月以上バッテリパックを保管する場合は、自己放電された容量を補充するために、6 か月に１度、
本機器で充電してください。

・	 バッテリパックを長期間保管する場合は、満充電状態 ( 充電完了直後の状態 ) または電池残量なし ( 本
体の電源が入らない状態 ) での保管を避けてください。バッテリパックの性能や寿命を低下させる原
因になります。40％ ～ 50％程度の充電状態が保管に適しています。周囲温度が常温で、本機器の電
源をオフにして、バッテリ残量なしの状態から本機器で 2.5 時間程度充電した状態が相当します。

・	 はじめてバッテリパックを使用するときや長期間使用していないときは、事前に本機器で充電してく
ださい。

バッテリを充電する
バッテリを充電するには、AC アダプタまたは DC 電源ケーブルを本機器に接続します。詳細について
は 2.6 節、または 2.7 節をご覧ください。

・	 電源 OFF の状態で充電すると、充電時間は約 6 時間です。
・	 電源 ON の状態ですると、充電時間は 15 時間を超えることもあります。

	 注　　意
本機器の電源を OFF の状態で、6 時間以上充電しても充電が完了しないときは、すぐに充電
を止めてください。バッテリパックが故障している可能性があります。バッテリパックを使
用しないで、お買い求め先にご連絡ください。

2.5　バッテリパックを取り付ける /取り外す /充電する
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2.6 AC アダプタを接続する

	 警　　告
・	 測定対象の電源をオフにして、測定リードを取り外してから、 AC アダプタの抜き挿しをし

てください。
・	 AC アダプタの電源プラグをコンセントから抜いてから、 AC アダプタの抜き挿しをしてく

ださい。
・	 供給電源の電圧が AC アダプタの定格電源電圧に合っていて、付属の電源コードの最大定

格電圧以下であることを確認したうえで、電源コードを接続してください。
・	 本機器用の AC アダプタ以外は使用しないでください。
・	 AC アダプタを接続して本機器を長時間使用する場合は、バッテリパックを本機器から取

り外してください。
・	 付属の電源コードに適合した電源コンセントを使用できない場合は、本機器を使用しない

でください。

		  DC
 IN

PU
T

DC
 IN

PU
TDC電源コネクタ

ケーブルホルダー

AC アダプタの取り扱いの詳細については、AC アダプタに添付されているユーザーズマニュアルをご
覧ください。

AC アダプタを接続する
1. 	 AC アダプタのプラグを本機器の DC 電源コネクタに接続します。
2. 	 AC アダプタのケーブルをケーブルホルダーに固定します。
3. 	 電源プラグをコンセントに接続します。

AC アダプタを取り外す
AC アダプタを接続する場合と逆の手順で、AC アダプタを本機器から取り外します。

Note
・	 本機器用の AC アダプタについては、お買い求め先にお問い合わせください。
・	 バッテリ電源、DC 電源の両方が供給されている場合、DC 電源が優先されます。
・	 バッテリ電源、DC 電源の両方が供給されているときに、DC 電源が遮断されると、瞬時にバッテリ電源

に切り替わります。
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2.7 DC 電源を接続する

	 警　　告
・	 測定対象の電源をオフにして、測定リードを取り外してから、 DC 電源ケーブルの抜き挿し

をしてください。
・	 DC 電源ケーブルを使用する前に、供給電源の電圧が本機器の定格電源電圧に合っている

ことを確認したうえで、DC 電源ケーブルを接続してください。
・	 本機器用の DC 電源ケーブル以外は使用しないでください。
・	 DC 電源ケーブルの先端キャップが緩んだ状態で使用しないでください。ショートにより、

発煙、発火の危険があります。
・	 DC 電源ケーブルには、ヒューズが入っていません。ヒューズで保護されている自動車の

シガーソケットに接続するなど、適切な保護措置を講じてください。
・	 DC プラグは、本機器の正しい場所に接続してください。
・	 シガレットライター型プラグや DC プラグは、緩まないように、しっかりと接続してくだ

さい。
・	 使用中、異常な状態になったときは、直ちに本機器の電源をオフにするとともに、DC 電

源ケーブルを接続している電源から抜いてください。
・	 シガレットライター型プラグの付け根や、DC プラグの付け根を無理に曲げないでください。
・	 DC 電源ケーブルを繰り返し曲げたり、ねじったりしないでください。
・	 DC 電源ケーブルを本機器に巻きつけないでください。
・	 DC 電源ケーブルを束ねた状態で本機器を使用しないでください。
・	 DC 電源ケーブルを、ドアや棚の扉などで挟まないでください。
・	 DC 電源ケーブルの改造、加工、断線の修理はしないでください。
・	 DC 電源ケーブルが傷んだときは、使用をやめ、お買い求め先にご連絡ください。
・	 本機器を持ち運ぶときは DC 電源ケーブルを引っ張らずに本機器を持ってください。
・	 DC プラグの金属部分に金属製の物を近付けないでください。
・	 シガレットライター型プラグや、DC プラグを抜くときは、コードを引っ張らないでください。
・	 保管するときは、DC 電源ケーブルをあまり小さく束ねないでください。

	 注　　意
電源が短絡しないように、電源を使わないときは電源から DC 電源ケーブルを外してくださ
い。
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電源への接続
以下の条件を満たす電源に、下図のように接続してください。
項目
定格電源電圧 10VDC ～ 30VDC
最大消費電力 約 45W MAX

( 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール× 2 個 )

		  DC
 IN

PU
T

DC
 IN

PU
TDC電源コネクタ

ケーブルホルダー

DC 電源ケーブルを接続する
1. 	 DC 電源ケーブルのプラグを本機器の DC 電源コネクタに接続します。
2. 	 DC 電源ケーブルをケーブルホルダーに固定します。
3. 	 シガレットライター型プラグを DC 電源に接続します。

DC 電源ケーブルを取り外す
DC 電源ケーブルを接続する場合と逆の手順で、DC 電源ケーブルを本機器から取り外します。

Note
・	 バッテリ電源、DC 電源の両方が供給されている場合、DC 電源が優先されます。
・	 バッテリ電源、DC 電源の両方が供給されているときに、DC 電源が遮断されると、瞬時にバッテリ電源

に切り替わります。

2.7　DC電源を接続する
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2.8 ベルトを取り付ける

1. 	 トップパネルの両側のベルト取り付け部にベルトを通します。
2. 	 バックルにベルトを通します。

				  

ベルト取り付け部

バックル
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2.9 電源をオン / オフする

電源をオンにする前に確認すること
・	 本機器が正しく設置されているか :「2.2　使用する場所」を参照
・	 バッテリパックで本機器を使用する場合は、バッテリパックが正しく装着されているか :  

「2.5　バッテリパックを取り付ける / 取り外す / 充電する」を参照
・	 AC アダプタまたは DC 電源で本機器を使用する場合は、電源コードが正しく接続されているか :  

「2.6　AC アダプタを接続する」、 または「2.7　DC 電源を接続する」を参照

電源をオンする
本機器のフロントパネルにある電源スイッチを押します。正常に起動すると、電源スイッチが点灯し、
トップ画面が表示されます。

		
電源スイッチ
点灯：稼働中

CHARGEランプ
点灯：充電中
消灯：充電完了、またはバッテリ未接続
点滅：バッテリ駆動中でバッテリ残が少ない

電源の状態表示
使用している電源の状態が画面の上部に表示されます。

		
バッテリ残量

DC電源接続中
バッテリ充電中

バッテリの状態表示
・	 バッテリ残量として、おおよその充電量 (％) が画面の上部に表示されます。バッテリ残量は目安と

してご利用ください。
・	 バッテリ残量が 100% になっても、微小電流による充電がしばらく続き、CHARGE ランプが点灯し

続けることがあります。その後、満充電になると、充電動作が停止して CHARGE ランプも消灯します。
・	 バッテリ残量が 9％になると、警告メッセージが表示されます。
・	 低温時などバッテリ電圧が低下すると、警告メッセージが表示され、バッテリ残量は低電圧を示す

LOW に切り替わります。
・	 バッテリ残量が無くなると、警告メッセージが表示され、電源がオフになります。
	 SD カードが装着されている場合、電源がオフになる前に測定データを保存します。

・	 バッテリ残量が少ない場合や低電圧の場合は、AC アダプタまたは DC 電源ケーブルを接続して、
電源を供給してください。

	 注　　意
データ保存中に電源スイッチをオフにすると、保存先のメディアが故障する恐れがあります。
また、保存中のデータは保障されません。電源スイッチは、データの保存が終了してから、
オフにしてください。
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電源オン時の動作
電源をオンにすると、自動的にセルフテストとキャリブレーションが開始されます。この間は約 30
秒間で、正常に起動すると波形表示画面になります。本機器が正常に起動したことを確認してから本
機器を使用してください。

電源オン時に正常に起動しない場合
	 電源をオフにしてから、次のことを確認してください。

・	 AC アダプタや DC 電源コードが確実に接続されているか
・	 バッテリパックが正しく装着されているか
・	 電源スイッチを 2 秒以上押しつづけているか

	 確認後に電源スイッチをオンにしても変わらない場合は、お買い求め先まで修理をお申しつけくだ
さい。

Note
・	 電源スイッチをオフにしてからオンにするときは、10 秒以上間隔をあけてください。
・	 起動画面が表示されるまで数秒かかることがあります。

電源オフ時の動作
電源をオフにする直前の設定が記憶されます。したがって、次に電源スイッチをオンにすると、オフ
にする直前の設定で測定します。

Note
設定の記憶は内部のリチウム電池で行っています。寿命は周囲温度 23℃時で約 5 年間です。リチウム電池
の電圧値が規定値以下になると、電源スイッチオン時に画面にメッセージ ( エラー 901) が表示されます。た
びたびこのメッセージが表示されるときは、速やかにリチウム電池を交換する必要があります。電池の交換
はお客様ではできません。お買い求め先までお申しつけください。

精度のよい測定をするには
・	 電源スイッチをオンにしてから、30 分以上のウォームアップをしてください。
・	 ウォームアップ後、キャリブレーションをしてください。オートキャリブレーションについてはユー

ザーズマニュアル [ 操作編 ] の「1.6　キャリブレーションをする」をご覧ください。オートキャリ
ブレーションを ON に設定しているときには、Time/Div の変更時や波形の取り込みスタート時に
自動的にキャリブレーションが実行されます。

2.9　電源をオン /オフする
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2.10 プローブを接続する

プローブの接続
プローブ ( または BNC ケーブルなどの測定入力ケーブル ) は、次のモジュールの測定入力端子に接続
してください。入力インピーダンスは、1MΩ± 1％、約 35pF です。

・	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール：	 720211(HS100M12)
・	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール：	 720250(HS10M12)
・	 4CH 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール：		  720254(4CH 1M16)
・	 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )：		  701275(ACCL/VOLT)
・	 周波数モジュール：		  720281(FREQ)
・	 SENT モニタモジュール：		  720243(SENT)

		

	 警　　告
測定対象を本機器に接続する場合は、必ず測定対象の電源をオフにしてください。測定対象
の電源をオンにしたままの状態で測定リードを接続したり、外すことは大変危険です。

モジュールの使用にあたって
・	 最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧を超えた過大入力電圧を入力しないでください。

				    L

Hプローブや測定ケーブルなど

DL350
モジュール

最大定格対地間電圧

最大入力電圧

・	 感電を防ぐため、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、電気的保
護機能 / 機械的保護機能が有効になりません。

・	 サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。
・	 ケーブルは指定されたものを使用してください。安全規格を取得していないケーブルを使

うことは大変危険です。( 特に高電圧 (42V 以上 ) を扱う場合 )
・	 720211(HS100M12)、720250(HS10M12)、および 720254(4CH 1M16) で高電圧を測定する場

合は、安全プローブ (700929、701947、702902)、または 1：1 安全ケーブル (701901 ＋
701954 の組み合わせ ) をご使用ください。
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・	 720281(FREQ) で高電圧を入力する場合は、安全プローブ (700929、701947、702902) を
ご使用ください。

モジュールの最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧
下記の値を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数が 1kHz を超
えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。

・	 720211(HS100M12) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 安全プローブ (10:1)700929、(100:1)701947、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わ
せ *1

	 1000V(DC ＋ ACpeak)  CAT II
・	 �安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *3

	 200V(DC ＋ ACpeak)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 安全プローブ(10:1)700929か(100:1)701947との組み合わせ*2、または安全ケーブル(1:1)

(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *4

	 1000Vrms(CAT II)*7
・	 安全プローブ ( 広温度範囲型 )(10:1)702902 との組み合わせ *2

	 1000V(DC ＋ ACpeak)*7

*7	ただし、L 側入力に大振幅の信号を入力する場合、入力するチャネル数および入力信
号の周波数によって、安全プローブ / 安全ケーブルの L 側入力の最大定格対地間電
圧は次のグラフのようになります。

					   

10

100

1 10 100 1000 10000 100000
周波数[Hz]

最
大
定
格
対
地
間
電
圧
[V
rm
s]

720211

100000

1000

1000000 100000001

3チャネル
2チャネル

4チャネル

1チャネル

・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

2.10　プローブを接続する
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・	 720250(HS10M12) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 安全プローブ (10:1)700929、(100:1)701947、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わ
せ *1

	 800V(DC ＋ ACpeak)
・	 �安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *3

	 200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値）
	 250V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値）
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 安全プローブ (10:1)700929、(100:1)701947、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わ

せ *2、または安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *4

	 400Vrms(CAT II)

	 ただし、L 側に入力する信号の周波数によって、安全プローブ / 安全ケーブルの L 側入
力の最大定格対地間電圧は次のグラフのようになります。

					   

10

100

1 10 100 1000 10000 100000
周波数[Hz]

最
大
定
格
対
地
間
電
圧
[V
rm
s]

720250

100000

1000

1000000 100000001

・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

2.10　プローブを接続する
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・	 720254(4CH 1M16) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 安全プローブ (10:1)700929、(100:1)701947、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わ
せ *1

	 600V(DC ＋ ACpeak)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901+701954) との組み合わせ *3

	 200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
	 400V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 安全プローブ (10:1)700929、(100:1)701947、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わ

せ *2、または安全ケーブル (1:1)(701901+701954) との組み合わせ *4

	 400Vrms( 測定カテゴリなし O(Other))
	 300Vrms(CAT II)

	 ただし、L 側に入力する信号の周波数と測定カテゴリによって、安全プローブ / 安全ケー
ブルの L 側入力の最大定格対地間電圧は次のグラフのようになります。
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・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

2.10　プローブを接続する



2-23IM DL350-03JA

測
定
の
準
備

1 

2 

3 

4 

5

6

付

索

・	 701275(ACCL/VOLT) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 720281(FREQ) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 安全プローブ (10:1)700929、(100:1)701947、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わ
せ *1

	 420V(DC ＋ ACpeak)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *3、または直接入力 ( 安全規格に

適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 安全プローブ (10:1)700929、(100:1)701947、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わ

せ *2

	 400Vrms(CAT II)

	 ただし、L 側に入力する信号の周波数によって、安全プローブの L 側入力の最大定格対
地間電圧は次のグラフのようになります。
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・	 安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *4、または直接入力 ( 安全規格に
適合しないケーブル )*6

	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

2.10　プローブを接続する
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・	 720243(SENT) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 安全プローブ (10:1)700929、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わせ *1

	 420V(DC ＋ ACpeak)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *3、または直接入力 ( 安全規格に

適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 安全プローブ (10:1)700929、広温度範囲型 (10:1)702902 との組み合わせ *2

	 300Vrms(CAT II)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *4、または直接入力 ( 安全規格に

適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

				  

H

L

700929、701947、または702902との組み合わせ

*1

*2

700929
701947
702902

H

L

701901 701954 *3

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*5
*6

BNC

*4

オーバーレンジ表示
オーバーレンジ表示のときは、観測波形や波形測定値よりも高い電圧が入力されている恐れ
があります。感電を避けるため、波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるよう、垂
直軸感度を変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

				  
オーバーレンジ表示
オーバーレンジが発生しているチャネル番号が表示されます。

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときのチャネル表示
発生しているチャネルのうち最も小さいチャネル番号が表示されます。

接続時の注意
・	 プローブを初めて接続するときは、「2.11　プローブの位相補正をする」に従って、必ずプローブ

の位相補正をしてください。この補正は、プローブを接続するチャネルごとにしてください。
・	 周波数モジュール (720281(FREQ)) と SENT モニタモジュール (720243(SENT)) は、プローブの位相

補正ができません。720281(FREQ) と 720243(SENT) にプローブを接続する場合は、他のモジュール
で位相補正をしてから、接続してください。

・	 プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は、本機器の入力インピーダンスの影響に
より、正しい測定ができないことがあります。ご注意ください。

・	 ユーザーズマニュアル [ 操作編 ] の「2.2　電圧測定の設定をする」の操作説明に従って、プローブ
の減衰比に、設定メニューの減衰比を合わせてください。設定が合っていないと、測定値を正しく
読みとることができません。

・	 本機器で設定できない減衰比のプローブを使用する場合は、正しい測定値を表示できません。ご注
意ください。

2.10　プローブを接続する
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電流プローブの接続
当社製の電流プローブ * を使う場合、プローブの電源として別売のプローブ電源 (701934) をご使用く
ださい。
*	 当社製の電流プローブ：701930、701931、701932、701933、701917、701918

接続方法についての詳細は、電流プローブに添付されているユーザーズマニュアルをご覧ください。

	

プローブ電源
701934 

電流クランププローブの接続
当社製の電流クランププローブ 720930、720931 を接続できます。
接続方法についての詳細は、電流クランププローブに添付されているユーザーズマニュアルをご覧く
ださい。

	

2.10　プローブを接続する
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2.11 プローブの位相補正をする

次のモジュールで、ブローブを使用して測定する場合には、最初に必ずプローブの位相補正をしてか
らお使いください。

・	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール：	 720211(HS100M12)
・	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール：	 720250(HS10M12)
・	 4CH 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール：		  720254(4CH 1M16)
・	 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )：		  701275(ACCL/VOLT)
・	 周波数モジュール：		  720281(FREQ)
・	 SENT モニタモジュール：		  720243(SENT)

	 注　　意
プローブ補償信号出力端子に外部から電圧を印加しないでください。内部回路を損傷する恐
れがあります。

1. 	 電源スイッチをオンにします。
2. 	 プローブを測定入力端子 ( 実際に測定信号を入力する端子 ) に接続します。
3. 	 プローブの先端を本機器のフロントパネルのプローブ補償信号出力端子に接続し、アース線を

プローブ補償信号 GND 端子に接続します。
4. 	 「3.6　オートセットアップをする」の操作に従って、オートセットアップします。
5. 	 位相調整穴にドライバを差し込み、可変コンデンサを回して、表示波形を正しい方形波にしま

す。

				  

プローブ補償信号出力端子
プローブ補償信号GND端子

位相調整穴

プローブの位相補正の必要性
プローブの入力容量が適合範囲内にないと、周波数に対して利得が一定にならず、正しく波形を表示
できません。また、プローブごとに、入力容量が一定になっていないので、プローブには、可変コン
デンサ ( トリマ ) が付いていて、これを調整する必要があります。この調整を位相補正といいます。
初めて使用するプローブは、必ずこの位相補正操作をしてください。
適合入力容量範囲がチャネルごとに違うので、接続するチャネルを変えるときにも、必ずこの位相補
正をする必要があります。
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位相補正用信号
COMP 信号出力端子から、次の方形波信号を出力します。
周波数	 ：1kHz ± 1％
振幅	：1V ± 10％

プローブの位相補正による波形の違い

	

正しい波形 過補償(高周波数領域の
利得が上がっている)

補償不足(高周波数領域の
利得が下がっている)

周波数モジュールと SENT モニタモジュールでプローブを使用する場合
の注意事項
周波数モジュールと SENT モニタモジュールは、プローブの位相補正ができません。周波数モジュー
ルまたは SENT モニタモジュールにプローブを接続して使用する場合は、他のモジュールでプローブ
の位相補正をしてから、ご使用ください。

2.11　プローブの位相補正をする
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2.12 測定リードを接続する

測定リードの接続
701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、720268(HV(AAF､ RMS))、701265(TEMP/HPV)、およ
び 720266(TEMP/HPV) で電圧を測定する場合は、差し込み式端子の測定リードを測定入力端子に接続
してください。

	

H (赤)

L (黒)

720268 の場合

701261、701262、701265、720266 の場合

	 警　　告
・	 測定対象を本機器に接続する場合は、必ず測定対象の電源をオフにしてください。測定対

象の電源をオンにしたままの状態で、測定リードを接続したり、外したりすると、大変危
険です。

・	 高電圧を測定する場合、導電部が露出している差し込み式端子を測定入力端子に差し込ん
で測定リードとして使用しないでください。万一、コネクタが抜けたとき大変危険です。

モジュールの使用にあたって
・	 701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、720268(HV(AAF､ RMS))、701265 (TEMP/

HPV)、および 720266 (TEMP/HPV) の測定入力端子には、感電を防ぐため、必ず測定する
電圧範囲に合った測定リードをご使用ください。

・	 720268(HV(AAF､ RMS)) で高電圧を測定する場合は、1:1 セーフティアダプタリード
701904 または測定リード 758933 と、ワニグチクリップ 701954 を使用してください。

モジュールの最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧

				    L

H測定リード

DL350
モジュール

HL
最大定格対地間電圧

最大入力電圧

下記の値を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数が 1kHz を超
えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。

・	 701261、701262、701265、720266 の場合
	 最大入力電圧 ( 入力端子の H-L 間 *1、周波数が 1kHz 以下のとき )

	 42V(DC ＋ ACpeak)
	 最大定格対地間電圧 ( 入力端子の H または L とアース間 *2、周波数が 1kHz 以下のとき )

	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
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・	 720268(HV(AAF､ RMS)) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 測定リード 758933 とワニグチクリップ 701954 の組み合わせ、または 1:1 セーフティ
アダプタリード 701904 とワニグチクリップ 701954 の組み合わせ *3

	 1000Vrms(1000VDC または 1414Vpeak MAX)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 測定リード 758933 とワニグチクリップ 701954 の組み合わせ *4、または 1:1 セーフティ

アダプタリード 701904 とワニグチクリップ 701954 の組み合わせ *4

	 1000Vrms(CAT II)*7、600Vrms(CAT III)*7

*7	ただし、L 側入力に大振幅の信号を入力する場合、入力するチャネル数および入力信
号の周波数、および測定カテゴリによって、測定リード / セーフティアダプタリー
ドの L 側入力の最大定格対地間電圧は次のグラフのようになります。
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・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

2.12　測定リードを接続する
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H

L

*1

*2

(赤)

(黒)

H

L

*3(赤)

(黒)

758933
701904 701954

H

L

*5

*6

(赤)

(黒)

701261、701262、701265、または720266の場合

720268の場合
758933+701954、701904+701954との組み合わせ 直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

測
定
入
力
端
子

測
定
入
力
端
子

測
定
入
力
端
子*4

オーバーレンジ表示
オーバーレンジ表示のときは、観測波形や波形測定値よりも高い電圧が入力されている恐れ
があります。感電を避けるため、波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるよう、垂
直軸感度を変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

				  
オーバーレンジ表示
オーバーレンジが発生しているチャネル番号が表示されます。

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときのチャネル表示
発生しているチャネルのうち最も小さいチャネル番号が表示されます。

2.12　測定リードを接続する
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2.13 熱電対を接続する

熱電対の接続
701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、701265(TEMP/HPV)、および 720266(TEMP/HPV) の
入力端子 ( バインディングポスト端子 ) に熱電対の補償導線を接続するときは、端子のつまみを緩め
たあと、導線をはさんで締め付けてください。

	 L

H ＋脚

－脚

熱電対へ
補償導線(または熱電対素線)

	 警　　告
オーバーレンジ表示のときは、観測波形や波形測定値よりも高い電圧が入力されている恐れ
があります。感電を避けるため、入力されている電圧レベルを確認してください。

				  
オーバーレンジ表示
オーバーレンジが発生しているチャネル番号が表示されます。

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときのチャネル表示
発生しているチャネルのうち最も小さいチャネル番号が表示されます。

	 注　　意
・	 701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、701265(TEMP/HPV)、および 720266(TEMP/

HPV) は、本機器本体とは絶縁されていますが、下記の値を超える電圧を加えると、入力
部が損傷する恐れがあります。周波数が 1kHz を超えるときは、この電圧以下でも損傷す
ることがあります。

	 最大入力電圧 ( 入力端子の H-L 間、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 入力端子の L とアース間、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 熱電対の＋脚、−脚を逆に接続すると正確な測定ができません。
・	 熱電対を接続した直後では、入力端子部分の熱バランスがくずれて測定誤差を生ずる場合

があるので、10 分程度時間をおいてから測定してください。
・	 測定入力端子に直接冷暖房の風を当てたり、熱源の影響を受けるような場所での測定では、

入力端子部分の熱バランスがくずれ誤差の原因になります。
	 このような環境で測定をする場合は、配置を変えるなど、防護策をとってください。
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2.14 ブリッジヘッドを接続する

ひずみモジュール (701270(STRAIN_NDIS) および 701271(STRAIN_DSUB)) に、ひずみ測定用ブリッジ ( ブ
リッジヘッド ) またはひずみゲージ式変換器を接続して、ひずみを測定します。
本節では、当社のブリッジヘッド ( 形名：701955、701956、701957、701958) を接続する方法や注意事
項を主に説明します。他のひずみ測定用ブリッジまたはひずみゲージ式変換器の接続については、そ
れぞれの説明書をご覧ください。

	 注　　意
ひずみモジュールには、ひずみ測定用ブリッジ ( ブリッジヘッド ) またはひずみゲージ式変換
器以外の機器を接続しないでください。他の機器を接続したり、下記の値を超える電圧を加
えると、入力部を損傷する恐れがあります。
・	 最大入力電圧 (Input ＋、Input −間 )
	 10V(DC+ACpeak)
・	 最大定格対地間電圧 ( 各端子とアース間 )
	 42V(DC+ACpeak)(CAT II、30Vrms)

ひずみゲージの接続
	 ブリッジヘッド (701955、701956、701957、701958) は、1 ゲージ法、1 ゲージ 3 線法、隣辺 2 ゲー

ジ法、対辺 2 ゲージ法、対辺 2 ゲージ 3 線法、4 ゲージ法の 6 種類の接続方法に適応できます。詳
細は、ブリッジヘッド (701955、701956、701957、701958) に付属のマニュアルをご覧ください。

	 ブリッジヘッド (701955、701956、701957、701958) 以外のひずみ測定用ブリッジまたはひずみゲー
ジ式変換器をご使用の場合は、それぞれの説明書をご覧ください。

ひずみモジュールとブリッジヘッドの接続
ひずみモジュール (701270) とブリッジヘッド (701955、701956) を使用する場合

	 ブリッジヘッド (701955、701956) に付属されているケーブルで、701270(STRAIN_NDIS) とブリッ
ジヘッドを接続します。

		

ブリッジヘッド
701955、701956ひずみモジュール

701270(STRAIN_NDIS)



2-33IM DL350-03JA

測
定
の
準
備

1 

2 

3 

4 

5

6

付

索

ひずみモジュール (701271) とブリッジヘッド (701957、701958) を使用する場合
	 ブリッジヘッド (701957、701958) に付属されているケーブルで、701271(STRAIN_DSUB) とブリッ

ジヘッドを接続します。

		  ブリッジヘッド
701957、701958

ひずみモジュール
701271(STRAIN_DSUB)

MIL 規格 (MIL-C-26482) のコネクタ配線がされているブリッジヘッドを使用する場合
	 701270(STRAIN_NDIS) のコネクタは、NDIS コネクタ * です。当社のコネクタ変換ケーブル (700935)

を使用し、MIL-NDIS 変換をして、701270 に接続してください。
	 *	 日本非破壊検査協会推奨コネクタ

		

MIL規格準拠のコネクタ配線が
されているブリッジヘッド

A
B
C
D

C
NDIS MIL

B
D
A

NDISコネクタのピン配置 MIL規格準拠コネクタのピン配置
端子対応

A : Bridge+(ブリッジ電圧＋)
B : Input‒(測定信号－)
C : Bridge‒(ブリッジ電圧－)
D : Input+(測定信号＋)
E : Floating  common
F : Sense+
  (ブリッジ電圧＋のセンシング)
G : Sense‒
  (ブリッジ電圧－のセンシング)

A : Signal+
B : Signal‒
C : Excitation+
D : Excitation‒
E : NC(無接続)
F : NC(無接続)

ひずみモジュール
701270(STRAIN_NDIS) コネクタ変換ケーブル

(700935)　長さ1.5m

B

CD

E
F

G
A

B

CD

E
F

G B
C

D
E
F

A
B
C

D
E
F

当社のコネクタ A1002JC を使用する場合
	 当社のひずみモジュールのコネクタに合う A1002JC を使用して、接続ケーブルを作り、ひずみモ

ジュールにひずみ測定用ブリッジまたはひずみゲージ式変換器を接続することができます。

	

A : Bridge+(ブリッジ電圧＋)
B : Input‒(測定信号－)
C : Bridge‒(ブリッジ電圧－)
D : Input+(測定信号＋)
E : Floating  common
F : Sense+(ブリッジ電圧＋のセンシング)
G : Sense‒(ブリッジ電圧－のセンシング)

ピン配置NDISコネクタA1002JC
(2個で1単位)

(1)

矢印(1)の方向から見た場合

B

CD

E
F

G
A

B

CD

E
F

G

2.14　ブリッジヘッドを接続する
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Note
・	 コネクタシェルは、DL350 本体の筐体電位 (GND) に接続されています。
・	 A 〜 G の各信号は、モジュール内部で絶縁されています。
・	 接続ケーブルを作るときには、外部ノイズを避けるため、シールド線を使用されることをおすすめします。

	 注　　意
コネクタの配線には、十分注意してください。配線がショートしていたり、誤配線していると、
本機器や本機器に接続される機器を損傷することがあります。

D-Sub コネクタのピン配置

		

矢印(1)の方向から見た場合

1 : Floating  common
2 : Sense‒(ブリッジ電圧－のセンシング)
3 : Shuntcal‒(シャント信号－)
4 : Shuntcal＋(シャント信号＋)
5 : Sense+(ブリッジ電圧＋のセンシング)
6 : Bridge‒(ブリッジ電圧－)
7 : Input‒(測定信号－)
8 : Input+(測定信号＋)
9 : Bridge+(ブリッジ電圧＋)

D-Sub9ピン
コネクタ

コネクタシェル

ケーブル

(1)

54321

9876

2.14　ブリッジヘッドを接続する
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2.15	 本機器のロジック入力端子またはロジック入力モ
ジュールにロジックプローブを接続する

本機器のロジック入力端子またはロジック入力モジュール (720230) に、ロジックプローブ (702911、
702912、700986、700987) を接続して、ロジック信号を測定します。

	 注　　意
・	 下記の値を超える電圧を加えると、ロジックプローブおよび本機器を損傷する恐れがあり

ます。周波数が 1kHz を超えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 ロジックプローブ (702911、702912)：35V
・	 高速ロジックプローブ 700986：	 42V(DC ＋ ACpeak)
・	 絶縁ロジックプローブ 700987：	 �250Vrms ( ただし、ACpeak は 350V 以下、DC は 250V

以下 )
・	 ロジックプローブ (702911、702912)、および高速ロジックプローブ 700986 は、1 つのポッ

ドの 8 本の入力ラインは GND 共通です。また、本機器の GND と各ポッドの GND は共通
です。各入力ラインにコモン電圧の異なる入力は接続しないでください。本機器、ロジッ
クプローブまたは接続している機器を損傷する恐れがあります。

・	 絶縁ロジックプローブの各入力端子間および絶縁ロジックプローブの各入力端子と DL350
は、絶縁されています。

・	 26 ピンコネクタをロジック信号入力コネクタに接続するとき、または取り外すときは、本
機器の電源スイッチをオフにしてください。

・	 絶縁ロジックプローブは、重ね置きして使わないでください。また、内部の温度上昇を防
ぐため、周囲に十分なスペースをとってください。

・	 当社のロジックプローブ 700985 を本機器に使用しないでください。700985 は、本機器の
ロジック信号入力コネクタに接続可能な構造になっていますが、電気的に適合しないため、
本機器または 700985 を損傷する恐れがあります。

ロジックプローブについて
ロジックプローブの種類
本機器のロジック信号入力コネクタに接続するためのプローブ ( アクセサリ ) として、次の 4 種類を
用意しています。

・	 ロジックプローブ 702911 (1m)
・	 ロジックプローブ 702912 (3m)
・	 高速ロジックプローブ 700986
・	 絶縁ロジックプローブ 700987

使用できる接続リードの種類
測定点の接続には、次のリードを使用してください。

ロジックプローブ (702911、702912) と高速ロジックプローブ 700986 で使用できる接続
リードの種類

	 次の 2 つがあります。
・	 接続リード ( ワニグチ、部品番号：B9879PX)
	 主に接点回路へ接続するためのリードです。信号用ライン ( 赤 ) 8 本、アースライン ( 黒 ) 8 本の

リードがついています
・	 接続リード (IC クリップ、部品番号：B9879KX)
	 主に電子回路へ接続するためのリードです。信号ライン ( 赤 ) 8 本、アースライン ( 黒 ) 2 本のリー

ドが付いています。
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	絶縁ロジックプローブ 700987 で使用できる測定リードの種類
	 次の測定リードを使用してください。

・	 測定電圧 42V 以上用：絶縁ロジック用測定リード 758917
	 測定には、ワニグチアダプタ (758922、758929)、またはワニグチクリップ ( ドルフィン型、

701954) のどれかが必要です。

Note
接続リードの改造はしないでください。仕様を満足しなくなることがあります。

ロジックプローブを接続する
ロジックプローブ (702911、702912)、高速ロジックプローブ 700986 の場合
1. 	 ロジックプローブ本体に付属の接続リード (IC クリップまたはワニグチ ) を取り付け、ロジッ

クプローブのレバーを内側に倒してコネクタをロックしてください。接続リードをロジックプ
ローブから外すときは、両方のレバーを外側に倒してください。操作 3 に進みます。

				  

絶縁ロジックプローブ 700987 の場合
1. 	 ロジックプローブの入力端子に測定リードを接続します。
2. 	 入力切り替えスイッチを設定します。AC にするとスレショルドレベルが 50VAC ± 50％ (Hi：

80VAC 〜 250VAC、Lo：0VAC 〜 20VAC)、DC に す る と 6V ± 50 ％ (Hi：10VAC 〜 250VDC、
Lo：0VAC 〜 3VDC) になります。

ロジックプローブをロジック入力モジュールに接続する
3. 	 本機器の電源スイッチをオフにします。
4. 	 ロジックプローブの 26 ピンコネクタのクランプフィルター ( フェライトコア、部品番号：

A1190MN) が付属しているほうを、ロジック入力モジュール (720230) のロジック信号入力コ
ネクタに接続します。

5. 	 本機器の電源をオンにします。

				  

ロジック入力モジュールの
ロジック信号入力コネクタへ

Note
・	 ロジックプローブを本機器に接続しないときは、各ビットの表示は “H レベル ” になります。
・	 ロジックプローブの仕様は、「6.14　ロジックプローブ仕様」をご覧ください。
・	 ロジック入力の表示は、初期状態で OFF です。表示の ON/OFF は、ユーザーズマニュアル [ 操作編 ] の「2.9 

ロジック信号測定の設定をする」をご覧ください。
・	 ロジックプローブ (702911、702912)、および絶縁ロジックプローブ 700987 を使用する前に、減衰比切

替スイッチを数回操作してください。長時間使用しない場合、スイッチの接触障害が起きることがあり
ます。

2.15　本機器のロジック入力端子またはロジック入力モジュールにロジックプローブを接続する
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2.16 加速度センサーを接続する

加速度 / 電圧モジュール (AFF 付 )(701275(ACCL/VOLT)) で加速度を測定する場合は、加速度センサー
を接続します。加速度センサーについての詳細は、それぞれの説明書をご覧ください。

	 警　　告
オーバーレンジ表示のときは、観測波形や波形測定値よりも高い電圧が入力されている恐れ
があります。感電を避けるため、波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるよう、垂
直軸感度を変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

				  
オーバーレンジ表示
オーバーレンジが発生しているチャネル番号が表示されます。

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときのチャネル表示
発生しているチャネルのうち最も小さいチャネル番号が表示されます。

	 注　　意
・	 701275(ACCL/VOLT)に下記の値を超える電圧を加えると、入力部を損傷する恐れがあります。
	 最大入力電圧：42V(DC+ACpeak)
・	 加速度センサーを接続するときには、センサーにバイアス電流を供給しないで接続してく

ださい。センサーにバイアス電流を供給した状態で加速度センサーを接続すると、加速度
センサーの内部回路を損傷する恐れがあります。

・	 本機器では、定電流駆動型で、駆動電流：4mA、駆動電圧：22V に対応する加速度センサー
だけを使用できます。

加速度センサーの接続
アンプ内蔵型加速度センサーを接続する場合
本機器では、アンプ内蔵型 ( ローインピーダンス型 ) 加速度センサーを直接接続することができます。
アンプ内蔵型加速度センサーの接続には、BNC コネクタ用の接続ケーブルを使用してください。接続
ケーブルは、使用する加速度センサーに対応するものをご使用ください。
加速度センサーは、加速度センサーにバイアス電流が供給されない状態 (Bias 設定：OFF) で接続して
ください。接続後は、加速度センサーに電流を供給して測定を行います。



2-38 IM DL350-03JA

電荷出力型加速度センサーを接続する場合
電荷出力型 ( ハイインピーダンス型 ) 加速度センサーは、アンプ回路を内蔵していないため、本機器
に直接接続することはできません。次の 2 つの方法のどちらかで接続してください。

チャージアンプを使用する方法
	 電荷出力型加速度センサーを高絶縁ローノイズ型のケーブルでチャージアンプに接続します。

チャージアンプで電圧信号に変換された加速度信号 ( 電荷信号 ) を、通常の同軸ケーブルで本機器
に入力します。本機器では電圧測定モードで測定します。測定データは、本機器のスケール変換機
能を使って加速度値に変換することができます。

		

701275(ACCL/VOLT)
(電圧測定)

電荷出力型
加速度センサー

通常の
同軸ケーブル

高絶縁
ローノイズ
ケーブル

チャージアンプ DL350

チャージコンバータを使用する場合
	 電荷出力型加速度センサーを高絶縁ローノイズ型のケーブルでチャージコンバータに接続します。

チャージコンバータを本機器から定電流駆動することで、アンプ内蔵型加速度センサーと同様の電
圧信号が得られます。本機器では加速度測定モードで測定し、チャージコンバータにバイアス電流
を供給します。チャージコンバータのゲインと電荷出力型加速度センサーの感度から本機器の入力
感度を換算して設定します。

	 本機器で使用できるチャージコンバータは、定電流駆動型で、駆動電流：4mA、駆動電圧：22V に
対応するチャージコンバータだけです。

		

電荷出力型
加速度センサー

高絶縁
ローノイズ
ケーブル

チャージ
コンバータ

701275(ACCL/VOLT)
(電圧測定)

通常の
同軸ケーブル

DL350

Note
本機器の加速度の測定単位は、m/s2 です。加速度センサーによっては、感度が mV/G で表されていること
がありますが、このような場合は、単位を換算してご使用ください。(1G=9.81m/s2)

注意事項
・	 加速度センサーには、仕様範囲外の衝撃 ( 加速度センサーの取扱説明書参照 ) を与えないでください。

センサーが損傷する恐れがあります。
・	 加速度センサーに急激な温度変化を与えないでください。温度変化によって、加速度センサーの出

力値に影響を与える場合があります。
・	 加速度センサーのバイアス電流の初期設定は、OFF です。加速度センサーを使用する前に、必ず

ON にしてください。バイアス電流は、加速度を測定する場合だけ有効です。他の項目を測定する
場合は、自動的に OFF になります。バイアス電流の ON/OFF の設定は、本機器の電源をオフにし
ても保存されます。

2.16　加速度センサーを接続する
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2.17 周波数モジュールにセンサーを接続する

接続可能なセンサー / 信号出力源
下表に示すセンサー / 信号出力源を接続できます。入力設定では、各センサー / 信号出力源に合った
プリセットが準備されています。プリセットの設定操作については、ユーザーズマニュアル [ 操作編 ]
の「2.8　周波数 ( 回転数 / 周期 / デューティー / 電源周波数 / パルス幅 / パルス積算 / 速度 ) 測定の設
定をする」をご覧ください。

センサー /信号出力源 プリセット名
5V 系ロジック信号、5V 出力のセンサー、TTL 出力を持つセンサー Logic 5V
3V 系ロジック信号、3V 出力のセンサー Logic 3V
12V で駆動されるリレー / シーケンス駆動回路、12V 駆動のセンサー Logic 12V
24V で駆動されるリレー / シーケンス駆動回路、24V 駆動のセンサー Logic 24V
正負両方向の電圧が出力されるセンサー / エンコーダ、正弦波出力のセンサー ZeroCross
100VAC 電源 ( 安全プローブ 700929、701947、702902 を介して接続 ) AC100V
200VAC 電源 ( 安全プローブ 700929、701947、702902 を介して接続 ) AC200V
発電型電磁ピックアップ EM Pickup
オープンコレクタ出力 (0 〜 5V 出力 ) のセンサー、接点出力 Pull-up 5V*
* �「Pull-up 5V」のときの内部等価回路は、ユーザーズマニュアル [ 機能編 ](IM DL350-01JA) の「4　垂直軸」の「周
波数測定」の項をご覧ください。

	 警　　告
オーバーレンジ表示のときは、観測波形や波形測定値よりも高い電圧が入力されている恐れ
があります。感電を避けるため、波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるよう、垂
直軸感度を変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

				  
オーバーレンジ表示
オーバーレンジが発生しているチャネル番号が表示されます。

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときのチャネル表示
発生しているチャネルのうち最も小さいチャネル番号が表示されます。

センサー / 信号出力源に接続するときの注意

	 注　　意
・	 直接入力時の最大入力電圧は、下記の値です。この値を超える電圧を加えると、入力部が

損傷する恐れがあります。42V以上の高電圧を入力するときは、必ず安全プローブ(700929、
701947、702902) を介して接続してください。

	 最大入力電圧：42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II)
・	 最小入力電圧は、0.2Vpp です。0.2Vpp 未満の電圧振幅では、測定値が不安定になること

があります。
・	 センサーの取り付け / 取り外しは、測定する回転体の動作が停止していることを確認して

から行ってください。
・	 電磁ピックアップ使用時以外は、プリセットを電磁ピックアップ (EM Pickup) に設定しな

いでください。
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電磁ピックアップの接続について
・	 本機器では、発電型の電磁ピックアップを直接接続することができます。外部から電源供給が必要

な電磁ピックアップや出力に終端抵抗が必要な電磁ピックアップには、対応していません。
・	 電磁ピックアップの接続には、BNC コネクタ用の接続ケーブルを使用してください。接続ケーブ

ルは、使用する電磁ピックアップに対応するものをご使用ください。
・	 入力セットアップが電磁ピックアップ設定中は、設定入力電圧レンジに対して入力電圧レベルが

オーバーしているかどうか判断しません。このため、LED 表示 (2-9 ページ参照 ) は、入力電圧レベ
ルがオーバー状態であっても、赤色に点灯しません。

		

720281(FREQ)

発電型電磁ピックアップ

測定対象の
回転体

BNCコネクタ

DL350

2.17　周波数モジュールにセンサーを接続する
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2.18 16CH 電圧入力モジュールに電線を接続する

720220(16CH VOLT) で電圧を測定する場合は、端子台に電線を接続してご使用ください。

	 警　　告
測定対象を本機器に接続する場合は、必ず測定対象の電源をオフにしてください。測定対象
の電源をオンにしたままの状態で電線を接続したり、外すことは大変危険です。

モジュールの使用にあたって
・	 最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧を超えた過大入力電圧を入力しないでください。
・	 感電を防ぐため、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、電気的保

護機能 / 機械的保護機能が有効になりません。
・	 サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。
・	 感電を防ぐため、端子台には測定する電圧範囲に合った電線をご使用ください。
・	 下記の値を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数が 1kHz を

超えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。
	 最大入力電圧 ( 入力端子の H-L 間 *1、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 	 42V(DC ＋ ACpeak)
	 最大定格対地間電圧 ( 入力端子の H または L とアース間 *2、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
・	 同一モジュールの全サブチャネルの L 側入力端子には、同一電位の接続線を配線してくだ

さい。サブチャネルのL側入力端子は全サブチャネルで共通です。内部で電気的につながっ
ているため、L 側入力端子に異なる電位の接続線を配線すると、短絡して 16ch 電圧入力
モジュールを損傷する恐れがあります。

					   
H

L
入力端子

アース

端子台

電線挿入口

HL

ドライバ挿入口

サブチャネル
1
2

16

L側入力端子は内部で
電気的につながってい
ます(同一電位)。 *2

*1

・	 端子台のリリースレバーを解除またはホールドの位置に移動するとき、レバーの突起でけ
がをしないよう注意してください。

オーバーレンジ表示
オーバーレンジ表示のときは、観測波形や波形測定値よりも高い電圧が入力されている恐れ
があります。感電を避けるため、波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるよう、垂
直軸感度を変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

				  
オーバーレンジ表示
オーバーレンジが発生しているチャネル番号が表示されます。

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときのチャネル表示
発生しているチャネルのうち最も小さいチャネル番号が表示されます。

	 注　　意
端子台を取り付けるとき、端子台の上下の向きが反対のまま取り付けようとすると、端子台
やモジュールを損傷する恐れがあります。上下の向きを確認してから取り付けてください。
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用意するもの
電線

	 電線先端の被覆を約 7mm 取り除きます。
	 電線：推奨 0.20mm2 ～ 1.00mm2( 単線または細より線 )、AWG サイズ：24-18

			   約7mm

マイナスドライバ
		  刃先サイズ：	 0.4mm( 厚み ) × 2.5mm( 幅 )
		  形状：			   DIN5264-A( ストレートタイプのドライバをご使用ください。)

端子台への電線の接続
まず、本機器の電源をオフにします。次に、端子台に接続する電線のもう一方に測定対象が接続され
ていないか、または接続先の測定対象の電源がオフになっていることを確認してください。

1. 	 電線挿入口のすぐ隣にあるドライバ挿入口に、マイナスドライバを差し込みます。
電線挿入口が開くまで、マイナスドライバをしっかり差し込みます。

2. 	 電線挿入口に、用意した電線を挿入します。
電線挿入口の奥に電線の先が当たるまで電線を挿入します。

3. 	 マイナスドライバをドライバ挿入口から引き抜きます。
マイナスドライバを引き抜くとき、電線が一緒に抜けないよう電線を保持してから、マイナスドライバを
引き抜きます。

4. 	 電線を軽く引いて抜けないことを確認します。

電線の接続が終了してから、本機器と測定対象の電源をオンにしてください。

			 

電線マイナスドライバ

端子台

電線挿入口

ドライバ挿入口

モジュール：720220(16CH VOLT)

Note
端子台の取り外し / 取り付け
通常は端子台を取り外す必要はありませんが、端子台を取り外すことができます。
	 取り外し
	 端子台のリリースレバー 1 と 2 を解除位置にしてから、端子台を引き抜きます。

	 取り付け
	 端子台のリリースレバー 1 と 2 をホールド位置にしてから、端子台を差し込みます。奥までしっかりと

差し込んでください。ただし、上下の向きが逆になっていると差し込めません。無理に押し込まないで
ください。

				  
ホールドリリースレバー１

リリースレバー２

解除

取り外すとき 取り付けるとき

2.18　16CH 電圧入力モジュールに電線を接続する
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2.19 16CH 温度 / 電圧入力モジュールに電線を接続する

720221(16CH TEMP/VOLT) で温度や電圧を測定する場合は、16ch スキャナボックスに熱電対または
電線を接続してご使用ください。

	 警　　告
測定対象を本機器に接続する場合は、必ず測定対象の電源をオフにしてください。測定対象
の電源をオンにしたままの状態で熱電対または電線を接続したり、外すことは大変危険です。

モジュールの使用にあたって
・	 感電を防ぐため、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、電気的保

護機能 / 機械的保護機能が有効になりません。

16ch スキャナボックスの使用にあたって
・	 電源をオンにしたままの状態で 16ch スキャナボックスおよび接続ケーブルの着脱をしな

いでください。
・	 最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧を超えた過大入力電圧を入力しないでください。
・	 サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。
・	 感電を防ぐため、端子台には測定する電圧範囲に合った電線をご使用ください。
・	 下記の値を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数が 1kHz を

超えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。
	 最大入力電圧 ( 入力端子の＋ - －間 *1、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 	 42V(DC ＋ ACpeak)
	 最大定格対地間電圧 ( 入力端子の＋または－とアース間 *2、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
・	 サブチャネルの－側入力端子は、内部で電気的に絶縁されています。電位差が 42V(DC ＋

ACpeak)よりも大きい接続線をサブチャネル間に配線すると、絶縁が破壊され、16chスキャ
ナボックスを損傷する恐れがあります。

＋

－
入力端子

アース

*2
*1

端子台
サブチャネル＋

－
＋
－

＋
－

CH 9

CH 10

CH 16

端子台
サブチャネル＋

－
＋
－

＋
－

CH 1

CH 2

CH 8

電線挿入口 ねじ

オーバーレンジ表示
オーバーレンジ表示のときは、観測波形や波形測定値よりも高い電圧が入力されている恐れ
があります。感電を避けるため、波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるよう、垂
直軸感度を変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

				  
オーバーレンジ表示
オーバーレンジが発生しているチャネル番号が表示されます。

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときのチャネル表示
発生しているチャネルのうち最も小さいチャネル番号が表示されます。
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	 注　　意
・	 熱電対の＋脚、−脚を逆に接続すると正確な測定ができません。
・	 熱電対を接続した直後では、入力端子部分の熱バランスがくずれ測定誤差を生ずる場合が

あるので、10 分程度時間をおいてから測定してください。
・	 入力端子に直接冷暖房の風を当てたり、熱源の影響を受けるような場所での測定では、入

力端子部分の熱バランスがくずれ誤差の原因になります。
	 このような環境で測定する場合は、配置を変えるなど、防護策をとってください。

用意するもの
熱電対または電線

	 熱電対または電線の先端の被覆を約 7mm 取り除きます。
	 電線サイズ：推奨 0.14mm2 ～ 1.5mm2( 単線または細より線 )、AWG サイズ：26-16

			   約7mm

マイナスドライバ
		  刃先サイズ：0.6mm( 厚み ) × 3.5mm( 幅 )
		  ねじ締め付けトルク：0.5 ～ 0.6 N･m

端子台への電線の接続
まず、本機器の電源をオフにします。次に、端子台に接続する電線のもう一方に測定対象が接続され
ていないか、または接続先の測定対象の電源がオフになっていることを確認してください。

16ch スキャナボックスをご購入後、初めてお使いになるときは、下記の操作 3 から始めてください。

1. 	 保護カバー固定ねじをドライバで外します。
2. 	 保護カバーを持ち上げてガイド穴から引き抜きます。

				  

保護カバー固定ねじ
ガイド穴

3. 	 マイナスドライバで端子台のねじを緩めます。
4. 	 電線挿入口に、用意した熱電対または電線を挿入します。

電線挿入口の奥に電線の先が当たるまで熱電対または電線を挿入します。

5. 	 マイナスドライバで端子台のねじを締めます。

				  
電線

端子台

電線挿入口

マイナスドライバ

2.19　16CH 温度 / 電圧入力モジュールに電線を接続する
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6. 	 熱電対または電線を軽く引いて抜けないことを確認します。
7. 	 保護カバーをガイド穴に差しこみます。
8. 	 保護カバー固定ねじをドライバで締めます。

スキャナボックスの固定
必要に応じて、付属の取り付け板 B8074LN を使用して、スキャナボックスをパネルに取り付けられ
ます。

1. 	 スキャナボックスの底板の小さい方の穴と取り付け板の突起を合わせます。
2. 	 付属のバインド小ねじ (M4 × 5mm) で、ねじ止めをします。

ねじ締め付けトルク：1.2 N･m

				  

バインド小ねじ(M4×5mm)
取り付け板
B8074LN

突起

16ch 温度 / 電圧入力モジュールとスキャナボックスの接続
16ch スキャナボックス (701953) に付属されているケーブルで、720221(16CH TEMP/VOLT) と 16ch
スキャナボックスを接続します。

	
ケーブル

16chスキャナボックス
70195316CH 温度/電圧入力モジュール

720221(16CH TEMP/VOLT)

2.19　16CH 温度 / 電圧入力モジュールに電線を接続する
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2.20	 CAN バスモニタ、CAN/CAN FD モニタモジュール
にケーブルを接続する

CAN バスモニタまたは CAN/CAN FD モニタモジュールの D-sub コネクタにケーブルを接続して、
CAN バス信号をモニタします。CAN/CAN FD モニタモジュールの D-sub コネクタにケーブルを接続
して、CAN/CAN FD バス信号をモニタします。

コネクタピンアサイン
D-sub コネクタ (9 ピン、オス ) は、次のようなピンアサインになっています。

		

ピン配置

1

5

6

9

ピンNo. 信号名 機能
1 (NC) 未使用 ( 接続不可 )
2 CAN_L CAN Low 信号
3 GND グランド
4 (NC) 未使用 ( 接続不可 )
5 (NC) 未使用 ( 接続不可 )
6 GND グランド
7 CAN_H CAN High 信号
8 (NC) 未使用 ( 接続不可 )
9 (NC) 未使用 ( 接続不可 )
*　取り付けねじは、インチねじ (No.4-40UNC)

Note
コネクタシェルは GND に接続されています。また、GND とコネクタシェルは、本機器の筐体電位と絶縁さ
れています。

	 注　　意
最大入力電圧を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。

ケーブル ( 信号線 ) の接続
D-sub コネクタにケーブルを接続するときは、接続を確実にするため、必ず取り付けねじをしっかり
締め付けてください。

		

CANバスモニタモジュール 720240(CAN MONITOR)
CAN/CAN FDモニタモジュール 720242(CAN/CAN FD)

接続ケーブル
取り付けねじ
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2.21	 CAN & LIN バスモニタモジュールにケーブルを接続
する

CAN & LIN バスモニタモジュールの D-sub コネクタにケーブルを接続して、CAN バス信号または LIN
バス信号をモニタします。

コネクタピンアサイン
D-sub コネクタ (9 ピン、オス ) は、次のようなピンアサインになっています。

		

ピン配置

1

5

6

9
CANバス信号入力端子

LINバス信号入力端子

CANバス信号入力端子 LIN バス信号入力端子
ピンNo. 信号名 機能 信号名 機能
1 (NC) 未使用 ( 接続不可 ) LIN LIN 信号
2 CAN_L CAN Low 信号 (NC) 未使用 ( 接続不可 )
3 CAN_GND グランド LIN_GND グランド
4 (NC) 未使用 ( 接続不可 ) VBAT バッテリ供給電圧
5 (NC) 未使用 ( 接続不可 ) (NC) 未使用 ( 接続不可 )
6 CAN_GND グランド LIN_GND グランド
7 CAN_H CAN High 信号 (NC) 未使用 ( 接続不可 )
8 (NC) 未使用 ( 接続不可 ) (NC) 未使用 ( 接続不可 )
9 (NC) 未使用 ( 接続不可 ) (NC) 未使用 ( 接続不可 )
*　取り付けねじは、インチねじ (No.4-40UNC)

Note
CAN バス信号入力コネクタのシェルは CAN_GND に接続されています。LIN バス信号入力コネクタのシェル
は LIN_GND に接続されています。また、CAN_GND とそのコネクタシェル、および LIN_GND とそのコネク
タシェルはそれぞれ、本機器の筐体電位と絶縁されています。

	 注　　意
最大入力電圧を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。

ケーブル ( 信号線 ) の接続
D-sub コネクタにケーブルを接続するときは、接続を確実にするため、必ず取り付けねじをしっかり
締め付けてください。

		

CAN&LINバスモニタモジュール
720241(CAN & LIN)

接続ケーブル

取り付けねじ
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2.22 GPS ユニットを接続する

GPS による位置測定や時刻同期を行う場合は、GPS 端子に別売の GPS ユニットを接続して使用してく
ださい。

	

GPS端子GPSユニット

DL350

	 注　　意
・	 GPS ユニットの本体への取り付け・取り外しは、電源 OFF の状態で行ってください。
・	 GPS ユニットの設置は、室内であれば、窓際などの、GPS 衛星が見通せる場所に設置して

ください。GPS 衛星が、遮蔽物により見通せない場所に設置した場合、正常に機能しない
場合があります。
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3.1 タッチパネルの操作と働き

タッチパネル操作
基本的なタッチパネル操作は以下のとおりです。

タップ
画面をポンと軽くたたくことをタップといいます。
本機器の画面でマークのある部分や、設定メニューを閉じるときなどに使います。

	

ドラッグ / スワイプ / スライド
画面に指をあてて、そのまま指を移動させます。
トリガレベルのアイコンなど、移動対象を選択して移動させる場合をドラッグといいます。
設定メニューをスクロールするような、比較的広い表示範囲を移動させる場合をスワイプといいます。
その他、移動操作に応じてスライドという場合もあります。

	

ピンチアウト / ピンチイン
画面に 2 本の指をあてて、そのまま指を開くことをピンチアウト、指を閉じることをピンチインとい
います。
波形が表示されている画面で、波形を拡大するときはピンチアウト、波形を縮小するときはピンチイ
ンします。

	

ピンチアウト ピンチイン

タッチパネルのキャリブレーション
タッチ操作がしにくい、またはタッチ操作ができない場合は、タッチパネルのタッチ位置と画面表示
の位置がずれている可能性があります。このような場合はタッチ位置を調整してください。調整方法
は「5.4 タッチパネルのキャリブレーションをする」をご覧ください。

第 3章	 共通操作
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3.2 数値 / 文字列を入力する

数値の入力
画面に表示されるテンキーで入力します。
数値入力後、Enterをタップして、値を確定します。

		

初期値に決定し、テンキーを閉じる
(Enter をタップする必要はありません )

指数を入力
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文字列の入力
ファイル名やコメントなどは、画面に表示されるキーボードで入力します。

キーボードの操作方法
1. 	 キーボードを表示させた状態で、入力したい文字をタップます。
2. 	 操作 1 を繰り返して、すべての文字を決定します。
3. 	 ENTERをタップします。文字列が確定し、キーボードが消えます。

				  

文字挿入位置

入力した文字の確定

文字挿入位置の
ひとつ前の文字を削除

文字挿入位置の移動

大文字/小文字の切り替え

記号入力

Note
・	 @ は、連続して 2 個以上入力できません。
・	 ファイル名の場合、大文字と小文字の区別はありません。コメントの場合は区別します。また、MS-DOS

の制限により、次のファイル名は使用できません。
	 AUX、CON、PRN、NUL、CLOCK、COM1 ～ COM9、LPT1 ～ LPT9

3.2　数値 / 文字列を入力する



3-4 IM DL350-03JA

3.3 USB キーボード /USB マウスで操作する

USB キーボードの接続
	 USB キーボードを接続し、ファイル名やコメントなどを入力できます。

使用可能なキーボード
USB Human Interface Devices (HID) Class Ver1.1 準拠の次のキーボードが使用可能です。

・	 USB キーボードの言語が英語の場合：	 104 キーボード
・	 USB キーボードの言語が日本語の場合：	 109 キーボード

Note
・	 使用可能なキーボード以外は、接続しないでください。
・	 USB ハブやマウスコネクタが付いている USB キーボードの動作は保証しません。
・	 動作の確認されている USB キーボードは、お買い求め先か、当社 CS センターにお問い合わせください。

周辺機器接続用 USB コネクタ
	 USB キーボードは、左サイドパネルの周辺機器接続用 USB コネクタに接続します。

接続方法
	 本機器に USB キーボードを接続するときは、USB ケーブルで直接接続してください。本機器の電

源スイッチのオン / オフにかかわらず、USB ケーブルは脱着可能です ( ホットプラグ対応 )。USB ケー
ブルのタイプ A コネクタを本機器に、タイプ B コネクタをキーボードに接続します。電源スイッ
チが ON のときには、接続後、約 6 秒後にキーボードを認識して使用可能になります。

Note
・	 周辺機器接続用 USB コネクタには、使用可能な USB キーボード、USB マウス、USB プリンタ、USB スト

レージ以外の USB 機器を接続しないでください。
・	 キーボードは複数台接続しないでください。キーボード、マウス、プリンタそれぞれ 1 台づつ接続が可

能です。
・	 複数の USB 機器を続けて抜き差ししないでください。ひとつの USB 機器を抜き差ししてから次の USB

機器を抜き差しするまで、10 秒以上間隔を空けてください。
・	 本機器の電源を投入してからキー操作が可能になるまでの間 ( 約 20 秒 ) は、USB ケーブルを抜かないで

ください。

ファイル名やコメントなどの入力
	 本機器の画面上にキーボードが表示されているときに、ファイル名やコメントなどを USB キーボー

ドから入力できます。

日本語入力
	 日本語キーボード (109 キーボード ) を使用して、日本語かな入力ができます。
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USB マウスからの操作
	 USB マウスを接続して、本機器のタッチパネルを操作できます。

周辺機器接続用 USB コネクタ
	 USB マウスは、本機器の左サイドパネルの周辺機器接続用 USB コネクタに接続します。

使用可能な USB マウス
使用可能な USB マウスは、USB HID Class Ver.1.1 対応の ( ホイール付き ) マウスです。

Note
・	 動作の確認されている USB マウスについては、お買い求め先か、当社 CS センターにお問い合わせくだ

さい。
・	 ホイールの付いていないマウスでは、設定できない項目があります。

接続方法
	 本機器に USB マウスを接続するときは、周辺機器接続用 USB コネクタに接続してください。本機

器の電源スイッチのオン / オフにかかわらず、USB マウスのコネクタは抜き差し可能です ( ホット
プラグ対応 )。電源スイッチがオンのときには、接続後、約 6 秒後にマウスを認識して、ポインタ
( ) が表示されます。

Note
・	 周辺機器接続用 USB コネクタには、使用可能な USB キーボード、USB マウス、USB プリンタ、USB スト

レージ以外の USB 機器を接続しないでください。
・	 周辺機器接続用 USB コネクタは 2 つありますが、両方のコネクタにマウスを接続しないでください。

3.3　USB キーボード /USB マウスで操作する
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USB マウスの操作方法
左クリック

	 画面上で左クリックします。本機器のタッチパネルをタップするのと同様の操作ができます。

マウスホイールを回す
	 選択肢のリストや、ファイルリストで、右側にスクロールバーが表示されているとき、リスト上で

マウスホイールを回します。本機器のタッチパネルを指でドラッグした場合と同様にリストをスク
ロールできます。

	 例：V Zoom

		

ポインタ

スクロールバー

左クリックすると、選択肢
のリストが表示されます。

リスト上でマウスホイールを回すと、
リストをスクロールできます。

3.3　USB キーボード /USB マウスで操作する
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ドラッグ
	 画面上で左クリックしたままマウスをドラッグます。本機器のタッチパネルを指でドラッグするの

と同様の操作ができます。

	 例
	 カーソルが表示されているとき、カーソルにポインタを移動して左クリックし、そのままマウスを

ドラッグます。カーソルを移動できます。

		

ポインタ

カーソル上で左クリックし、そのまま、右へドラッグ。

3.3　USB キーボード /USB マウスで操作する
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3.4 ナビゲーションで設定する

機器の使用目的に合わせて、次の動作を選択します。
• 	 スコープモード (Scope Mode)
• 	 メモリーレコーダモード (Recorder Mode)
•	 設定ファイルをロード (Load file)
• 	 かんたん設定 (Easy Setup)

スコープモード (Scope Mode)
Time/Div とレコード長で、時間軸を設定するモードです。オシロスコープで一般的な時間軸設定方法
です。

メモリーレコーダモード (Recorder Mode)
測定時間とサンプリング間隔で、時間軸を設定するモードです。レコーダで一般的な時間軸設定方法
です。

設定ファイルをロード (Load file)
測定条件などの設定をあらかじめ SD メモリーカードや、USB ストレージに保存しておき、測定を始
めるときに、保存した設定ファイルを読み込んで、本機器を設定します。オフィスで設定条件を設定
しておき、測定現場で、測定条件をロードして測定する場合に便利です。

かんたん設定 (Easy Setup)
前述のメモリーレコーダモードの各設定を、ウィザード形式で設定します。
設定の完了後、本機器はメモリーレコーダモードで動作します。
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3.5 日付時刻を合わせる

測定データやファイルのタイムスタンプとなる、本機器の日付時刻を設定します。工場出荷時の設定
は特定の日付時刻のため、測定を開始する前に日付時刻を合わせておく必要があります。

UTILITY_System メニュー
1. 	 波形画面のMENUから Utility[ ユーティリティ ] > System[ システム ]をタップします。シス

テム画面が表示されます。
2. 	 Date/Time[ 日時設定 ]タブをタップします。日時設定画面が表示されます。
3. 	 各項目をタップします。表示されたリストまたは入力ボックスを操作して、各項目を設定しま

す。

				  

GPS/SNTP との時差の設定

日付、時刻の設定表示フォーマットの設定日付時刻表示のON/OFF

時刻同期機能のON/OFF

表示フォーマットの設定 (Format)
以下のいずれかのフォーマットで表示できます。
	 2017/03/30 ( 年 / 月 ( 数字 )/ 日 )
	 30/03/2017 ( 日 / 月 ( 数字 )/ 年 )
	 30-Mar-17 ( 日 - 月 ( 省略英語 - 年 ( 下 2 桁 )))
	 30 Mar 2017 ( 日　月 ( 省略英語 )　年 )

GPS/SNTP との時差の設定 (GPS/SNTP Time Diff)
GPS や SNTP と本機器を使用する地域の時差を設定します。GPS による時刻同期機能や SNTP による
時刻自動調整機能を使用する場合に、設定してください。
	 設定範囲：－12 時間 00 分～ 14 時間 00 分
たとえば、日本の標準時は、GPS より得られた時刻よりも 9 時間進んでいます。この場合、Time の
Hour を「9」、Minute を「00」に設定します。
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標準時の確認方法
	 本機器を使用する地域の標準時を次のいずれかの方法で確認してください。

・ご自身の PC の「日付・時刻に関する設定」でご確認ください。
・右記の URL でご確認ください。http://www.worldtimeserver.com/

Note
・	 本機器は、サマータイムの設定をサポートしていません。サマータイムを設定する場合は、世界標準時

との時差を設定し直してください。
・	 日付 / 時刻の設定値は、内蔵のリチウム電池でバックアップされるので、電源を切っても保持されます。
・	 本機器は、うるう年のデータを持っています。

3.5　日付時刻を合わせる
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3.6 オートセットアップをする

V/div、Time/div、トリガレベルなどのキーの設定を、入力信号に適した値に自動的に設定します。

1. 	 波形画面のMENUから Preparation[ セットアップ ]をタップします。次のメニューが表示さ
れます。

2. 	 Auto Setup[ オートセットアップ ]をタップします。確認メッセージが表示されます。

				  

オートセットアップ

オートセットアップの実行
3. 	 OKをタップします。オートセットアップが実行されます。

				  

オートセットアップ後の中心位置
オートセットアップ後の中心位置は 0V になります。

対象モジュール
次のモジュールのオートセットアップをします。
720211(HS100M12)、720250(HS10M12)、720254(4CH 1M16)、720268(HV(AAF、 RMS))、
701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、701275(ACCL/VOLT)、720220(16CH VOLT)

対象チャネル
ロジック以外のチャネルを対象にオートセットアップをします。
ロジック波形は、オートセットアップを実行しても、実行前の設定で表示されます。

オートセットアップ前に表示されていた波形
オートセットアップをすると、アクイジションメモリーにあるデータは上書きされ、オートセットアッ
プ前に表示されていた波形は消去されます。
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オートセットアップが可能な信号
周波数：	 約 50Hz 以上
入力電圧の絶対値：	 最大値が約 20mV(1：1) 以上
種類：	 繰り返し信号 ( ただし複雑でないもの )

Note
直流成分や周波数が高い成分を含む信号などの場合、オートセットアップ機能が正しく動作しないことがあ
ります。

オートセットアップ後の設定内容
波形の取り込み /表示条件

Time/div 対象波形のうち最も周期の短い波形の 1.6 ～ 4 周期分が表示できる値
START/STOP START
アクイジションモード Normal
取り込み回数 Infinite
レコード長 10k
タイムベース Int.
SD 記録 Off
アキュムレート Off

垂直軸に関する設定
V/Div、V Range 入力波形の絶対値が 1.6div ～ 4.5div になる値
カップリング DC
帯域制限 Full
表示 On/Off 入力電圧の絶対値が 20 ｍ V(1:1) 以上のチャネルを On (Scan を除く )

オートセットアップ非対象モジュールの On/Off は変更しない
DIV/Scale スコープモード：DIV

メモリーレコーダモード：Scale
ポジション ( スコープモード ) 0.00div
V Zoom( スコープモード ) ×１

トリガに関する設定
トリガモード Auto
トリガタイプ SIMPLE
トリガソース 振幅が 1div 以上で周期の最も長いチャネル
トリガレベル / スロープ 最大値と最小値の中央のレベル / 立ち上がり
ヒステリシス Low
ホールドオフ 0.0nsec
トリガポジション 50%
トリガディレイ 0.0µsec

演算に関する設定
Math Off

そのほかの設定は、オートセットアップ前の設定を維持します。

3.6　オートセットアップをする
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3.7 設定を初期化 ( イニシャライズ ) する

設定した内容を工場出荷時の設定に戻すことができます。それまでの設定を取り消したいときや、初
めから測定をやり直すときなどに便利です。

1. 	 波形画面のMENUから Preparation[ セットアップ ]をタップします。次のメニューが表示さ
れます。

2. 	 Initialize[ 初期化 ]をタップします。確認メッセージが表示されます。

				  

初期化

初期化の実行
3. 	 OKをタップします。初期化が実行されます。

				  

出荷時の設定にできない項目
・	 日付 / 時刻の設定
・	 通信に関する設定
・	 日本語 / 英語の言語設定
・	 システムモード
・	 ネットワークの設定
上記の設定項目を工場出荷時の設定に戻すには、Maintenance Menu で初期化する必要があります。
Maintenance Menu については、5.8 節をご覧ください。
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3.8 波形の取り込みを開始 / 停止する

波形の取り込みの開始 / 停止
START/STOPキーを押します。波形の取り込みが開始 / 停止します。
キーが点灯しているときが、波形の取り込み中です。

Note
波形画面の MENU から START/STOP をタップしても、波形の取り込みをスタート / ストップできます。

波形の取り込みとインジケータの表示
・	 START/STOP キーが点灯しているときは、波形を取り込み中です。画面左下に ｢Running｣ と表示

します。
・	 START/STOP キーが点灯していないときは、波形取り込み停止中です。画面左下に ｢Stopped｣ と

表示します。

SD 記録のときの動作
・	 波形の取り込みを開始すると同時に SD メモリーカードへも記録します。
・	 波形の取り込みを停止すると、記録の後処理を行うため、しばらく時間がかかります。

Note
・	 SD 記録を行う場合、一度、動作確認を行ってから、ご使用されることをお勧めします。
・	 重要なデータを保存する場合は、使用前に SD メモリーカードをフォーマットしてください。
・	 SD メモリーカードへのファイル作成および削除を繰り返すと、ファイルアクセス動作が遅くなることが

あります。この場合、SD メモリーカードをフォーマットするか、新しい SD メモリーカードに交換して
ください。

アクイジションモードがアベレージングモードのときの動作
・	 波形の取り込みを停止するとアベレージング処理を中止します。
・	 波形の取り込みを再び開始すると、新たにアベレージング処理をスタートします。

アキュムレートを行っているときの START/STOP 操作
・	 取り込みを停止すると、アキュムレートを中断します。
・	 波形の取り込みを再び開始すると、今までの波形を消して、アキュムレートをし直します。

Note
現在表示されている波形を画面に残すスナップショット機能もあります。波形の取り込みを続けたまま、ス
ナップショットした波形を画面に残せます。
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3.9 ヘルプを表示、操作する

ヘルプの表示
画面左下の  をタップします。ヘルプが表示されます。
画面左フレームに目次、右フレームに本文が表示されます。

操作対象フレームの切り替え
スクロールなどの操作対象フレームを切り替える場合は、操作対象フレームをタップします。

スクロール / カーソルの移動
画面をスクロールしたり、目次や索引のカーソルを移動する場合は、ドラッグします。

リンク先へのジャンプ
本文中の青い文字に関連する説明文にジャンプしたり、目次や索引から対応する説明文にジャンプす
る場合は、青い文字または目次や索引の該当項目をタップします。

パネルキーの説明を表示
ヘルプを表示した状態でパネルキーを押します。関連した説明が表示されます。

ひとつ前の画面に戻る
ひとつ前の画面に戻るときは、画面の  をタップします。

ヘルプの非表示
ヘルプを消すときは画面右上の  をタップします。

Note
ヘルプの表示には、3 秒程度かかる場合があります。
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4.1 外部トリガ入力 (TRGI)

	 注　　意
以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本機器を損傷す
る恐れがあります。

外部トリガ入力端子 (TRGI)

	

TRGI： 外部トリガ入力

外部信号をトリガソースにするときに使用します。

項目 仕様
入力レベル TTL(0 ～ 5V)
最小パルス幅 1μs
論理 立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ
トリガ遅延時間 (1μs ＋ 1 サンプル周期 ) 以内
外部同期運転 可能 (2 台の DL350 で、TRGI と TRGO を接続 )

外部トリガ入力の回路図 / タイミングチャート

	

LCX14相当
100Ω

4.7kΩ

100pF

＋5V
最小パルス幅

トリガ遅延時間

TRIGGER IN
(　のとき)

内部トリガ

Note
トリガ出力機能を使うと、DL350 を 2 台同期運転できます。

			 
外部トリガ出力

No.1

外部トリガ入力

No.2
DL350 DL350

第 4章	 外部信号入出力
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端子に電線を接続する
用意するもの

電線
	 電線先端の被覆を 9mm ～ 10mm 取り除きます。

	 電線：単線または細より線、AWG サイズ：22 ～ 28

			   9mm～10mm

端子台への電線の接続
まず、本機器の電源をオフにします。次に、端子台に接続する電線のもう一方に機器が接続されてい
ないか、または接続先の機器の電源がオフになっていることを確認してください。

1. 	 電線挿入口の隣にあるボタンを、マイナスドライバーなどで押し込みます。
電線挿入口が開くまで、しっかり押し込みます。

2. 	 電線挿入口に、用意した電線を挿入します。
電線挿入口の奥に電線の先が当たるまで電線を挿入します。

3. 	 電線を軽く引いて抜けないことを確認します。

電線の接続が終了してから、本機器と接続先の機器の電源をオンにしてください。

			 

電線

ボタンを押し込む
電線挿入口

ボタン

4.1　外部トリガ入力 (TRGI)
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4.2 トリガ出力 (TRGO)

	 注　　意
TRGO 端子をショートしたり、外部から電圧を加えたりしないでください。本機器を損傷す
る恐れがあります。

外部トリガ出力端子 (TRGO)

	

TRGO： 外部トリガ出力

以下の CMOS レベルの信号を出力できます。
トリガ出力 ( 通常 )

	 出力形式が通常のときは、トリガがかかったときに立ち下がり信号を出力します。通常は High で、
トリガがかかると Low になります。

トリガ出力 ( パルス )
	 出力形式がパルスのときは、トリガがかかったときにパルス信号を出力します。パルス幅を設定で

きます。

サンプルクロック同期信号出力 ( サンプルパルス )
	 出力形式がサンプルパルスのときは、波形の取り込みを開始すると一定周期のパルス信号を出力し

ます。パルスレートを設定できます。

スタート / ストップレベル信号出力 ( スタート / ストップ )
	 出力形式がスタート / ストップのときは、スタート / ストップレベル信号を出力します。波形取り

込み中は High で、波形の取り込みが終了すると Low になります。

仕様
項目 仕様
出力レベル CMOS レベル (0 ～ 5V)
出力形式

・通常 論理 トリガ成立時に立ち下がり、波形取り込み終了時に立ち上がる
出力遅延時間 (1μs ＋ 1 サンプル周期 ) 以内
出力保持時間 1μs 以上

・パルス 論理 トリガ成立時にパルスを出力
出力遅延時間 (1μs ＋ 1 サンプル周期 ) 以内
パルス幅 1ms、50ms、100ms、500ms

・サンプルパルス 論理 波形取り込み中、一定周波数のパルスを出力
パルスレート 5Hz ～ 200kHz (1-2-5 ステップ )

ただし、本体サンプリング周期より速い周期は設定できない。本体
サンプリング周期の整数分の１のみ設定可能。

・スタート / ストップ 論理 波形取り込み中、High レベル出力
波形取り込み停止中、Low レベル出力
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トリガ出力の回路図 / タイミングチャート

	 トリガ出力
100Ω HC245相当

	

トリガ発生(トリガポジションの時間)

トリガ出力

内部トリガ

出力保持時間

出力遅延時間

・ 出力形式が通常のとき
トリガ発生(トリガポジションの時間)

トリガ出力

内部トリガ

出力保持時間

出力遅延時間

・ 出力形式がパルスのとき

ローレベル / ハイレベルの保持時間 ( 通常モードのときの例 )

	

H
L

トリガ出力

ポスト時間

トリガ発生トリガ発生

プリ ポストポスト プリ
波形取り込み

トリガ トリガ

端子に電線を接続する
端子に電線を接続する方法については 4-2 ページをご覧ください。

4.2　トリガ出力 (TRGO)
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4.3 外部クロック入力 (CLKI)

	 注　　意
以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本機器を損傷す
る恐れがあります。

外部クロック入力端子 (CLKI)

	 CLKI： 外部クロック入力

外部クロック信号で、本機器を動作させたいときに使用します。

項目 仕様
入力レベル TTL(0 ～ 5V)
有効エッジ 立ち上がり
最小パルス幅 High/Low ともに 300ns 以上
外部クロック周波数範囲 最高 1MHz

外部クロック入力の回路図

	

LCX14相当

EXT CLK IN
100Ω

＋5V

4.7kΩ

100pF

端子に電線を接続する
端子に電線を接続する方法については 4-2 ページをご覧ください。
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4.4 GO/NO-GO 判定入出力 (GO/NOGO)

	 注　　意
•	 「NOGO」出力ピンおよび「GO」出力ピンに、外部から電圧を加えないでください。本機

器を損傷する恐れがあります。
•	 GO/NO-GO 判定信号出力を外部に接続するときは、誤って他の信号ピンを接続しないでく

ださい。誤接続は、本機器や接続された他の機器を損傷する恐れがあります。

GO/NO-GO 判定入出力端子 (GO/NOGO)

	 NOGO： NO-GO出力、LOWでACTIVE(NO-GO状態)
GO： GO出力、 LOWでACTIVE(GO状態)
STRT： LOWで判定実行(GO/NO-GOの外部スタート(Remote)がONのとき)

本機器の GO/NO-GO 入出力端子に外部から信号を入力して、GO/NO-GO 判定をしたり、GO/NO-GO
判定結果を GO/NO-GO 入出力端子から出力できます。

項目 仕様
入出力レベル 0 ～ 5V 以内
しきい値 TTL

入力信号 (STRT)
STRT( 負論理 )

	 外部信号入力に同期して GO/NO-GO 判定をするときに使用します。GO/NO-GO メニューの外部ス
タート (Remote) が ON のときだけ有効になります。外部スタートが OFF の場合、外部信号入力と関
係なく GO/NO-GO 判定が実行されます (GO/NO-GO 判定結果は出力されます )。

	
信号入力回路図

		
STRT

5V

120Ω

LCX14相当4.7kΩ

100pF

HIGH

LOW
START
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出力信号
NOGO( 負論理 )

	 判定結果が ｢NO-GO｣ ( 否 ) の判定のとき、出力信号レベルがハイレベル (H) から一時的にローレ
ベル (L) になります。

GO( 負論理 )
	 判定結果が ｢GO｣ ( 合 ) の判定のとき、出力信号レベルがハイレベル (H) から一時的にローレベル (L)

になります。

信号出力回路図

		

GO  OUT
NO-GO  OUT

5V

120Ω

4.7kΩ

100pF

GO/NO-GO 入出力タイミング

	

STRT
波形取込 波形取込

判定
結果

判定
結果

NOGO
GO

100ms以上
50ms
以上

0ms
以上

Remote OFF のときは、STRT は参照されず、 
GO または NOGO が内部判定タイミングで
出力されます。

次の判定が受け付けられる状態になるまで、
LOW 出力のままです。
内蔵メディア X の出力中は、時間が延長されます。

端子に電線を接続する
端子に電線を接続する方法については 4-2 ページをご覧ください。

4.4　GO/NO-GO 判定入出力 (GO/NOGO)
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4.5 外部スタート / ストップ / イベント入力 (STRT/EVNT)

	 注　　意
以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本機器を損傷す
る恐れがあります。

外部スタート / ストップ / イベント入力端子 (STRT/EVNT)

	

EVNT： マニュアルイベント、LOWエッジでイベント入力
STRT： 外部スタート/ストップ入力

LOWエッジでスタート
HIGHエッジでストップ

DL350 のスタート / ストップを外部から制御できます。
STRT 端子は GO/NO-GO 判定の入力端子と共通です。GO/NO-GO 判定入出力機能を使用していないと
き (GO/NO-GO メニューで Mode が OFF のとき ) に、外部スタート / ストップ入力として動作します。

項目 仕様
入力レベル TTL(0 ～ 5V)

外部スタート / ストップ入力の回路図

	

＋5V

120Ω
LCX144.7kΩ

100pF

STRT High

Low
START

STOP

＋5V

120Ω
LCX144.7kΩ

100pF

・  接点入力が可能

閉じてスタート
開いてストップ

STRT

GND

Note
・	 スタート / ストップは、LOW エッジ /HIGH エッジで検出しています。
・	 外部スタート / ストップ信号の HIGH エッジ ( ストップ ) を有効にするかしないかを選択できます。設定

方法については、ユーザーズマニュアル [ 操作編 ] の「20.5　環境設定をする」をご覧ください。
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端子に電線を接続する
端子に電線を接続する方法については 4-2 ページをご覧ください。

4.5　外部スタート /ストップ /イベント入力 (STRT/EVNT)
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4.6 GPS 信号入力 (GPS)

	 注　　意
以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本機器を損傷す
る恐れがあります。

GPS 信号入力端子 (GPS)

	

GPS

GPS(Global Positioning System) 信号で、本機器の位置を測定したり、時刻を設定するときに使用しま
す。

項目 仕様
入力コネクタ ミニ DIN 9 ピン
対応 GPS ユニット 720940/B8093YA ( 別売りアクセサリ )
*	� GPS ユニットを GPS 衛星の見通しの良い静止点において得られた結果に基づくものです。測定場所、 測定時の

衛星の位置、測定時の天候、遮蔽物の影響により確度が得られない場合があります。
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5.1 故障 ? ちょっと調べてみてください

異常時の対処方法
・	 画面にメッセージが表示されているときは、次ページ以降をお読みください。
・	 サービスが必要なとき、または対処方法どおりにしても正常に動作しないときは、お買い求め先ま

で修理をお申しつけください。

内　　容 考えられる原因 対処方法 参照節
電源が入らない 定格の範囲外の電源を使用している 正しい電源を使用してください。 2.5、2.6、2.7
画面に何も表示されない 液晶画面がオートオフになっている どれかのキーを押してください。 20.2*

画面の色が不適当 電源を再投入してください。 2.9

画面の表示がおかしい システムが異常である 電源を再投入してください。 2.9
表示を ON にした CH や
MATH の波形が画面に表示さ
れない

表示したい波形の表示グループが選択さ
れていない

MENU＞ Display＞ Select Groupで表
示グループ 1 ～ 4、Monitor のいずれ
かを選択してください。

5.1*

タッチパネルの操作ができな
い

タッチ位置がずれている タッチパネルのタッチ位置を調整して
ください。

5.4

キー操作ができない リモート状態である タッチパネルにタッチしたり、キーを
押して、ローカル状態にしてください。

－

プロテクト状態になっている タッチパネルにタッチしたり、キーを
押してください。

20.5*

それ以外 キーテストをしてください。
異常のときはサービスが必要です

5.3

トリガがかからない トリガの設定が適当でない トリガ条件を正しく設定してください。 3 章、4 章 *
測定値がおかしい 十分なウォームアップをしていない 電源 ON 後、30 分間ウォームアップを

行ってください。
－

キャリブレーションされていない キャリブレーションをしてください。 1.6*
プローブの位相が補正されていない 正しく位相補正をしてください。 2.11
プローブの減衰比が正しくない 正しい値に設定してください。 2.2*
それ以外 キャリブレーションをしてください。

それでも測定値がおかしいときは、サー
ビスが必要です。

1.6*

指定したメディアにデータが
セーブできない

メディアが初期化されていない 初期化してください。 6.2*
メディアが書き込み禁止になっている メディアの書き込み禁止を解除してく

ださい。
－

メディアの空き容量がない 不要なファイルを消すか、新しいメディ
アを使用してください。

6.10*

通信インタフェースによる設
定・動作制御ができない

プログラムで引用している本機器のアド
レスが、設定したアドレスと異なってい
る

プログラムと本機器のアドレスを同じ
にしてください。

別冊通信 
インタフェース 
ユーザーズ 
マニュアル 
(IM DL350-17JA)

電気的・機械的仕様に合った使い方をし
ていない

仕様に合った方法で使用してください。

*	 別冊のユーザーズマニュアル [ 操作編 ](IM DL350-02JA)

第 5章	 トラブルシューティングと保守・点検
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5.2 各種メッセージと対処方法

メッセージ
使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法を説明します。なお、
メッセージはユーザーズマニュアル [ 操作編 ] の 20.3 節の操作で設定した言語で表示できます。
対処方法でサービスが必要なときは、お買い求め先まで修理をお申し付けください。

以下のメッセージ以外にも通信関連のメッセージがあります。これらは別冊の通信インタフェース
ユーザーズマニュアル (IM DL350-17JA) に記載してあります。

インフォメーション
コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
51 オートセットアップ実行中。 Autosetup is running. 3.6
53 初期化実行中。 Initializing is in progress. 3.7
57 ひずみバランス処理実行中。 Automatic balancing is running… 2.6*1

58 ひずみバランス処理を実行しました。 Automatic balancing is complete. 2.6*1

59 キャリブレーション実行中。 Calibration is running... 1.6*1

63 ひずみモジュールが実装されています。
バランスを行ってご使用ください。

A strain module is installed.
Carry out automatic balancing before use.

－

64 ファイル操作が中断されました。 File access is aborted. －
67 スタートキー応答時間が「1 秒以上」に設定され

ています。
1 秒以上キーを押し続けてください。

Key response time is more than 1 second.
Push it more than 1 second.

20.5*1

70 GO/NO-GO を終了しました。 Exit from GO/NO-GO mode. 13 章 *1

72 アクションを終了しました。 Completed action. 3 章 *1

73 サーチを中止しました。 Aborted the search. 16 章 *1

74 サーチを実行しましたが、条件と一致するレコー
ドは見つかりませんでした。

Executed the search, but no record was found that 
matched the conditions.

16 章 *1

75 サーチを実行しましたが、条件と一致するパター
ンは見つかりませんでした。

Executed the search, but no record was found that 
matched the pattern.

16 章 *1

77 統計処理が中止されました。 Aborted the statistical measurement. 8.2*1

80 入力モジュール構成が変更されたので
関連する設定値を初期化しました。

Input module configuration was changed.
Relevant settings have been initialized.

2 章 *1

87 本体ファームウェアが変更されたので全ての設定
を初期化しました。

Sensed the firmware version change.
Will initialize.

2 章 *1

88 SD カード記録の後処理中です。
しばらくお待ちください。

Post processing of SD Card Record.
Wait a while.

－

89 以下の場合 XY 波形は表示されません。
・X 軸と Y 軸のサンプルレートが異なる場合
・SD カード記録波形の場合

Cannot display XY waveforms under these conditions.
-Different sample rate between X & Y.
-SD Card Recording waves

－

90 オートセットアップで有効なチャネルを見つける
ことができませんでした。

Executed the Autosetup, but no effective channel was 
found.

－

91 ロードできないシグナルが存在しました。
原因は以下のいずれかです。シンボルファイルを
確認ください。

・�シグナルの数が、対応するサブチャネルの数よ
り多い。

・対応していない Value Type が使われている。
・Bit Count が規定値を超えている。

Some signals were not loaded due to the following 
problems.
Check the symbol file.
-The Number of signals is too many.
-"Value Type"is not supported.
-"Bit Count" is too many.

－

92 この表示条件ではすべてのズーム波形を表示する
ことはできません。

Cannot display some zoom waves while in this 
condition.

－

93 メモリーの容量制限により、以下のサブチャネル
を OFF にしました。

Following sub channel was set to Off due to limit of 
memory capacity.

2.10*1、
2.11*1、
2.12*1

94 アボート処理中です。少々お待ちください。 Executing abort process. It takes a few seconds. 16.1*1

95 メモリーの容量制限により、すべてのサブチャネ
ルを ON にすることができませんでした。

Cannot set all sub-channels input to on due to limit of 
memory capacity.

2.10*1、
2.11*1、
2.12*1

*1	 別冊のユーザーズマニュアル [ 操作編 ](IM DL350-02JA)
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
97 オフセットキャンセル可能な範囲を超えています。

キャンセル可能な最大値を設定しました。
Offset cancel value was set to maximum value due to 
over the limit.

2.2*1

ファイルエラー
コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
501 入力ファイル名が不適当です。

ファイル名が重複しているか、使用できない文
字やファイル名が使用されている可能性があり
ます。

Invalid file name.
The name contains prohibited characters, or file 
name is duplicated.

6.3*1

502 パス名が長すぎます。
フルパス名（ルートフォルダからの絶対パス名）
が 255 文字以内となるようにしてください。

Pass name over maximum number of characters.
 Full pass name should under 255 characters.

6.3*1

504 メディアの空き容量が不足しています。
不要なファイルを消すか、新しいメディアを使
用してください。

Out of disk space. －

505 ファイルまたはディレクトリがありません。
ファイル名、メディアを確認してください。

File not found.
Check the file.

－

506 ファイル名・ディレクトリ名が重複しています。
名称を変更してください。

Duplicate file or directory name.
Change the name.

－

507 ファイル名が設定されていません。
ファイル名を設定してください。

The file name is not set.
Set the file name.

6.3*1

508 セーブデータがありません。
データが存在するか確認してください。

Save data not found.
Check for presence of data and channel.

6 章 *1

510 他機種でセーブしたファイルです。ロードできま
せん。

Cannot load this file format.
Files stored on other models cannot be loaded.

－

511 メディアにアクセス中です。
アクセスが終ってから実行してください。

File is now being accessed.
Execute after access is made.

－

513 指定したファイルは、このファームウェアバージョ
ンまたはこのモデルではロードできません。

The specified file cannot be loaded on this Firmware 
version or this model.

－

514 表示しているチャネルがありません。
対象チャネルの表示を ON にしてください。

No ch is displayed.
Turn ON the display of the appropriate channel.

2 章 *1

516 SD カード記録ができませんでした。
処理を停止します。

SD Card recording error.
The operation is aborted.

－

517 不明なファイル形式です。
ファイル名を確認してください。

Unknown file format. 6 章 *1

519 現在のレコード長の場合、このフォーマットでは
セーブすることができません。Range を指定して
部分セーブを行ってください。
※ �2GByte 以上のサイズのファイルは作成できませ

ん。

Cannot save in this format at the current record length.
Specify a range and save a section of the data.
* Cannot create a file of size 2 GB or larger.

－

520 メディア異常です Media error. －
521 ディレクトリが削除できません Directory can not be deleted. 6.1*1

522 ネットワークドライブ上の以下のファイルは
ロードできません。

容量が 50MByte 以上のファイル。
ローカルドライブにコピーしてからロードしてく
ださい。

Cannot load these files on a network drive.
The File which larger than 50 Mbyte.

Copy the file to the local drive before loading it.

19 章 *1

533 属性により削除不可能です Writing prohibited in this file. －
534 ネットワークドライブアクセス中にエラーが発生

しました。
接続状況、接続先を確認してください。

An error occurred while network access.
Confirm network conditions.

19 章 *1

535 アクションでデータ保存するパスが不適当です。
カレントパスは「日付フォルダ」以外にしてくだ
さい。

Current path is not suitable.
Set other path while use action on trigger.

－

536 コピー先のフォルダはコピー元と同じかコピー元
のサブフォルダです

Destination path is same as source path, or sub folder 
of source path.

－

539 モジュール構成が異なるのでロードできませんで
した。
セーブ時のモジュール構成はファイル情報で確認
できます。

Module configuration is not matched, so it couldn't 
loaded.
Configuration of saved data can see by File property.

6 章 *1、
8 章 *2

5.2　各種メッセージと対処方法

*1	 別冊のユーザーズマニュアル [ 操作編 ](IM DL350-02JA)
*2	 別冊のユーザーズマニュアル [ 機能編 ](IM DL350-01JA)
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
540 SD カード記録データの再セーブはできません。 Cannot re-save from SD Card recording data. －
541 指定のメディアは認識できません。

メディアの有無、挿入状況を確認してください。
Cannot detect the medium.
Check the presence of the medium.

－

542 SD カードの空き容量が足りない、もしくは装着さ
れていないため、SD カード記録で測定を開始する
ことができません。

Cannot start SD card recording, because there is not 
enough free space on the SD card or it is not installed.

－

544 メジャー実行中は、「ファイル操作」「初期化・オー
トセットアップ」を実行できません。
メジャーの終了を待つか OFF にしてから実行して
ください。

Cannot file access, Initialize, and autosetup while 
measure is in progress.
Wait measure end, or OFF it.

3.6、3.7、
6.10*1

545 ファイルデータ取得エラー Data read error. －
546 サブチャネル数を変更した場合はセーブできませ

ん。
サブチャネルを測定したときの状態に戻してセー
ブしてください。

Cannot save when subchannel condition was 
changed.
Restore subchannel condition.

2 章 *1

552 SAVE キーで保存する項目が選択されていません。 There are no items to save with SAVE key. 6 章 *1

553 保存する波形データタイプが選択されていません。There are no waveform types to save. 2 章 *1

554 ファイルロードを正常に終了しました。
ただし、ロードしたファイルと現在のモジュール
構成が異なるため、以下のチャネルの設定とデー
タはロードしていません。

File loading completed normally.
However, because the loaded module is different 
from the current module configuration, the following 
channel settings and data are not loaded.

－

576 プリンタエラーが発生しました。 Printer error. －
577 印刷の長さが 25 ページを超えています。

25 ページ以下になるように、「出力範囲」と「拡
大率」を設定してください。

The length of the print has more than 25 pages.
As will be less than 25 pages, please set the "Print Mag" 
and "Time Range".

6.6*1

ネットワークエラー
コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
600 サーバに接続できません。

ネットワークの設定と接続を確認してください。
Unable to connect to the server.
Check the network settings and configuration.

19 章

601 サーバに接続されていません。
ネットワークの設定と接続を確認してください。

Has not connect with ftp server yet.
Confirm the network settings and connection.

19 章

602 この機能はサポートされていません。 This ftp function in not supported. －
603 FTP Error: Client Handle

ネットワークの設定と接続を確認してください。
FTP Error: Client Handle
Confirm the network settings and connection.

19 章

605 メールを送信できません。
ネットワークの設定と接続を確認してください。

Cannot send a mail.
Confirm the network settings and connection.

19 章

608 SNTP サーバからの時刻取得に失敗しました。
ネットワークの設定と接続を確認してください。

Failed to acquire time from SNTP server.
Confirm the network settings and connection.

19 章

実行エラー (650 〜 799)
コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
650 データは無効です。 Data is invalid. －
653 スタート中は、実行できません。

START/STOP キーを押して、波形の取り込みをス
トップしてから行ってください。

Can not be executed while running.
Press START/STOP key to stop acquisition.

－

654 イメージプリント中のファイル操作はできません。
出力終了までお待ちください。

Cannot manipulate files while image printing is in 
progress.
Wait until image printing is complete.

－

656 キャリブレーションを失敗しました。
入力をはずしてから再度実行してください。
それでも失敗するときは、サービスが必要です。

Calibration failure.
Disconnect the input and execute again.
If it fails again, servicing is necessary.

－

657 SD カードへの記録は、下記サンプルレートより遅
いときに有効です。
1CH 表示 : 1MS/s(1us)
2CH 表示 : 500kS/s(2us),
3 ～ 5 CH 表示 : 200kS/s(5us)
6 ～ 10 CH 表示 : 100kS/s(10us)

SD Card recording is valid when the sampling rate is 
slower than the values shown below.
1CH : 1MS/s(1us)
2CH : 500kS/s(2us),
3 - 5CH : 200kS/s(5us)
6 - 10CH : 100kS/s(10us)

－
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
661 ひずみバランスを失敗しました。 Balancing failed. －
664 Go-Nogo は以下のトリガモードで実行可能です。

- シングル、ノーマル
- オート (50ms/div より高速の領域 )

Go-Nogo is available while Trigger Mode is
- 'Single' or 'Normal'
- 'Auto' (Faster than 50ms/div)

4.1*1、
13 章 *1

666 統計メジャーの実行に失敗しました。
波形データが存在しない可能性があります。
Cycle Statistics 選択時は、周期が認識できない設
定である可能性があります。

Failed to measure statistics.
Waveform data may be missing.
If Cycle Statistics is specified, the instrument may be 
configured in a way that fails to detect the cycle.

8.3*1

667 ファイル操作中です。
中止をするか、コマンド実行終了するまでお待ち
ください。

Executing file access.
Abort or wait until it is complete.

－

668 イメージプリントもしくはイメージセーブ実行中
です。
実行終了するまでお待ちください。

Image is being printed or saved.
Wait until the execution of the command is complete.

－

669 アクションモードが ON 状態では SD カード記録は
実行できません。

Cannot be executed when the action mode is ON. 3.1*1、
3.2*1

671 SD カード記録が ON 状態では実行できません。 Cannot be executed when a SD Card recording is ON. 3.1*1、
3.2*1

672 タイムベースが外部クロック状態では実行できま
せん。

Cannot be executed when the time base setting is to 
be an External clock.

3.1*1、
3.2*1

673 現在のレコード長ではチャネル数が多すぎてス
タートできません。

Because there are too many channels, it can't start in 
the length of the present record.

2 章 *1

674 ヒストリーのレコード長が実行可能レコード長を
超えているため、アベレージ実行できません。

Average practice can't be done because the record 
length of the history exceeds the record length that it 
can be carried out.

17 章 *1

675 ヒストリーのレコード長が実行可能レコード長を
超えているため、アベレージ実行できません。

Average practice can't be done because the record 
length of the history exceeds the record length that it 
can be carried out.

17 章 *1

676 SD カード記録の場合は、トリガモードを OnStart
にしてください。

Set the trigger mode to On Start for SD Card recording. 4.1*1

677 セルフテスト中は実行できません Cannot do while selftest is executing. 5.3
679 現在のレコード長では Start できません。レコード

長を短くするか、以下の条件にしてください。
・�トリガモードを Auto にし、 T/Div を 100msec/

div より遅くしてロールモードにする。
・トリガモードを Single,On Start にする。

Cannot start at the current record length.
Shorten the record length or meet the following 
condition.
* �Set the trigger mode to Auto, decrease T/Div to less 
than 100 msec/div to enable roll mode.

* Set the trigger mode to Single or On Start.

3.1*1、
4.1*1

680 トリガモードが Single, On Start の場合はアベレー
ジモードで実行できません。
トリガモードを変更してください

Averaging mode is not possible when the trigger 
mode is Single or On Start.
Change the trigger mode.

4.1*1

684 エンベロープの場合、タイムベースを外部クロッ
クに設定して測定することはできません。

Cannot start when the time base set to external clock 
while Acq. Mode set to envelope.

3.1*1

685 アキュムレート設定が ON の場合、ロール表示モー
ドで測定できません。
アキュムレートを Off にしてください。

Cannot start when roll mode display while accumulate 
mode set to ON. 
Turn Off accumulate.

5.3*1

686 アクイジションモードがアベレージの場合は実行
できません。
アクイジションモードを変更してください。

Cannot be executed when the acquisition mode is set 
to average.
Change the mode.

3.1*1、
3.2*1

688 SD カード記録を行う際は、レコード長を 1M 以上
に設定してください。

SD Card recording is valid when the record length is 
longer than 1M.

3.1*1

689 SD カード記録した波形に対しては実行できません。Cannot be executed on SD Card recorded waveforms. －
691 SD カード記録したファイルを現在解析中です。

解析中のファイルは削除・名称変更できません。
File recorded in SD card is currently being analyzed. 
Files being analyzed cannot be deleted, or renamed.

－

692 SD カード記録に失敗したファイルは読み込めませ
ん。

The file which failed in the SD Card record can't be 
read.

－

693 GO/NO-GO モードが Zone の場合、実行すること
ができません。

Cannot be executed when GO/NO-GO Mode is Zone. －

694 測定範囲は、測定開始点 (TimeRange1) から最大
2G ポイントです。

The measuring range is up to 2G points from measure 
start (TimeRange1).

8.3*1

695 ウェーブウィンドウトリガ使用時は、アクイジショ
ンモードをノーマルにしてください。

Set acquisition mode to Normal when using a wave 
window trigger.

3.1*1、
3.2*1

5.2　各種メッセージと対処方法
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
696 サンプルレートが 500kS/s より速い場合、または

10kS/s より遅い場合はウェーブウィンドウトリガ
は使用できません。

レコード長が 25kW より短い場合は T/Div を
10msec/div より遅くしてください。

The wave window trigger cannot be used if the 
sampling rate is faster than 500 kS/s or slower than 10 
kS/s.

When a record length is shorter than 25k, set a T/div 
slower than 10ms/div.

3.1*1

697 レンジオーバーです。適切なレンジに変更して再
度シャントキャルを行ってください。

Range over.
Change to an appropriate range then retry shunt 
calibration.

2.6*1

698 SD カード記録した波形に対して、統計処理は実行
できません

Statistical processing cannot be performed on SD Card 
Recording waveforms.

8.2*1

699 次のスロットでは、モジュール内のファームと書
き換え用ファームウェアのバージョンが同じなの
で、書き換えは実行されませんでした。
オーバビュー画面でバージョンを確認してください。

Firmware was not overwritten in the following slots, 
since the version of the firmware in the module and 
that of the replacement firmware were the same. (Check 
the versions on the overview screen. )

5.6

700 SD 数値記録が ON の状態で、この操作は実行でき
ません。

Cannot be executed when SD numeric recording is ON. 3.2*1

702 全てのサーチ条件が OFF になっています。
いずれかの条件を ON にしてサーチを実行してく
ださい。

All search conditions are off.
At least one condition should on.

16.1*1

703 サーチソースの表示が OFF になっています。
サーチ実行の際にはソース波形の表示を ON にし
て実行してください。

Display setting of search source is off.
Set it to on.

16.1*1

704 Time/div が 100msec/div より速い場合は時刻サー
チはできません。

Cannot execute Time search while T/div is faster than 
100msec/div.

3.1*1、
16.4*1

707 サーチ可能な最大数（1000 個）に達したのでこれ
以上のサーチはできません。

Cannot execute search while searched No. reached 
Maximum(1000).

－

708 オートスクロール中は設定または実行できません。
オートスクロールを停止してください。

Cannot execute or set while AutoScroll processing.
Stop AutoScroll.

14.3*1、
15.3*1

710 SD カード記録したデータに対しての
- サーチ
- WAV:SEND? 出力

は実行できません。

Cannot do these operations on SD Card Recording 
waveforms.

- Search
- WAVeform:SEND?

－

712 GO/NO-GO 条件が設定されていないので測定ス
タートできません。

Cannot start while No GO/NO-GO condition. 13 章 *1

713 10div に満たない波形、データ数が 2,000 点に満た
ない波形、または 10,000,000 点を超える波形から
判定ゾーンを作ることはできません。

Cannot make wave zone from less than 2,000 points 
data, from more than 10,000,000 points data, or from 
less than 10division data.

－

715 USB Function が Storage の状態では SD カード記
録はできません。
また、SD カード記録中は USB Function の設定を
変更することはできません。

Cannot start while USB Function setting is Storage.
Cannot change USB Function setting while SD Card 
Recording. 

23 章 *2

717 この処理は中断できません。 Cannot abort this process. －
718 1 ファイルが 10 秒に満たない分割ファイルを作る

ことはできません。
Cannot start while time of one file is less than 10sec. 3.1*1、

3.2*1

719 タイムベース設定が外部クロックの場合には時刻
サーチはできません。

Cannot execute Time search when the time base 
setting is to be an External clock.

16.4*1

721 レコード長が 10k 未満の場合、サブチャネル数は
16 以下にしてください。

Set the sub-channel number less than 16 while the 
record length shorter than 10k.

－

723 アクションセーブにおいて、フォルダー作成がオ
フになっている場合、1000 回以上のアクイジショ
ンはできません。

Cannot start action, when action folder mode is off and 
acquisition count is more than 1000.

20.4*1

732 全アイテムの Display が OFF のため、メニューを
開くことができません。

Cannot open channel menu because of all items are 
display off.

－

734 DC オフセットキャンセルが有効になっている場
合、ゲイン調整は設定できません。

Cannot set gain adjustment while DC Offset cancel is 
ON.

2.2*1

740 USB Function が Storage の状態では SD カードを
フォーマットできません。

Cannot format SD Card while USB Function setting is 
Storage.

6.2*1

741 以下のような場合は設定できません。
- サンプルレート以上の場合
- サンプルレートとの比が整数でない場合

Cannot set in the case as follows
- The value is more than sample rate.
- The ratio of sample rate is not integer.

－
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
745 サブチャネル番号 3 と 9 の FastCH に 17bit 以上の

ビットサイズを設定することはできません。
17bit 以上のデータを取得する場合は、他の FastCH
を使用してください。

It is not possible to set 17 or more as bit size to the 
FastCH of subchannel numbers 3 and 9.
Please use other FastCH for 17 or more bits of data.

2.12*1

746 次の FastCH、SlowCH の Input が ON になってい
る場合、17bit 以上のデータを取得することはでき
ません。
次の FastCH、SlowCH の Input を OFF にしてくだ
さい。

If the input of the next FastCH or SlowCH is set to ON, 
bit size cannot be set to 17 or more.
Please turn OFF the input of the next FastCH or SlowCH 
to get 17 or more bits of data.

2.12*1

747 前の FastCH のビット長が 17bit 以上になっている
場合、この FastCH、SlowCH を取得することはで
きません。
前の FastCH のビット長を 16 以下にしてください。

If the bit size of the previous FastCH is 17 or more, it is 
not possible to get this FastCH or SlowCH.
Please set 16 or fewer as bit size to the previous FastCH.

2.12*1

748 SD カード記録の場合、100ms/div よりはやい T/div
でスタートできません。

Cannot start with T/div faster than 100ms/div for SD 
card recording.

3.1*1、
3.2*1

751 パスワードが間違っています。
正しいパスワードを入力してください。

Your password is incorrect. 
Please enter the correct password.

－

設定エラー (800 〜 899)
コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
800 日付・時刻の設定が正しくありません。

正しく設定してください。
Illegal date-time.
Set the correct date and time.

－

801 以下のようなファイル名は設定できません。
- 32 文字以上。
- 使用不可能な文字が含まれている。
- MS-DOS の制限ファイル名。

別のファイル名を入力してください。

Cannot set these file name.
- Over 32 characters.
- Contains character which are not allowed.
- Inhibit MS-DOS file name.

Enter an other file name.

6.3*1

802 レコード記録中は設定できません。 Cannot set while recording. 3.1*1、
3.2*1

804 GO/NO-GO 実行中は、設定の変更はできません。
GO/NO-GO を中止 ( 測定を停止 ) してください。

Cannot change settings during GO/NO-GO.
Stop the GO/NO-GO （Stop the Acquire） .

13 章 *1

806 A トリガが X 以外の場合は、設定できません。対
応する条件 A のチャネルの状態を "X" にしてくだ
さい。

Cannot be changed when trigger A is not X.
Set the state of the channel corresponding to
condition A to 'X'.

4.7*1 ～
4.12*1

808 チャネル表示が OFF のとき、または Math の設定
が無効のときは設定できません。チャネル表示を
ON にするか、演算を設定してください。

Cannot change when Channel Display is OFF or Math 
settings are invalid.
Set the channel display ON or make appropriate Math 
settings.

2 章 *1、
9 章 *1

809 外部クロックの時は、設定できません。 Cannot change when External Clock is active. 3.1*1、
3.2*1

814 SD カード記録中は設定の変更はできません。
START/STOP キーを押して SD 記録を中止してくだ
さい。

Cannot change settings while SD Card recording.
Stop SD recording.

－

815 アクションモード中は、設定の変更はできません。
アクションを中止してください。

Cannot change settings during Action mode.
Stop the Action.

3.1*1、
3.2*1

816 入力モジュールが装着されていない CH は設定で
きません。

Cannot set the channels which do not have modules 
installed.

2 章 *1、
5.6*2

817 設定または実行できません。 Cannot Set or Execute. －
818 トリガモードが Single,OnStart の場合は、アクイ

ジションモードを Average に設定できません。
If the trigger mode is set to Single or OnStart, the 
acquisition mode cannot be set to Average.

3.1*1

819 アクイジションモードがアベレージの時は、トリ
ガモードを Single,On Start に設定できません。

If the acquisition mode is Average, the trigger mode 
cannot be set to Single or OnStart.

4.1*1

820 現在のレコード長では、設定できません。 The acquisition mode cannot be set in the current 
record length.

－

822 サーチ実行中は、設定または実行できません。
サーチを中止してください。

Cannot be configured or executed during the search 
operation.

16 章 *1

824 そのレコードは選択できません。 The record cannot be selected. 17.1*1

825 ヒストリレコードが存在しません。 History record does not exist. 17.1*1
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
826 演算中は、設定または実行できません。

ヒストリ Display Mode を One にすると中止しま
す。

Cannot be configured or executed while computation 
is in progress.
Aborted when history display mode is set to One.

17.1*1

827 ヒストリ All 表示更新中は、設定または実行できま
せん。
ヒストリ Display Mode を One にすると中止します。

Cannot be configured or executed while updating the 
history all display.
Aborted when history display mode is set to One.

17.1*1

829 次の場合はゾーンの編集を行うことができません。
・メインウィンドウを表示していないとき。
・対象波形を表示していないとき。

Zones cannot be edited in the following cases:
* When the main window is not displayed.
* When the relevant waveform is not displayed.

13.1*1

830 ゾーン波形が存在しません。 The zone waveform does not exist. 13.1*1

831 ゾーン編集中です。
他の操作を行う場合は、ゾーン編集メニューを終
了してください。

The zone is being edited.
To perform other operations, exit zone editing.

13.1*1

832 次の場合はゾーン判定を行うことができません。
・メインウィンドウを表示していないとき。
・対象波形を表示していないとき。
・ゾーン波形が存在しないとき。

Zones determination is not possible in the following 
cases:
* When the main window is not displayed.
* When the relevant waveform is not displayed.
* When the zone waveform does not exist.

2 章 *1、
10.1*1

11.2*1、
14.2*1、
15.2*1

833 統計メジャー実行中です。
他の操作を行う場合は、統計メジャーを中止して
ください。

Processing statistics.
To perform other operations, abort the statistical 
processing.

8.2*1

834 解析対象になるチャネルがない、もしくは設定不
可能なチャネルを指定しました。

There are no channels to be analyzed,
or you specified a channel that can not be set.

－

835 アクイジションモードがアベレージの場合は設定
できません。

Cannot be set when the acquisition mode is set to 
average.

3.1*1

836 V Scale が SPAN のときは変更できません。 Cannot be changed when VScale is SPAN. 2.2*1

837 SD カード記録の場合、この設定はできません。 Cannot be set during SD Card recording. －
840 ロール表示中は、20sec/div~3day/div の設定変更

はできません。
Cannot be set to a range of 20 sec/div to 3 day/div 
during roll display.

3.1*1、
3.2*1

841 現在のレコード長では表示チャネルが多すぎて設
定できません。レコード長を短くしてください。

Cannot be set because there are too many display 
channels at the current record length.
Shorten the record length.

3.1*1

845 アキュムレートが On の時には History のパラメー
タ変更はできません。アキュムレートを Off にし
てから変更してください。

Cannot change the History parameter when 
accumulate is ON.
Turn OFF accumulate first.

5.3*1

847 本モジュールはウエーブウインドウトリガの設定
はできません。

Cannot set On this module. －

848 ひずみモジュールが装着されていない CH は設定
できません。

Settings can not be entered for channels on which no 
strain module is mounted.

－

849 設定できません。 Setting error. －
850 Trace に周波数モジュールが指定されている場合、

この設定はできません。
Cannot be set when the trace is set to a frequency 
module.

－

852 FFT ウィンドウ表示中は Math を OFF できません。 Cannot set Math to OFF while FFT Window ON. 10.1*1

853 このトレースは既に設定されているので選択でき
ません。

Cannot select this trace because it already selected. －

854 現在の表示チャネル数ではレコード長が長すぎて
設定できません

Because a record length is too long, it can't be set up 
by the present number of indication channels.

2 章 *1、
3.1*1

855 繰り返し測定中は、ヒストリ数が「１」になるよ
うなレコード長に設定することはできません。
ヒストリが１回の測定は、トリガモードを OnStart
または Single にするか、Auto かつ 100ms/div よ
り遅い T/Div にして実行して下さい。

Cannot change to such Record length while running.
Set the trigger mode to Auto and decrease T/Div to 
less than 100 msec/div to enable roll mode, or set the 
trigger mode to Single or On Start.

－

856 測定していなかったチャネルを On にすることは
できません。

Cannot Display setting to On.
This CH didn't acquisition to memory.

2 章 *2

858 アクションモードが ON の状態では設定できません。Cannot set while action mode is on. 3.1*1

868 JIS 第 2 水準の文字が含まれているので、設定でき
ません。

Cannot be specified because characters in the JIS 
level-2 kanji set are included.
Create the file on the local drive, and then copy it to 
the network drive.

－

869 Go-Nogo モードの場合には設定できません。
Go-Nogo の設定を Off にしてください。

Cannot set while Go-Nogo mode.
Turn Off Go-Nogo mode first.

13 章 *1

5.2　各種メッセージと対処方法

*1	 別冊のユーザーズマニュアル [ 操作編 ](IM DL350-02JA)
*2	 別冊のユーザーズマニュアル [ 機能編 ](IM DL350-01JA)
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
870 サブチャネルの入力が全て OFF になっています。

一つ以上のサブチャネルを ON にしてください。
All sub-channel inputs are off.
At least one inputs should on.

2.3*1、
2.5*1

871 Math 対象の有効なチャネルが有りません No effective channel for Math Setup. －
875 アキュムレート設定が ON の場合は設定または測

定開始できません。
アキュムレートを Off にしてください

Cannot change or START when accumulate is ON.
Turn OFF accumulate first.

5.3*1

879 Math または FFT ウィンドウが On の状態では
GoNogo を指定することはできません。

Cannot set GoNogo mode while Math or FFT Window 
is On.

9 章 *1、
10 章 *1

881 スタート中に ValueType が Float の CH 設定は変更
できません。

Cannot set for CH which ValueType is Float while 
running.

－

883 メモリーの容量制限により、Input ON に設定でき
ません。

Cannot set Input to ON with limit of memory capacity. 2.10*1、
2.11*1、
2.12*1

885 サブチャネル付きモジュールを装着している場合
はズーム率に制限があります。

Zoom rate is limited while installed a module which 
has sub-channels.

－

890 LIN バスモニタでは Float データを使用できません。LIN Monitor does not support Float data. 2.11*1

892 FFT Window を使用しているので、Math のオペレー
ションを変更できません。

Cannot set Math operation while FFT window is open. 10.1*1

893 そのアイテムはロジック波形に対して演算できな
いので、設定できません。

Cannot set that item.
It cannot be measured for Logic module.

8.1*1

894 以下の場合 DC オフセットキャンセル設定を ON
にできません。
入力設定において、

・Coupling が DC でない場合
・�一度もオフセットキャンセルを実行していない

場合

Cannot set DC Offset Cancel to ON due to following 
case.
- Coupling is not DC.
- Not execute DC Offset Cancel.

2.2*1、
3.6

895 1 回目と 2 回目のパスワード入力が違います。
2 回目のパスワード入力をやり直してください。

The password entered the first time is different from 
the password entered the second time.
Reenter the password for the second time.

－

896 サブチャネルのサンプル間隔が 1 秒以上 ( サンプ
ルレートが 1S/ 秒以下 ) になるような設定はでき
ません。

It is not possible to set the subchannel sample interval 
to be 1 second or more.
(sample rate to be 1S/s or less.)

3.1*1、
3.2*1

897 メモリーレコーダモードの時、この機能は使用で
きません。

This function cannot be used when
the recorder mode is set.

－

898 内部クロックの時は、設定できません。 Cannot change when Internal Clock is active. －

システムエラー (900 〜 999)
コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
901 設定データがバックアップできませんでした。初

期化します。バックアップ用電池が消耗している
可能性があります。

Failed to backup setup data.
Will initialize.
Backup battery may be low.

－

903 USB デバイスの消費電力が、USB ハブの電力供給
能力を超えています。

The USB device's power consumption exceeded the 
capacity of the USB hub.

－

904 SD カード書き込みバッファがオーバランしました。
サンプルレートを下げるか CH 数を減らして使用
してください。

Lower the sample rate or reduce the number of 
measuring channels.

2 章 *1

905 SD カード書き込みバッファがオーバランしました。
サンプルレートを下げるか CH 数を減らして使用
してください。

Lower the sample rate or reduce the number of 
measuring channels.

2 章 *1

906 冷却ファンが停止しています。
サービスが必要です。
シャットダウンします。

Fan stopped.
Maintenance service is required.
It will shutdown.

－

907 機器内部温度異常を検出しました。
サービスが必要です。電源を遮断します。

Internal temperature is too high.
Maintenance service is required.
It will shutdown automatically.

－

909 SD カードがフル状態になりました。 SD Card is full. 6.10*1

910 キーがプロテクトされています。
プロテクトキーを押すかパスワードを入力してプ
ロテクトを解除してください。

Key protect is enabled.
To release the protection, press the PROTECT key or 
enter the password.

20.5*1

5.2　各種メッセージと対処方法

*1	 別冊のユーザーズマニュアル [ 操作編 ](IM DL350-02JA)
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コード 日本語メッセージ 英語メッセージ 章 /節
912 電源・CPU 部のファンが停止しました。

サービスが必要です。電源を遮断します。
Fan for CPU stopped.
Maintenance service is required.
It will shutdown automatically.

－

913 LCD バックライトが異常です。
サービスが必要です。

LCD BackLight Failure.
Maintenance service is required.

－

915 本機器では使用できないモジュールが挿入されて
います。

It installed the module which cannot support by this 
machine.

－

917 ハードウェアコンフィギュレーションエラーが発
生しました。
機器を再起動してください。
繰り返し発生する場合はサービスが必要です。

Hardware configuration error occurred.
Restart this machine.
If it occurred again, maintenance service is required.

2.9

918 イメージファイル作成処理中に異常が発生しまし
た。

Error occurred while ImageFile process. －

919 システムエラー発生中はキー操作できません。 Key operate not available while system error occurred －
920 内蔵機器のファームウェアバージョンアップに失

敗しました。
Firmware overwriting error occurred. －

922 GPS モジュールが正常に動作していません。 GPS module does not work. 2.22
923 本体設定を変更しました。

初期化します。
Setting was changed.
Will initialize.

－

930 モジュール情報の読み出しに失敗しました。
（Slot1）

Slot 1 EEPROM error. －

931 モジュール情報の読み出しに失敗しました。
（Slot2）

Slot 2 EEPROM error. －

938 内蔵フラッシュ書き込みエラーを検出しました。 Internal flash write error. －
939 内蔵フラッシュベリファイエラーを検出しました。Internal flash verify error. －
940 温度異常を検出したため、シャットダウンします。Because abnormal temperature was detected, then it 

will shut down.
－

941 想定外のバッテリーを検出したため、シャットダ
ウンします。

Because an unspected battery was detected, then it 
will shut down.

2.5

942 USB 過電流を検出したため、USB の電源を遮断し
ました。
接続している USB 機器をはずして、再起動してく
ださい。

Because USB overcurrent was detected, the USB power 
was turned off.
Please disconnect the connected USB device and 
restart it.

2.9

943 GPS 過電流を検出したため、GPS の電源を遮断し
ました。
GPS ユニットをはずして、再起動してください。

Because GPS overcurrent was detected, the GPS power 
was turned off.
Please disconnect the GPS unit and restart it.

2.22

944 モジュールの挿抜を検出したため、アクイジショ
ン動作を停止しました。
再起動してください。

Because module insertion/removal was detected, 
acquisition was stopped.
Please restart it.

2.9

945 バッテリー残量が減っています。
ただちに DC 電源に接続してください。

Low Battery.
Please connect to another power supply immediately.

2.6、2.7

946 バッテリー残量が無くなったためシャットダウン
します

Because a battery residual quantity disappeared, It will 
shutdown.

2.9

947 バッテリー電圧が低下しています。
ただちに DC 電源に接続してください。

Battery voltage is low.
Please connect to another power supply immediately.

2.6、2.7

Note
サービスが必要なときは、念のためもう一度初期化を行ってみてください。

5.2　各種メッセージと対処方法
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5.3 自己診断 ( セルフテスト ) をする

ここでは、本機器のキーボード、メモリー、SD カードインタフェースが正常に動作しているかをテ
ストする方法について説明しています。

・	 テストの種類
・	 テストの実行

1. 	 波形画面のMENUから Utility[ ユーティリティ ] > Selftest[ セルフテスト ]をタップします。
次のメニューが表示されます。

				  

テストの種類の設定

ソフトキーボードテスト ( テストの種類を Keyboard に設定した場合 )

テストの実行

テストの種類の設定 (Self Test)
Keyboard：	� フロントパネルの操作キーが正常かどうかのテストと、ソフトキーボードで正常に入力

できるかをテストします。操作キーは、押したキーの名称が反転表示されれば正常です。
ソフトキーボードは、選択した文字が入力できれば正常です。

Memory：	� 内部の CPU ボードの RAM/ROM が正常かどうかをテストします。「Pass」が表示されれ
ば正常です。エラーの場合は、「Error」が表示されます。

			�   このテストを実行すると、USB ストレージを使用できなくなります。このテストの終了
後、本機器を再起動してください。

SD Card：	� SD カードインタフェースが正常かどうかをテストします。エラーの場合は、「Error」が表
示されます。

Version Up：	� セルフテストではありません。この項目を実行すると、装着されているモジュールで、バー
ジョンアップ可能なモジュールのファームウェアをバージョンアップします。元に戻せま
せん。この機能は、保守用の機能です。当社からこの機能を実行するよう指示があった場
合にだけ、操作してください。詳細は 5.5 節をご覧ください。

TouchPanel：	�タッチパネルのキャリブレーションをします。(5.4 節を参照 )

セルフテストでエラーになった場合
下記の操作をしても、エラーになる場合は、お買い求め先までご連絡ください。

・	 再度、セルフテストを数回実行する。
・	 テスト対象メディアが挿入されているか確認する。
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5.4 タッチパネルのキャリブレーションをする

タッチパネルのタッチ位置と反応位置がずれている場合、キャリブレーションをして、タッチ位置と
反応位置を合わせます。
USB マウスが接続されているとキャリブレーションができません。キャリブレーションをする場合は、
一度電源をオフにしてから USB マウスを外してください。

1. 	 波形画面のMENUから Utility[ ユーティリティ ] > Selftest[ セルフテスト ]をタップします。
次のメニューが表示されます。

				  

2. 	 Type[ タイプ ]をタップし、TouchPanel[ タッチパネル ]を選択します。
3. 	 Test Exec[ テスト実行 ]をタップします。

4. 	 表示される +を順次、タップします。
	 本機器は、指がタッチパネルから離れた位置を調整点として認識します。
	 + が２点表示された場合は、2 点の + を同時にタップしてください。

次の 6 種類の画面をタップするとキャリブレーションが完了し、操作 1 の画面に戻ります。

Note
キャリブレーション中に START/STOP、TRIGGER、SAVE キーを押すと、キャリブレーションを中止します。キャ
リブレーションを中止した場合、中止するまでのキャリブレーションデータは反映されず、以前のキャリブ
レーションデータで動作します。
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2 点を同時にタップ

				  

2 点を同時にタップ

				  

2 点を同時にタップ

				  

2 点を同時にタップ

5.4　タッチパネルのキャリブレーションをする
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メンテナンスモードでのキャリブレーション
	 適切にキャリブレーションできなかったためにタッチ位置が大きくずれてしまい、メニュー操作に

よるタッチパネルのキャリブレーションができなくなった場合は、下記の操作に従って、メンテナ
ンスモードで再度キャリブレーションをしてください。

1. 	 START/STOPを押しながら電源をオンにします。メニュー画面が表示されるまで START/STOP
を押し続けてください。

	 メンテナンスメニューが表示されます。

			 

通常に再起動
工場出荷時の設定に初期化して再起動

DL350 のファームウエアのバージョ
ンアップ

タッチパネルのキャリブレーション画面
の表示

Normal Start
Start with Reset
Start with Calibrate the Touch Panel
Install the Application

Maintenance Menu

2. 	 TRIGGERで Start with Calibrate the Touch Panelを選択します。
3. 	 START/STOPを押します。
	 タッチパネルのキャリブレーション画面が表示されます。
4. 	 5-12 ページの操作 4. に従って、再度キャリブレーションをしてください。

Note
タッチパネルのキャリブレーション以外の機能については、5.8 節をご覧ください。

5.4　タッチパネルのキャリブレーションをする
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5.5 モジュールのファームウェアを更新する

ここでは、本機器に装着しているモジュールのファームウェアをバージョンアップする方法について
説明しています。
この機能は、保守用の機能です。当社からこの機能を実行するよう指示があった場合にだけ、操作し
てください。

1. 	 波形画面のMENUから Utility[ ユーティリティ ] > Selftest[ セルフテスト ]をタップします。
次のメニューが表示されます。

				  

2. 	 Type[ タイプ ]をタップし、VersionUp[ バージョンアップ ]を選択します。次のメニューが表
示されます。

				  

モジュールのファームウェア更新を実行

バージョンアップを実行すると、装着しているモジュールでバージョンアップ可能なものはすべて更
新されます。
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5.6 システムの状態を確認する ( オーバービュー )

ここでは、本機器のシステム情報を一覧表示する方法について説明しています。

1. 	 波形画面のMENUから Utility[ ユーティリティ ] > Overview[ オーバビュー ]をタップします。
次の画面が表示されます。

				  

表示内容
Model 形名
Serial No 計器番号
Slot 各スロットに装着されているモジュールの形名と計器番号 *

Options オプション ( 装着されているオプションを表示 )
Default Language デフォルト言語
Information ファームウェアのバージョン No. と日付など
*	 次のモジュールが装着されている場合、そのスロットの計器番号も表示されます。

720211、720250、720254、720268、720266、720281、720221、720241、720243
	 上記以外のモジュールの計器番号は表示されません。



5-17IM DL350-03JA

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
保
守
・
点
検

1 

2 

3 

4 

5

6

付

索

5.7 本機器にオプションを追加する

ここでは、本機器をお買い上げ後に、付加仕様 ( オプション ) を追加する方法について説明しています。
ファームウェアバージョン 1.10 以降の製品に、オプションを追加できます。
詳細については、オプション追加ライセンスに付属しているユーザーズマニュアルをご覧ください。

ライセンスキー
次の項目をお買い求め先にご連絡のうえ、オプション追加ライセンスをご購入ください。

・	 本機器の計器番号
・	 追加するオプションの仕様コード
ライセンスキーは、オプションライセンスの製品情報シートに記載されています。

オプションの追加
1. 	 波形画面のMENUから Utility[ ユーティリティ ] > System[ システム ]をタップします。シス

テム画面が表示されます。
2. 	 Others[ その他 ]タブをタップします。
3. 	 Option Installation[ オプション追加 ] エリアの Enter License Key[ ライセンスキー入力 ]をタッ

プします。

				  

ライセンスキーの入力
→オプション追加ライセンスに付属している

ユーザーズマニュアル (IM 709830-01JA) 参照

再起動
本機器を再起動してください。追加オプションを使用できるようになります。

システム情報の確認
オプションが追加されていることを確認するため、本機器のオーバービュー画面で、システム情報を
確認してください。オーバービュー画面の表示方法については、5.6 節をご覧ください。

Note
本機器ケースの銘板に記載の SUFFIX( 仕様コード ) は、工場出荷時のオプションの項目を示しています。オ
プション追加ライセンスによりオプションを追加したあとは、本機器のオーバービュー画面でオプションの
項目を確認してください。
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5.8 メンテナンスメニューについて
メンテナンスメニューでは、以下の操作を行えます。

・	 工場出荷時の設定に初期化
・	 タッチパネルのキャリブレーション
・	 本機器のファームウエアのバージョンアップ

1. 	 START/STOPを押しながら電源をオンにします。メニュー画面が表示されるまで START/STOP
を押し続けてください。

	 メンテナンスメニューが表示されます。

			 

通常に再起動
工場出荷時の設定に初期化して再起動

DL350 のファームウエアのバージョ
ンアップ

タッチパネルのキャリブレーション画面
の表示

Normal Start
Start with Reset
Start with Calibrate the Touch Panel
Install the Application

Maintenance Menu

2. 	 TRIGGERで項目を選択し、START/STOPを押します。
	 Normal Start：	 通常に再起動します。
	 Start with Reset：	 工場出荷時の設定に初期化して再起動します。
		  3.7 節の Preparation[ セットアップ ] では初期化できない下記項目も

初期化されます。
		  ・ 通信に関する設定
		  ・ 日本語 / 英語の言語設定
		  ・ システムモード
		  ・ ネットワークの設定
		  ( 日付時刻は初期化されません )
	 Start with Calibrate the Touch Panel：	 タッチパネルのキャリブレーション画面が表示されま

す。
	 Install the Application：	 本機器のファームウエアをバージョンアップします。バージョンアッ

プファイルがない場合は、エラーメッセージが表示されます。SAVE
を押すとエラーメッセージが消えます

		  バージョンアップの詳細については、当社 Web ページからダウンロー
ドしたバージョンアップ用の説明書をご覧ください。
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5.9 電源ヒューズを交換する

	 警　　告
・	 火災防止のため指定された定格 ( 電流・電圧・タイプ ) のヒューズだけを使用してください。
・	 必ず電源をオフにして、DC 電源コードを抜いてから、ヒューズの交換をしてください。
・	 ヒューズホルダーを短絡しないでください。

指定定格
本機器で使用している電源ヒューズは、次のものです。

・	 最大定格電圧：250V
・	 最大定格電流：10A
・	 タイプ：タイムラグ
・	 部品番号：A1637EF

交換方法
次の方法で電源ヒューズを交換してください。

1. 	 電源をオフにします。
2. 	 DC 電源コードを DC 電源コネクタから抜きます。
3. 	 本機器の右サイドパネルにあるヒューズホルダーの凹部にマイナスドライバの先を当て、ドラ

イバを回して、ヒューズホルダーを取り外します。
4. 	 ヒューズホルダーに装着されている、切れたヒューズを取り出します。
5. 	 新しいヒューズをヒューズホルダーに装着し、ヒューズホルダーを元の場所に取り付けます。

				  

FU
SE

T 1
0A

25
0V ヒューズホルダー
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5.10 交換推奨部品

使用状況により寿命や交換周期が異なります。下表は目安としてご覧ください。
部品交換やご購入はお買い求め先にお申し付けください。

寿命がある部品
部品名称 寿命
バッテリパック 充放電回数　約 300 回
液晶バックライト 通常の使用状態で、約 100000 時間

消耗部品
	 下記の周期での交換をおすすめします。
部品名称 推奨交換周期
冷却ファン 4 年
バックアップ電池 ( リチウムバッテリ ) 5 年
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5.11 廃棄方法

本機器を廃棄するときは、廃棄する国、地域の法令に従って廃棄してください。
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6.1 測定入力部

項目 仕様
形状 プラグイン入力ユニット形式
スロット数 2
最大入力チャネル数 8CH ( 両スロットに 4CH モジュールを使用時） + 本体標準ロジック 16bit

32CH ( 両スロットに 16CH モジュールを使用時） + 本体標準ロジック 16bit
240CH ( 両スロットに 720240、720242 もしくは 720241 モジュールを使用時 ) + 標準ロジック 
16bit)

メモリ容量 合計 200M ポイント (1 スロットあたり 100M)

6.2 メモリーレコーダモード機能

波形の取り込み / 表示
項目 仕様
記録条件 設定時間記録 スタートから設定した時間分のデータを記録

連続記録 ストップ前の設定した時間分のデータを記録
トリガ開始 トリガから設定した時間分のデータを記録
トリガ終了 トリガ前の設定した時間分のデータを記録

アクイジションモード ノーマル 通常の波形取り込み
エンベロープ 時間軸設定によらず、最高サンプルレートでピーク値を保持

記録時間 10 秒～ 50 日
サンプリング周期 1µs ～ 200ms(1-2-5 系列 )
記録終了時のアクション 画面イメージデータの保存、波形データの保存、ブザー通知、メール送信
SD 記録 ( バイナリ形式 ) サンプリング周期 使用チャネル数に依存 最短 10µs(10CH 使用時 )*1

最大記録点数 5G ポイント ( 使用モジュールによる制限あり）
動作概要 アクイジションと同時に、バイナリ形式でデータを格納

SD 記録 ( アスキー形式 ) 記録間隔 1、 2、 5、 10、 15、 20、 30s、 1、 2、 5、 10、 15、 20、 30、 60min
最大記録容量 2GByte
動作概要 設定した記録間隔ごとにテキスト形式でデータ格納

イベント記録 イベント入力端子により最大 100 点までイベント記録可能
表示時間幅 1ms ～ 10s(1-2-5 ステップ )、20s、30s、40s、50s、60s、100s、200s、300s

10min ～ 60min (10min ステップ )、100min
2hour、5hour、10hour ～ 60hour(10hour ステップ )、80hour、100hour
5day、10day、20day、30day*2、40day*2、50day*2

ズーム 1 ウィンドウ
表示フォーマット TY 表示の 1、 2、 3、 4、 5、 6、 8、 12、 16 分割表示
最大表示トレース数 32 ( 標準ロジック 16bit、Math 含む）
X-Y 表示 アナログ入力波形、Math 波形から X 軸、 Y 軸を選択　最大 2 トレースの 1 ウィンドウ

*1	 SD カードによっては、10µs 以上となる場合あり
*2	 リアルタイム記録時のみ

垂直軸
項目 仕様
垂直軸設定 測定レンジで設定
チャネルの On/Off CHn、 CHn_m、 Mathn 独立に On/Off
垂直軸方向の拡大 / 縮小 上下端スケール設定
リニアスケーリング Ax+B モード、または P1-P2 モードで設定可　( 電圧、ひずみ、周波数のみ )

第 6章	 仕様
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トリガ部
項目 仕様
トリガレベル設定範囲 0 を中心に±測定レンジ
トリガヒステリシス 電圧測定時： レンジの± 1%、± 5%、± 10% から選択

温度測定時： ± 0.5℃、± 1.0℃、± 2.0℃から選択
ひずみ測定時： レンジの± 2.5%、± 12.5%、25% から選択
加速度測定時： レンジの± 1%、± 5%、± 10% から選択
周波数測定時： レンジの± 0.1%、± 5%、± 10% から選択
CAN、CAN FD、 
LIN、 SENT：

スパン幅の± 0.1%、± 5%、± 10% から選択

マニュアルトリガ 専用キー操作
トリガソース CHn、CHn_m( 任意の入力チャネル、ロジック時はビット指定 )、外部トリガ

時刻
トリガタイプ エッジ 立ち上がり、 立ち下がり、 立ち上がり / 立ち下がり　( ロジックは立ち上がり、 立ち下がり

のみ )
時刻 日付 ( 年 / 月 / 日 )、時刻 ( 時 / 分 / 秒）
OR エッジの OR 条件でトリガ　（含む Window トリガ）
AND ステートの AND 条件でトリガ　（含む Window トリガ）

解析
項目 仕様
カーソル T-Y 波形 Horizontal、Vertical、H&V、Marker、Degree

X-Y 波形 Horizontal、Vertical、H&V、Marker
FFT 波形 Marker、Peak

波形パラメータの自動測定
測定項目 アナログ波形、Math

PP、 Amp、 Max、 Min、 High、 Low、 Avg、 Mid、 Rms、 Sdev、 +Over、 −Over、
Rise、 Fall、 Freq、 Period、 +Width、 −Width、 Duty、 Pulse、 Burst1、 Burst2、 Avg.Freq、
AvgPeriod、 Int1TY、 Int2TY、 Int1XY、 Int2XY、 Delay
1 サイクルモード　有り

ロジック波形
Freq、 Period、 Pulse、 Duty、 Avg.Freq、 Delay

統計処理 統計項目：Max、 Min、 Avg、 Sdv、 Cnt
最大サイクル数	 10000
最大測定範囲	 100M ポイント

サイクル統計処理 1 周期ごとに波形パラメータを自動測定し、それらを統計処理する
波形演算 演算子	 ＋、－、×、÷、2 値化、シフト、周波数、周期、移動平均 (10 点 )、RMS

演算長さ	 最大 2M ポイント (1 波形使用時 )
FFT タイプ：	 LS、 RS、 PS、 PSD

時間窓：	 Hanning、 Hamming、 FlatTop、 Rectangle
演算点数：	1k、2k、5k、10k、20k、50k、100k

高調波解析
最大同時解析数 ライン 8ch、電力 1 系統
基本波 50Hz、60Hz、自動設定
FFT 点数 2048 点
解析次数 基本波～ 40 次
ウィンドウ幅 10 周期 (50Hz 時 )、12 周期 (60Hz 時 )、8 周期 ( 自動時 )
高調波解析種類 高調波実効値、含有率、位相角、ひずみ率 (IEC、 CSA)、全実効値
電力解析 単相 2 線式 (1P2W)、単相 3 線式 (1P3W)、三相 3 線式 (3P3W) から選択
解析結果表示 ライン 8ch、電力 1 系統から、1 つを選択して表示

表示形式：リストまたは棒グラフ
解析結果記録 解析した結果をすべてメディアに記録可能

データ形式：CSV

6.2　メモリーレコーダモード機能
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6.3 スコープモード機能

波形の取り込み / 表示
項目 仕様
アクイジションモード ノーマル 通常の波形取り込み

エンベロープ 時間軸設定によらず、最高サンプルレートでピーク値を保持
アベレージング アベレージ回数 : �2 ～ 65536 (2n ステップ )、   

Infinite ( 減衰定数 2 ～ 256 2n ステップ )
レコード長 10k、 25k、 50k、 100k、 250k、 500k、 1M、 2.5M、 5M、 10M、 25M、 50M、 100M
時間軸設定範囲 1µs/div ～ 1s/div(1-2-5 ステップ )、2s/div、3s/div、4s/div、5s/div、6s/div、8s/div、10s/div、

20s/div、30s/div、1min/div ～ 6min/div (1min ステップ )、8min/div、10min/div、12min/div、
30min/div、1h/div ～ 6h/div(1h ステップ )、8h/div、10h/div、12h/div、 
1day/div ～ 5day/div(1day ステップ )

アクイジション終了時の 
アクション

画面イメージデータの保存、波形データの保存、ブザー通知、メール送信

SD 記録 ( バイナリ形式 ) サンプリングレート 使用チャネル数に依存 最高 100kS/s(10CH 使用時 )*1

最大記録点数 20G ポイント ( 使用モジュールによる制限あり）
動作概要 アクイジションと同時に、バイナリ形式でデータを格納

イベント記録 イベント入力端子により最大 100 点までイベント記録可能
ズーム 2 ウィンドウ
表示フォーマット TY 表示の 1、 2、 3、 4、 5、 6、 8、 12、 16 分割表示
最大表示トレース数 32 ( 標準ロジック 16bit、 Math 含む）
X-Y 表示 アナログ入力波形、Math 波形から X 軸、Y 軸を選択　最大 2 トレースの 1 ウィンドウ
ヒストリ機能 最大 1000 ヒストリ
アキュムレート 波形重ね描き（回数は無限回 )

*1	 SD カードによっては、100kS/s 以下となる場合あり

垂直軸 / 水平軸
項目 仕様
垂直軸設定 スケール /div
チャネルの On/Off CHn、 CHn_m、 Mathn 独立に On/Off
垂直軸方向の拡大 / 縮小 × 0.1 ～ × 100( モジュール種類により異なる ) 

上下端スケール設定 切り替え
垂直ポジション設定 ± 5div の波形移動が可能
リニアスケーリング Ax+B モード、または P1-P2 モードで設定可（電圧、ひずみ、周波数のみ）
ロールモード表示 トリガモードが オート、シングル、即時スタートで、時間軸が 100ms/div 以上の時にロールモー

ド表示



6-4 IM DL350-03JA

トリガ部
項目 仕様
トリガモード オート、ノーマル ( 繰り返し )、シングル ( 単発 )、即時スタート
トリガレベル設定範囲 0 を中心に± 10div
トリガヒステリシス 電圧測定時： ± 0.1div、± 0.5div、± 1div から選択

温度測定時： ± 0.5℃、± 1.0℃、± 2.0℃から選択
ひずみ測定時： レンジの± 2.5%、± 12.5%、25% から選択
加速度測定時： レンジの± 0.1div、± 0.5div、± 1div から選択
周波数測定時： レンジの± 0.01div、± 0.5div、± 1div から選択
CAN、CAN FD、 
LIN、 SENT：

スパン幅の± 0.01div、± 0.5div、± 1div から選択

トリガポジション設定範囲 0 ～ 100%　( 表示レコード長を 100% として、設定分解能：0.1%)
トリガディレイ設定範囲 0 ～ 10s　( 設定分解能：10ns)
マニュアルトリガ 専用キー操作
シンプルトリガ

トリガソース CHn、CHn_m　( 任意の入力チャネル、ロジック時はビット指定 )、外部、時刻
トリガスロープ 立ち上がり、立ち下がり、立ち上がり / 立ち下がり　( ロジックは立ち上がり、立ち下がりのみ )
時刻トリガ 日付 ( 年 / 月 / 日 )、時刻 ( 時 / 分 / 秒 )、時間間隔 (10 秒～ 24 時間 )

エンハンストトリガ
トリガソース CHn、CHn_m　( 任意の入力チャネル、ロジック時はビット指定 )、EXT
トリガタイプ OR、AND、Wave Window、Edge On A、Period、Pulse Width

OR エッジの OR 条件でトリガ　（含む Window トリガ）
AND ステートの AND 条件でトリガ　（含む Window トリガ）
Wave Window 電源波形監視トリガ、対象チャネル数 最大 8

対象周波数 40 ～ 1kHz、設定分解能 1Hz、動作サンプルレート 10k ～ 500kS/s
Edge on A 条件 A 成立中の OR 条件でトリガ　（含む　Window トリガ）
Period 条件 T の周期が以下のいずれかの条件を満たしたときにトリガ

T>Time：	 設定時間以上　設定時間範囲 0.02µs ～ 10s 分解能 0.01µs
T<Time：	 設定時間以下　設定時間範囲 0.02µs ～ 10s 分解能 0.01µs
T1<T<T2：	 設定時間範囲内 設定時間 T1 0.02µs ～ 9999999.99µs T2 0.03µs ～ 10s 分解能 0.01µs
T<T1, T2<T：	設定時間範囲外 設定時間 T1 0.02µs ～ 9999999.99µs T2 0.03µs ～ 10s 分解能 0.01µs

Pulse Width 条件 B が成立してからの時間が以下のいずれかの条件を満たしたときトリガ
B>Time：	 条件 B 非成立までの時間が設定時間以上　設定時間 0.01µs ～ 10s 分解能 0.01µs
B<Time：	 条件 B 非成立までの時間が設定時間以下　設定時間 0.02µs ～ 10s 分解能 0.01µs
B Time Out：	条件 B 成立時間が設定時間以上　設定時間 0.01µs ～ 10s　分解能 0.01µs
B Between：	�条件 B 成立時間が設定時間以内のとき条件非成立でトリガ  

設定時間 T1  0.01µs ～ 9999999.99µs  T2  0.02µs ～ 10s  分解能 0.01µs

6.3　スコープモード機能
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解析
項目 仕様
カーソル T-Y 波形 Horizontal、 Vertical、 H&V、 Marker、 Degree

X-Y 波形 Horizontal、 Vertical、 H&V、 Marker
FFT 波形 Marker、 Peak

波形パラメータの自動測定
測定項目 アナログ波形、Math

PP、 Amp、 Max、 Min、 High、 Low、 Avg、 Mid、 Rms、 Sdev、 +Over、 −Over、
Rise、 Fall、 Freq、 Period、 +Width、 −Width、 Duty、 Pulse、 Burst1、 Burst2、 Avg.Freq、
AvgPeriod、 Int1TY、 Int2TY、 Int1XY、 Int2XY、 Delay
1 サイクルモード　有り

ロジック波形
Freq、 Period、  Pulse、 Duty、 Avg.Freq、 Delay

統計処理 統計項目：Max、 Min、 Avg、 Sdv、 Cnt
最大サイクル数　10000
最大測定範囲　メモリ上のデータの場合制限なし。 SD 記録波形の場合最大 100M ポイント

連続統計処理 波形を取り込みながらの統計処理
ヒストリ統計処理 ヒストリ波形ごとに波形パラメータを自動測定し、それらを統計処理する
サイクル統計処理 1 周期ごとに波形パラメータを自動測定し、それらを統計処理する

波形演算 演算子　＋、－、×、÷、2 値化、シフト、周波数、周期、移動平均 (10 点 )、RMS
演算長さ 最大 2M ポイント (1 波形使用時 )

FFT タイプ：LS、 RS、 PS、 PSD
時間窓：Hanning、 Hamming、 FlatTop、 Rectangle
アベレージ：時間軸、周波数軸
演算点数：1k、2k、5k、10k、20k、50k、100k

GO/NO-GO 判定 取得波形に対し判定基準により選択した動作を行う
ゾーン判定 判定ゾーン数最大 6、対象波形数最大 8、AND、OR で判定
パラメータ判定 最大 8 パラメータ ( 波形パラメータまたは高調波解析結果 ) の組み合わせで判定
判定時の動作 画面イメージデータの保存、波形データの保存、ブザー通知、メール送信

高調波解析
最大同時解析数 ライン 8ch、電力 1 系統
基本波 50Hz、60Hz、自動設定
FFT 点数 2048 点
解析次数 基本波～ 40 次
ウィンドウ幅 10 周期 (50Hz 時 )、12 周期 (60Hz 時 )、8 周期 ( 自動時 )
高調波解析種類 高調波実効値、含有率、位相角、ひずみ率 (IEC、 CSA)、全実効値
電力解析 単相 2 線式 (1P2W)、単相 3 線式 (1P3W)、三相 3 線式 (3P3W) から選択
解析結果表示 ライン 8ch、電力 1 系統から、1 つを選択して表示

表示形式：リストまたは棒グラフ
解析結果記録 解析した結果をすべてメディアに記録可能

データ形式：CSV

6.3　スコープモード機能
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6.4 時間軸

項目 仕様
時間軸確度 ± 0.001%
外部クロック入力 外部クロック入力端子よりクロック入力可能

6.5 表示部

項目 仕様
ディスプレイ 8.4 型カラー TFT 液晶ディスプレイ（抵抗膜方式タッチパネル )

表示画素数：800( 水平 ) × 600( 垂直 ) 
表示形式 T-Y ( 最大分割数 16、ズーム機能あり )、X-Y、FFT、高調波解析
点欠陥数 RGB を含む全画素数に対して 10ppm 以内

6.6 本体標準ロジック入力

項目 仕様
入力形式 非絶縁 ( 本体 GND と共通 )、専用プローブを使用 ( 自動識別 )
適合プローブ 700986、 700987、 702911、 702912
最高サンプルレート 10MS/s
入力点数 8bit × 2
チャタサプレス Off、 5ms、 10ms、 20ms、 50ms、 100ms

6.7 データ保存

データ保存
項目 仕様
保存データ種類 測定データ、解析結果、設定値、表示画像
測定データ保存形式 バイナリ形式 (.WDF)、MATLAB 形式 (.MAT)、テキスト形式 (.CSV)

最大ファイルサイズ （MAT、 CSV 形式） 2GByte
データ格納先 SD メモリーカード、USB ストレージ、ネットワークドライブ

表示画像保存
項目 仕様
画像データ保存形式 PNG、JPEG、BMP、モノクロ または カラー
データ格納先 SD メモリーカード、USB ストレージ、ネットワークドライブ
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6.8 ストレージ

SD メモリーカード
項目 仕様
スロット数 1
最大容量 128GB
対応カード SD、SDHC、SDXC 準拠のメモリーカード

USB ストレージ
項目 仕様
対応 USB ストレージ USB Mass Storage Class Ver1.1 準拠のマスストレージデバイス
使用可能容量 最大 2TB

パーティション形式：MBR、GPT
フォーマット形式：FAT16/FAT32/exFAT

6.9 周辺機器接続用 USB

項目 仕様
コネクタ形式 USB タイプ A コネクタ ( レセプタクル )
電気的・機械的仕様 USB Rev.2.0 準拠
対応転送規格 HS(High Speed) モード (480Mbps)、FS(Full Speed) モード (12Mbps)、 

LS(Low Speed) モード (1.5Mbps)
対応デバイス USB Mass Storage Class Ver.1.1 準拠のマスストレージデバイス

USB HID Class Ver.1.1 準拠の 109 キーボード、104 キーボード
USB HID Class Ver.1.1 準拠のマウス
USB Printer Class Ver.1.0 準拠の HP インクジェットプリンタ、Brother PocketJet または RJ-4030 プ
リンタ

ポート数 2
供給電源 5V、500mA(2 ポート合計 )

外部プリンタ出力
項目 仕様
対応機種 ブラザー工業株式会社製モバイルプリンタ PocketJet 300dpi 品、または RJ-4030

HP 社製インクジェットプリンタ 単機能品
機種の詳細については、カタログや Web サイトを参照

出力形式 画面ハードコピー モノクロ、カラー ( カラーは HP 社製プリンタのみ )
波形詳細印刷 ( ブラザー社製モバイルプリンタ PocketJet のみ )
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6.10 補助入出力部

外部クロック入力端子
項目 仕様
コネクタ形式 スクリューレス端子台
最大定格対地間電圧 非絶縁 ( 本体 GND と共通 )
入力レベル TTL(0 ～ 5V)
最大周波数 1MHz
最小パルス幅 300ns
有効エッジ 立ち上がり

トリガ入力端子
項目 仕様
コネクタ形式 スクリューレス端子台
最大定格対地間電圧 非絶縁 ( 本体 GND と共通 )
入力レベル TTL(0 ～ 5V)
最小パルス幅 1µs
有効エッジ 立ち上がり、立ち下がり
トリガ遅延時間 1µs + 1 サンプル以内

トリガ出力端子
項目 仕様
コネクタ形式 スクリューレス端子台
最大定格対地間電圧 非絶縁 ( 本体 GND と共通 )
出力レベル 5V CMOS
出力形式

通常形式 論理： トリガ成立時に立ち下がり、波形取り込み終了時に立ち上がる
出力遅延時間： 1µs + 1 サンプル以内
出力保持時間： 1µs

パルス形式 論理： トリガ成立時にパルスを出力
出力遅延時間： 1µs + 1 サンプル以内
パルス幅： 1ms、 50ms、 100ms、 500ms

サンプルパルス形式 論理： 波形取り込み中、指定周波数のパルスを出力
周波数範囲： 5Hz ～ 200kHz (1-2-5 ステップ )

波形サンプル周期より遅く、かつその整数分の１の値のみ設定可
スタート / ストップ 論理： 波形取り込み中のみ High レベル出力

GO/NOGO 判定出力
項目 仕様
コネクタ形式 スクリューレス端子台
最大定格対地間電圧 非絶縁 ( 本体 GND と共通 )
出力レベル 5V CMOS

外部スタート / ストップ入力
項目 仕様
コネクタ形式 スクリューレス端子台
最大定格対地間電圧 非絶縁 ( 本体 GND と共通 )
入力レベル TTL(0 ～ 5V) または接点入力
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イベント入力
項目 仕様
コネクタ形式 スクリューレス端子台
最大定格対地間電圧 非絶縁 ( 本体 GND と共通 )
入力レベル TTL(0 ～ 5V) または接点入力

COMP 出力 ( プローブ補償信号出力端子 )
項目 仕様
出力信号周波数 1kHz ± 1%
出力振幅 1Vp-p ± 10%

GPS インターフェース
項目 仕様
入力コネクタ ミニ DIN 9 ピン
対応 GPS ユニット 720940/B8093YA ( 別売りアクセサリ )

6.11  コンピュータインタフェース

USB-PC 接続
項目 仕様
コネクタ形式 USB タイプ B コネクタ (mini)
電気的・機械的仕様 USB Rev.2.0 準拠
対応転送規格 HS(High Speed) モード (480Mbps)、FS(Full Speed) モード (12Mbps)
対応プロトコル 次の 2 種類のプロトコルのどちらか一方に対応するデバイスとして動作する。

USBTMC-USB488(USB Test and Measurement Class Ver. 1.0)*1
Mass Storage Class Ver.1.1　( 対象：SD カード )

対応システム環境 Windows 7、 8.1、 10

*1	 別途ドライバが必要

イーサネット
項目 仕様
コネクタ形式 RJ-45 モジュラージャック
通信ポート数 1
電気的・機械的仕様 IEEE802.3 準拠
伝送方式 Ethernet (100BASE-TX、10BASE-T)
通信プロトコル TCP/IP
対応サービス DHCP、 DNS、 SNTP クライアント、 SMTP クライアント、 FTP クライアント、 VXI-11、  Web サーバー

6.10　補助入出力部
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6.12  一般仕様

項目 仕様
基準動作条件 周囲温度：23 ± 5℃

周囲湿度：20 ～ 80%RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

推奨校正周期 1 年
ウォームアップ時間 30 分以上
動作環境 温度： 0℃～ 45℃

(AC アダプタ動作時 : 0 ～ 40℃、バッテリ充電時 : 0 ～ 35℃ )
湿度： 20 ～ 85%RH( 結露しないこと）
高度： 2000m 以下

保存環境 温度： −20℃～ 60℃
湿度： 20 ～ 85%RH( 結露しないこと）

電源 AC アダプタ (720921)、DC 電源入力 (720922)、バッテリパック (739883)*1 のいずれかで動作
DC 電源入力とバッテリパック併用時は、DC 電源入力優先
専用 AC アダプタとバッテリパック併用時は、専用 AC アダプタ優先

AC アダプタ (720921)
定格電源電圧 100 ～ 240VAC
電源電圧変動許容範囲 90 ～ 264VAC
定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数変動許容範囲 47 ～ 63Hz
最大消費電力 120VA
耐電圧 3kV ( 本体 - AC アダプタ電源ライン間）
絶縁抵抗 10MΩ ( 本体 - AC アダプタ電源ライン間）

DC 電源入力 (720922)
定格電源電圧 10 ～ 30VDC( 本体コネクタ端 )
最大消費電力 45W
待機電力 0.6Wtyp( 電源 OFF、充電動作停止時）
DC 電源ケーブル シガレットライタプラグ型　長さ約 2.5m

バッテリパック (739883)
種類 リチウムイオン
動作時間 約 3 時間 
充電時間 約 6 時間 (DL350 本体電源 OFF 時 )

設置姿勢 縦置、平置、傾斜置
外形寸法 約 305mm(W) x 217mm(H) x 91mm(D)　( 突起部を除く）
質量 約 3.9kg ( バッテリおよび 720254 × 2 枚装着時）
機器の冷却方法 強制空冷 ( 吐き出し )
バッテリバックアップ 設定値と時計を内蔵のリチウム電池でバックアップ

寿命　約 5 年 ( 周囲温度 23℃ )
安全規格 適合規格

EN 61010-1、EN 61010-2-030、EN 61010-031、EN 60825-1
屋内使用
汚染度 2*2

測定カテゴリ：各モジュール仕様参照 *3
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項目 仕様
エミッション 適合規格

EN 61326-1 ClassA 、EN 61326-2-1、　EN 55011 : Class A、 Group1
オーストラリア、ニュージーランドの EMC 規制 EN 55011 Class A、 Group1
韓国電磁波適合性基準 ( 한국 전자파적합성기준 )

本製品はクラス A ( 工業環境用 ) の製品です。家庭環境においては無線妨害を生ずることがあり
ます。
また、入力モジュールに測定リードやプローブを接続した場合や測定対象に接続した場合、エ
ミッションの要求事項を超える可能性があります。
その場合には使用者が適切な対策を講ずることが必要となることがあります。

ケーブル条件
機能接地ケーブル

長さ 3m 以下のケーブルを使用して接地してください。
DC 電源ケーブル

長さ 3m 以下のケーブルを使用してください。直流配電網には接続しないでください。
イーサネットポート (Ethernet)

長さ 30m 以下のカテゴリ 5 以上の STP ケーブルを使用してください。
PC 接続用 USB ポート

長さ 3m 以下の USB シールドケーブルを使用してください。
I/O 用ポート

長さ 3m 以下のケーブルを使用してください。
イミュニティ 適合規格

EN 61326-1 Table2 ( 工業立地用 )、EN 61326-2-1

入力モジュールに測定リードやプローブを接続した場合や測定対象に接続した場合、イミュニ
ティの要求事項を満たさない可能性があります。
その場合には使用者が適切な対策を講ずることが必要となることがあります。

イミュニティ環境における影響度
701261   ≦± 3mV
701262   ≦± 3mV
701265   ≦± 0.05mV
701270   ≦± 500µSTR
701271   ≦± 500µSTR
701275   ≦± 6mV
720211   ≦± 50mV
720220   ≦± 20mV
720221   ≦± 2mV
720230   ビットエラーなし
720240   エラーなし
720241   エラーなし
720242   エラーなし
720243   エラーなし
720250   ≦± 20mV
720254   ≦± 15mV
720266   ≦± 0.05mV
720268   ≦± 100mV
720281   ≦± 0.01Hz

ケーブル条件
エミッションのケーブル条件と同じ

環境規格 *4 欧州 RoHS 指令適合 *5

耐振動性規格 JIS D 1601:1995 5.2 5.3(1) 1 種：A 種 準拠
機能：10m/s2、5-400Hz、XYZ 軸 各 10 分
耐久：30m/s2、33Hz 、Z 軸 4 時間、 X 軸、Y 軸各 2 時間

*1	 バッテリパック動作には、バッテリパックカバー (720923) が必要
*2	 汚染度とは、耐電圧または表面抵抗率を低下させる固体、液体、気体の付着の程度に関するものです。汚染度 2 は通常の室

内雰囲気 ( 非導通性汚染 ) だけに適用されます。

6.12　 一般仕様



6-12 IM DL350-03JA

*3	 本機器の測定入力端子の測定カテゴリ (CAT) は、挿入されているモジュールによって異なります。モジュールの仕様に合った
測定カテゴリ内での測定に本機器を使用してください。モジュールの仕様を超えた測定カテゴリでは、本機器を使用しないで
ください。

	 各測定カテゴリの適用範囲は次のとおりです。
	 測定カテゴリなし O(Other) は、主電源に直接接続していない回路の測定に適用されます。コンセントからトランスなどを経

由した機器内の 2 次側の電気回路の測定に適用されます。
	 測定カテゴリ II は、家庭用電気製品や携帯電気工具など、低電圧設備に直接接続された回路の測定に適用されます。
	 測定カテゴリ III は、配電盤や回路遮断器など、建造物設備の回路の測定に適用されます。
	 測定カテゴリ IV は、建造物への引き込み線やケーブル系統など、低電圧設備への供給源の回路の測定に適用されます。
*4	 欧州圏以外の環境規制 / 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。
*5	 本機器に次のモジュールを挿入した場合、本機器は欧州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) には適合しません。
MODEL( 形名 ) 名称
720240 CAN バスモニタモジュール

6.12　 一般仕様
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6.13 モジュール仕様

高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720211)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

有効測定範囲 20div( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 100MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1 

( 振幅が± 3div 相当の正弦
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

DC ～ 20MHz

電圧軸感度設定範囲 10mV/div ～ 20V/div(1-2-5 ステップ )　（1:1 Probe Factor のとき）
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

700929(10:1)、702902(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *2：
1000V(DC ＋ ACpeak)   CAT II

701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*4：
200V(DC ＋ ACpeak)

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *3、または 701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*5：

1000Vrms(CAT II)
702902(10:1) との組み合わせ *3：

1000V(DC ＋ ACpeak)   CAT II
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1 

10mV/div ～ 20V/div：± (0.5％ of 10div)

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

10Hz 以下 (700929、702902 使用時は 1Hz 以下、701947 使用時は 0.1Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *8)
残留ノイズレベル 
( 入力部を短絡 )

± 1.1mV または± 0.15div のどちらか大きい方 (Typical 値 *8)

耐電圧 5400Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
許容される過渡的 
サージ電圧 ( 瞬時のみ )

± 2100Vpeak ( 各入力端子 - アース間 ) 

絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 12 ビット (150LSB/div)
温度係数 ゼロ点： 10mV/div ～ 20V/div：　± (0.1％ of 10div)/℃ (Typical 値 *8)

利得： ± (0.05％ of 10div)/℃ (Typical 値 *8)
帯域制限 Full/2MHz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *8)
ディジタルフィルタ

カットオフ周波数： 1.28MHz、640kHz、320kHz、160kHz、80kHz、40kHz、20kHz、10kHz
フィルタ形式： IIR 型

プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、2:1、5:1、10:1、20:1、50:1、100:1、200:1、500:1、1000:1、2000:1、
5000:1、10 k:1、20 k:1、50 k:1

電流プローブ： 0.1 A:1 V、0.2 A:1 V、0.5 A:1 V、1 A:1 V、2 A:1 V、5 A:1 V、10 A:1 V、
20 A:1 V、50 A:1 V、100 A:1 V、200 A:1 V、250 A:1 V、400 A:1 V、
500 A:1 V、1 kA:1 V、2 kA:1 V、5 kA:1 V、10 kA:1 V、20 kA:1 V、50 kA:1 V

*1	 基準動作状態で測定した値です。
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H

L

700929、702902、701947との組み合わせ

*2

*3

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6
*7

BNC

H

L

701901 701954 *4

*5

*8	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

6.13　モジュール仕様



6-15IM DL350-03JA

仕
様

1 

2 

3 

4 

5

6

付

索

高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720250)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

有効測定範囲 20div ( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 10MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1

( 振幅が± 3div 相当の正弦
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

DC ～ 3MHz 

電圧軸感度設定範囲 5mV/div ～ 20V/div(1-2-5 ステップ )　（1:1 Probe Factor のとき）
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

700929(10:1)、702902(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *2：
800V(DC ＋ ACpeak)

701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*4：
200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
250V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)、702902(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *3、または 701901 ＋ 701954 との組
み合わせ (1:1)*5：

400Vrms(CAT II)
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1 

± (0.5％ of 10div)

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

10Hz 以下 (700929、702902 使用時は 1Hz 以下、701947 使用時は 0.1Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *8)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 400µV または± 0.06div のどちらか大きい方 (Typical 値 *8)

耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 12 ビット (150LSB/div)
温度係数 ゼロ点： ± (0.05％ of 10div)/℃ (Typical 値 *8)

利得： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *8)
帯域制限 Full、500kHz、50kHz、5kHz、500Hz より選択可能

遮断特性： −18dB/OCT(Typical 値 *8)
プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、2:1、5:1、10:1、20:1、50:1、100:1、200:1、500:1、1000:1、2000:1、

5000:1、10 k:1、20 k:1、50 k:1
電流プローブ： 0.1 A:1 V、0.2 A:1 V、0.5 A:1 V、1 A:1 V、2 A:1 V、5 A:1 V、10 A:1 V、

20 A:1 V、50 A:1 V、100 A:1 V、200 A:1 V、250 A:1 V、400 A:1 V、
500 A:1 V、1 kA:1 V、2 kA:1 V、5 kA:1 V、10 kA:1 V、20 kA:1 V、50 kA:1 V

適合プローブ /
接続ケーブル

電圧プローブ：推奨
700929(10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
702902(10:1 安全プローブ )、25 〜 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
701947(100:1 安全プローブ )、15 〜 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

電流プローブ
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)、701917(5A)、701918(5A)

電流クランププローブ
720930(50A)、720931(200A)

接続ケーブル ( 高電圧用 1:1)
701901( 絶縁タイプ BNC- 安全ワニグチアダプタ× 2：200V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用 )、
別途ワニグチクリップ (701954) が必要

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用 )
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*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929、702902、701947との組み合わせ

*2

*3

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6
*7

BNC

H

L

701901 701954 *4

*5

*8	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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4CH 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (720254)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

有効測定範囲 20div ( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 4
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 1MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1

( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

DC 〜 300kHz

電圧軸感度設定範囲 10mV/div ～ 50V/div(1-2-5 ステップ )　（1:1 Probe Factor のとき）
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

700929(10:1)、702902(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *2：
600V(DC ＋ ACpeak)

701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*4：
200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
400V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6： 42V(DC ＋ ACpeak)
最大定格対地間電圧

入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)、702902(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *3、または 701901 ＋ 701954 との組
み合わせ (1:1)*5：

400Vrms( 測定カテゴリなし O(Other))、300Vrms(CAT II)
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1

± (0.25％ of 10div)

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

1Hz 以下 (700929、702902 使用時は 0.1Hz 以下、701947 使用時は 0.01Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *8)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 0.05div(Typical 値 *8)	 10mV/div、20mV/div
± 0.025div(Typical 値 *8)	 50mV/div ～ 20V/div

耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 ゼロ点： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *8)

利得： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *8)
帯域制限 Full、40kHz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *8)
ディジタルフィルタ

カットオフ周波数： 12.8kHz、6.4kHz、3.2kHz、1.6kHz、800Hz、400Hz、200Hz、100Hz、
50Hz、25Hz、12.5Hz、6.25Hz

フィルタ形式： IIR 型
プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、2:1、5:1、10:1、20:1、50:1、100:1、200:1、500:1、1000:1、2000:1、

5000:1、10 k:1、20 k:1、50 k:1
電流プローブ： 0.1 A:1 V、0.2 A:1 V、0.5 A:1 V、1 A:1 V、2 A:1 V、5 A:1 V、10 A:1 V、

20 A:1 V、50 A:1 V、100 A:1 V、200 A:1 V、250 A:1 V、400 A:1 V、
500 A:1 V、1 kA:1 V、2 kA:1 V、5 kA:1 V、10 kA:1 V、20 kA:1 V、50 kA:1 V

適合プローブ /
接続ケーブル

電圧プローブ：推奨
700929(10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
702902(10:1 安全プローブ )、25 〜 40pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
701947(100:1 安全プローブ )、15 〜 45pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

電流プローブ
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)

接続ケーブル ( 高電圧用 1:1)
701901( 絶縁タイプ BNC- 安全ワニグチアダプタ× 2：200V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用 )、
別途ワニグチクリップ (701954) が必要

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用
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*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929、702902、701947との組み合わせ

*2

*3

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6
*7

BNC

H

L

701901 701954 *4

*5

*8	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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高圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、RMS 付 )(720268)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

有効測定範囲 20div ( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND、AC-RMS、DC-RMS
最高サンプルレート 1MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1 
( 振幅が±3div 相当の正弦波を
入力したときの −3dB 減衰点 )

波形観測モード： DC 〜 300kHz
RMS 観測モード： DC、40Hz 〜 100kHz

電圧軸感度設定範囲 20mV/div 〜 200V/div(1-2-5 ステップ )
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

758933 ＋ 701954 との組み合わせ、または 701904 ＋ 701954 との組み合わせ *2、 *7：
1000Vrms　ただし、1000VDC または 1414Vpeak Max

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*4：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

758933 ＋ 701954 との組み合わせ、または 701904 ＋ 701954 との組み合わせ *3

1000Vrms(CAT II)、600Vrms(CAT III)
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
最大設定範囲垂直軸 
( 電圧軸 ) 確度 *1

波形観測モード
DC 確度 ± (0.25％ of 10div)

RMS 観測モード
DC 確度 ± (1.0％ of 10div)
AC 確度 ( 正弦波入力時 ) ± (1.5％ of 10div) 40Hz 〜 10kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：2 以下のとき ) ± (2.0％ of 10div) 40Hz 〜 10kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：3 以下のとき ) ± (3.0％ of 10div) 40Hz 〜 10kHz の範囲

1kHz ～ 10kHz は上記確度に +1.0％
入力コネクタ プラグイン端子 ( 安全端子 )
入力インピーダンス 2MΩ± 1％、約 12pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

1Hz 以下

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 2mV または± 0.04div のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

耐電圧 5400Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 ( 波形観測時 ) ゼロ点： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *6)
応答時間 (RMS 観測時 ) 立ち上がり (0 → 90% of 10div)：	 120ms(Typical 値 *6)

立ち下がり (100 → 10% of 10div)：	 280ms(Typical 値 *6)
帯域制限 FULL、40kHz、4kHz、400Hz、AUTO より選択可能

遮断特性： AUTO 以外：	− 18dB/OCT(Typical 値 *6)
AUTO：	 ディジタルフィルタ
AUTO のときの遮断周波数 (fc)
サンプルレート 遮断周波数 (fc)
100kS/s 以上 40kHz
100kS/s 未満〜 50S/s 超過 サンプルレートの 40%
50S/s 以下 40Hz

接続ケーブル 測定リード 758933 と 1000Vrms 以下測定用のワニグチアダプタ
セーフティアダプタリード 701904 と 1000Vrms 以下測定用のワニグチアダプタ
( ワニグチクリップ ( ドルフィン型 )701954 との組み合わせを推奨 )

クレストファクタ 
 (RMS 測定時のみ )

3 以下

DC オフセット最大設定範囲 電圧測定 ± 5div
測定入力バイアス電流 2nA 以下
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項目 仕様
アンチエリアシングフィルタ
(AAF) のカットオフ周波数の 
特性

フィルタが AUTO 設定のとき、サンプルレートに応じてアンチエリアシングフィルタ (AAF) と
ローパスフィルタが自答的に設定される ( 下表参照 )。

サンプルレート AAF ローパスフィルタ
1MS/s 40kHz 40kHz
500kS/s 40kHz 40kHz
200kS/s 40kHz 40kHz
100kS/s 40kHz 40kHz
50kS/s 20kHz 40kHz
20kS/s 8kHz 40kHz
10kS/s 4kHz 4kHz
5kS/s 2kHz 4kHz
2kS/s 800Hz 4kHz
1kS/s 400Hz 400Hz
500S/s 200Hz 400Hz
200S/s 80Hz 400Hz
100S/s 40Hz 400Hz
50S/s 以下 40Hz 400Hz
Ext サンプル OFF OFF

*1	 基準動作状態で測定した値です。

耐電圧：5400VACrms(2秒)

H

L

*2

*3

(赤)

(黒)

758933
701904 701954 *3

H

L

*4

*5

(赤)

(黒)

758933+701954、701904+701954との組み合わせ 直接入力(安全規格に適合しないケーブル)
測
定
入
力
端
子

測
定
入
力
端
子

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
*7	 DL850、DL850V、DL850E、DL850EV、SL1000 で使用するときは、850V（DC+ACpeak) になります。
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ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (701261)、 
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 )(701262)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

機能 温度 ( 熱電対 ) または電圧測定 ( 切り替え )
有効測定範囲 【電圧測定時】20div ( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 TC、DC、AC、GND

TC： 温度 ( 熱電対 ) 測定
DC： 電圧測定 (DC カップリング )
AC： 電圧測定 (AC カップリング )

電圧測定時
最高サンプリングレート

100kS/s

温度測定時データ更新レート 500Hz
入力形式 絶縁不平衡
測定範囲 / 確度 *1

熱電対の規格
・K、E、J、T、N、R、S、B :

IEC 60584-1
DIN IEC 60584-1
JIS C1602

・W : W-5%Re/W-26%Re
(Hoskins Mfg. Co.)
ASTM E988

・L : Fe-CuNi、DIN43710
・U : Cu-CuNi、DIN43710

【電圧測定】 電圧軸感度： 5mV/div ～ 20V/div(1-2-5 ステップ )
電圧確度： ± (0.25％ of 10div)

【温度測定】*2

タイプ 測定範囲 確度
K
E
J
T
L
U
N

−200 〜 1300℃
−200 〜 800℃
−200 〜 1100℃
−200 〜 400℃
−200 〜 900℃
−200 〜 400℃
0 〜 1300℃

± (0.1％ of reading ＋ 1.5℃ )
ただし、−200℃〜 0℃は
± (0.2％ of reading ＋ 1.5℃ )

R
S

0 〜 1700℃
0 〜 1700℃

± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
ただし、0 〜 200℃：± 8℃
200 〜 800℃：± 5℃

B 0 〜 1800℃ ± (0.1％ of reading ＋ 2℃ )
ただし、400 〜 700℃：± 8℃
有効範囲は 400 〜 1800℃

W 0 〜 2300℃ ± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
金鉄クロメル *3 0 〜 300K 0 〜 50K：

50 〜 300K：
± 4K
± 2.5K

周波数特性 *1

( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

【電圧測定】 DC ～ 40kHz
【温度測定】 DC ～ 100Hz

最大入力電圧 *4

( 周波数が 1kHz 以下のとき )
温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )

150V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )
最大定格対地間電圧 *5

入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

垂直分解能 【電圧測定】 電圧入力時： 2400LSB/div
【温度測定】 温度測定時： 0.1℃

AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

【電圧測定】 0.5Hz 以下

入力コネクタ バインディングポスト
入力インピーダンス 約 1MΩ
コモンモード除去比 【電圧測定】 80dB 以上 (50/60Hz)(Typical 値 *6)

【温度測定】 120dB 以上 (50/60Hz、2Hz フィルタ ON 時、信号源抵抗 500Ω以下 )(Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

【電圧測定】 ± 100µV または± 0.01div のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

A/D 変換分解能 【電圧測定】 16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 【電圧測定時】 ゼロ点： ± (0.01％ of 10div )/℃ (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *6)
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項目 仕様
基準接点補償確度
( 入力端子温度平衡時 )

K、E、J、T、L、U、N： ± 1℃
R、S、B、W： ± 1.5℃
金鉄クロメル： ± 1K

帯域制限 【温度測定時】 ( ディジタルフィルタ＋アナログフィルタ )
Full、30Hz、8Hz、2Hz より選択可能＋ 150Hz 2 次アナログ

【電圧測定時】 Full、AUTO、4kHz、400Hz、40Hz より選択可能
遮断特性：−12dB/OCT(Typical 値 *6、AUTO 以外 )

AUTO 時の遮断周波数 (fc) (701262 だけ )
サンプルレート 遮断周波数 (fc)
100kS/s 以上 40kHz
100S/s 〜 50kS/s サンプルレートの 40%
50S/s 以下 20Hz

AUTO 時の遮断特性：−65dB at 2 × fc(Typical 値 *6)
アンチエリアシング 
フィルタ (AAF) のカット 
オフ周波数の特性表

フィルタ Auto 設定のとき、サンプルレートに応じてアンチエリアシングフィルタとローパスフィ
ルタが自動的に設定される
サンプルレート AAF ローパスフィルタ
100kS/s 40kHz OFF
50kS/s 20kHz OFF
20kS/s 8kHz OFF
10kS/s 4kHz 4kHz
5kS/s 2kHz 4kHz
2kS/s 800Hz 4kHz
1kS/s 400Hz 400Hz
500S/s 200Hz 400Hz
200S/s 80Hz 400Hz
100S/s 40Hz 40Hz
50S/s 20Hz 40Hz
20S/s 〜 5S/s 20Hz 40Hz
2S/s 以下 20Hz 40Hz
Ext サンプル 40kHz OFF

*1	 基準動作状態で測定した値です。
*2	 基準接点温度補償確度は含みません。
*3	 本モジュールは、金に対して鉄の含有率が 0.07% の金鉄クロメルに対応しています。

H

L *5
*4

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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温度 / 高精度電圧絶縁モジュール (701265)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

機能 温度 ( 熱電対 ) または電圧測定 ( 切り替え )
有効測定範囲 【電圧測定時】20div ( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 TC、DC、GND

TC： 温度 ( 熱電対 ) 測定
DC：電圧測定 (DC カップリング )

データ更新レート 500Hz
入力形式 絶縁不平衡
測定範囲 / 確度 *1

熱電対の規格については
701261 の仕様を参照

【電圧測定】 電圧軸感度： 100µV/div ～ 10V/div(1-2-5 ステップ )
電圧確度： ± (0.08％ of 10div ＋ 2µV)

【温度測定】*2

タイプ 測定範囲 確度
K
E
J
T
L
U
N

−200 〜 1300℃
−200 〜 800℃
−200 〜 1100℃
−200 〜 400℃
−200 〜 900℃
−200 〜 400℃
0 〜 1300℃

± (0.1％ of reading ＋ 1.5℃ )
ただし、−200℃〜 0℃は
± (0.2％ of reading ＋ 1.5℃ )

R
S

0 〜 1700℃
0 〜 1700℃

± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
ただし、0 〜 200℃：± 8℃
200 〜 800℃：± 5℃

B 0 〜 1800℃ ± (0.1％ of reading ＋ 2℃ )
ただし、400 〜 700℃：± 8℃
有効範囲は 400 〜 1800℃

W 0 〜 2300℃ ± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
金鉄クロメル *3 0 〜 300K 0 〜 50K：

50 〜 300K：
± 4K
± 2.5K

周波数特性 *1

( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

【電圧測定】 DC ～ 100Hz
【温度測定】 DC ～ 100Hz

最大入力電圧 *4

( 周波数が 1kHz 以下のとき )
温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧 *5

入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

垂直分解能 【電圧測定】 電圧入力時： 2400LSB/div
【温度測定】 温度測定時： 0.1℃

AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

【電圧測定】 0.5Hz 以下

入力コネクタ バインディングポスト
入力インピーダンス 約 1MΩ
コモンモード除去比 【電圧測定】 80dB 以上 (50/60Hz) (Typical 値 *6)

【温度測定】 120dB 以上 (50/60Hz、2Hz フィルタ ON 時、信号源抵抗 500Ω以下 ) (Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
 ( 入力部を短絡 )

【電圧測定】 ± 4µV または± 0.01div のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

A/D 変換分解能 【電圧測定】 16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 【電圧測定時】 ゼロ点： ± (0.01％ of 10div)/℃ ＋ 0.05µV/℃ ) (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *6)
基準接点補償確度
( 入力端子温度平衡時 )

K、E、J、T、L、U、N： ± 1℃
R、S、B、W： ± 1.5℃
金鉄クロメル： ± 1K

6.13　モジュール仕様
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項目 仕様
帯域制限
( ディジタルフィルタ )

Full、30Hz、8Hz、2Hz より選択可能

測定入力バイアス電流 20nA 以下 
本モジュールはバイアス電流の影響から入力オープンでゼロ点がオフセットするように見えますが、
故障ではありません。
入力を測定対象と接続してください。

*1	 基準動作状態で測定した値です
*2	 基準接点温度補償確度は含みません。
*3	 本モジュールは、金に対して鉄の含有率が 0.07% の金鉄クロメルに対応しています。

H

L *5
*4

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 )(720266)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

機能 温度 ( 熱電対 ) または電圧測定 ( 切り替え )
有効測定範囲 【電圧測定時】20div ( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 TC、DC、GND

TC： 温度 ( 熱電対 ) 測定
DC：電圧測定 (DC カップリング )

データ更新レート 約 125Hz
入力形式 絶縁不平衡
測定範囲 / 確度 *1

熱電対の規格については
701261 の仕様を参照

【電圧測定】 電圧軸感度： 100µV/div ～ 20V/div(1-2-5 ステップ )
電圧確度： ± (0.08％ of 10div ＋ 2µV)

【温度測定】*2

タイプ 測定範囲 確度
K
E
J
T
L
U
N

−200 〜 1300℃
−200 〜 800℃
−200 〜 1100℃
−200 〜 400℃
−200 〜 900℃
−200 〜 400℃
0 〜 1300℃

± (0.1％ of reading ＋ 1.5℃ )
ただし、−200℃〜 0℃は
± (0.2％ of reading ＋ 1.5℃ )

R
S

0 〜 1700℃
0 〜 1700℃

± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
ただし、0 〜 200℃：± 8℃
200 〜 800℃：± 5℃

B 0 〜 1800℃ ± (0.1％ of reading ＋ 2℃ )
ただし、400 〜 700℃：± 8℃
有効範囲は 400 〜 1800℃

W 0 〜 2300℃ ± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
金鉄クロメル *3 0 〜 300K 0 〜 50K：

50 〜 300K：
± 4K
± 2.5K

周波数特性 *1

( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

【電圧測定】 DC ～ 15Hz
【温度測定】 DC ～ 15Hz

最大入力電圧 *4

( 周波数が 1kHz 以下のとき )
温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧 *5

入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

DC オフセット最大設定範囲【電圧測定】 ± 5div
垂直分解能 【電圧測定】 電圧入力時： 2400LSB/div

【温度測定】 温度測定時： 0.1℃
入力コネクタ バインディングポスト
入力インピーダンス 約 1MΩ
コモンモード除去比 【電圧測定】 80dB 以上 (50/60Hz) (Typical 値 *6)

【温度測定】 120dB 以上 (50/60Hz、2Hz フィルタ ON 時、信号源抵抗 500Ω以下 ) (Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
 ( 入力部を短絡 )

【電圧測定】 ± 4µV または± 0.01div のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

A/D 変換分解能 【電圧測定】 16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 【電圧測定時】 ゼロ点： ± (0.01％ of 10div)/℃ ＋ 0.05µV/℃ ) (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *6)
基準接点補償確度
( 入力端子温度平衡時 )

K、E、J、T、L、U、N： ± 1℃
R、S、B、W： ± 1.5℃
金鉄クロメル： ± 1K
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項目 仕様
帯域制限 ラインフィルタ	 15Hz

	 遮断特性：−6dB/OCT(Typical 値 *6)
ディジタルフィルタ	 OFF、8Hz、1Hz、0.1Hz より選択可能

	 遮断特性：−24dB/OCT
測定入力バイアス電流 20nA 以下 

本モジュールはバイアス電流の影響から入力オープンでゼロ点がオフセットするように見えますが、
故障ではありません。
入力を測定対象と接続してください。

*1	 基準動作状態で測定した値です
*2	 基準接点温度補償確度は含みません。
*3	 本モジュールは、金に対して鉄の含有率が 0.07% の金鉄クロメルに対応しています。

H

L *5
*4

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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ひずみモジュール (NDIS)(701270)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーションおよびオートバランス実行後

有効測定範囲 −FS 〜＋ FS( 設定は上限値、下限値で設定 )
入力チャネル数 2
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 直流ブリッジ方式 ( 自動平衡方式 )、平衡差動入力、絶縁
自動平衡方式 電子式オートバランス
自動平衡範囲 ± 10000µSTR (1 ゲージ法 )
ブリッジ電圧 2V、5V、10V から選択
ゲージ抵抗 120Ω 〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V)

350Ω 〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V、5V、10V)
ゲージ率 1.90 〜 2.20(0.01 ステップで設定可能 )
周波数特性 *1 
( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

DC 〜 20kHz

mV/V レンジ対応 ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応
mV/V レンジ＝ 0.5 × (µSTR レンジ /1000)

測定レンジ (FS) と測定範囲 STR レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
500µSTR −500µSTR 〜＋ 500µSTR
1000µSTR −1000µSTR 〜＋ 1000µSTR
2000µSTR −2000µSTR 〜＋ 2000µSTR
5000µSTR −5000µSTR 〜＋ 5000µSTR
10000µSTR −10000µSTR 〜＋ 10000µSTR
20000µSTR −20000µSTR 〜＋ 20000µSTR

mV/V レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
0.25mV/V −0.25mV/V 〜＋ 0.25mV/V
0.5mV/V −0.5mV/V 〜＋ 0.5mV/V
1mV/V −1mV/V 〜＋ 1mV/V
2.5mV/V −2.5mV/V 〜＋ 2.5mV/V
5mV/V −5mV/V 〜＋ 5mV/V
10mV/V −10mV/V 〜＋ 10mV/V

DC 確度 *1 ± (0.5％ of FS ＋ 5µSTR)
最大入力電圧 
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

 Input ＋ /Input − 間： 10V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

各端子とアース間： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms) 

入力コネクタ NDIS コネクタ ( 日本非破壊検査協会推奨 )
コモンモード除去比 80dB(50Hz/60Hz) 以上 (Typical 値 *2 )
A/D 変換分解能 16 ビット (4800LSB/div ± FS：Upper ＝＋ FS、Lower ＝ −FS 時 )
温度係数 ゼロ点： ± 5µSTR/℃ (Typical 値 *2)

利得： ± (0.02％ of FS)/℃ (Typical 値 *2)
帯域制限 Full、1kHz、100Hz、10Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT (Typical 値 *2)
機能 mV/V 対応。ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応。
標準付属品 NDIS コネクタ単体 ( 外部接続用：多治見 PRC03-12A10-7M10.5)　A1002JC：2 個
適合アクセサリ ( 別売 ) 推奨ブリッジヘッド 701955(NDIS 120Ω、シールド強化版、5m ケーブル付属 )

推奨ブリッジヘッド 701956(NDIS 350Ω、シールド強化版、5m ケーブル付属 )
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項目 仕様
注意事項 ・	� ひずみ計測は µV 単位の非常に高感度の測定をするため、ひずみセンサ周辺やブリッジヘッド、

ケーブルの配線のノイズ対策をお願いします。
・	� ノイズ環境によっては、バランスに誤差を生じる場合がありますので、測定前に影響度を確認

してください。
・	� 当社指定のブリッジヘッドは、ノイズ対策が強化されています。
・	� 他社製のひずみゲージ式センサやブリッジヘッドには、センシング線が接続されていないもの

があります。( 当社製のブリッジヘッドは問題ありません。) このような製品を使った場合、セ
ンシングが有効に働かないために、ブリッジ電圧に誤差が生じ、測定誤差を生じるケースがあ
ります。できるだけブリッジヘッドの直近でセンシングをしてください。

・	 コネクタシェルは筐体電位に接続されています。
・	� ブリッジヘッド (701955、701956) を使用した場合、コネクタシェル、ケーブルのシールド、ブ

リッジヘッドの筐体は、すべて DL350 の筐体電位に接続されます。
・	� フローティング GND は、ブリッジヘッド (701955、701956) を使用した場合、ブリッジヘッド

内でブリッジヘッドの筐体に接続されています。
・	� レンジを変更したときやブリッジ電圧を変更したときには、必ず再度バランスを実行してくだ

さい。

*1	 基準動作状態で測定した値です。
*2	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

A : Bridge+ (ブリッジ電圧＋)
B : Input‒ (測定信号－)
C : Bridge‒ (ブリッジ電圧－)
D : Input+ (測定信号＋)
E : Floating  common
F : Sense+ (ブリッジ電圧＋のセンシング)
G : Sense‒ (ブリッジ電圧－のセンシング)

Module front View

コネクタのシェルは、筐体電位に接続されています。

F

E

DC

B

A
G

F

E

DC

B

A
G
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ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 )(701271)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーションおよびオートバランス実行後

有効測定範囲 −FS 〜＋ FS( 設定は上限値、下限値で設定 )
入力チャネル数 2
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 直流ブリッジ方式 ( 自動平衡方式 )、平衡差動入力、絶縁
自動平衡方式 電子式オートバランス
自動平衡範囲 ± 10000µSTR(1 ゲージ法 )
ブリッジ電圧 2V、5V、10V から選択
ゲージ抵抗 120Ω〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V)

350Ω〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V、5V、10V)
ゲージ率 1.90 〜 2.20(0.01 ステップで設定可能 )
周波数特性 *1

( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

DC 〜 20kHz

mV/V レンジ対応 ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応
mV/V レンジ＝ 0.5 × (µSTR レンジ /1000)

測定レンジ (FS) と測定範囲 STR レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
500µSTR −500µSTR 〜＋ 500µSTR
1000µSTR −1000µSTR 〜＋ 1000µSTR
2000µSTR −2000µSTR 〜＋ 2000µSTR
5000µSTR −5000µSTR 〜＋ 5000µSTR
10000µSTR −10000µSTR 〜＋ 10000µSTR
20000µSTR −20000µSTR 〜＋ 20000µSTR

mV/V レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
0.25mV/V −0.25mV/V 〜＋ 0.25mV/V
0.5mV/V −0.5mV/V 〜＋ 0.5mV/V
1mV/V −1mV/V 〜＋ 1mV/V
2.5mV/V −2.5mV/V 〜＋ 2.5mV/V
5mV/V −5mV/V 〜＋ 5mV/V
10mV/V −10mV/V 〜＋ 10mV/V

DC 確度 *1 ± (0.5％ of FS ＋ 5µSTR)
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

Input ＋ /Input − 間： 10V(DC ＋ ACpeak) 

最大定格対地間電圧
入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

各端子とアース間： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms) 

入力コネクタ D-Sub コネクタ 9 ピン ( メス )
コモンモード除去比 80dB(50Hz/60Hz) 以上 (Typical 値 *2)
A/D 変換分解能 16 ビット (4800LSB/div ± FS：Upper ＝＋FS、Lower ＝ −FS 時 )
温度係数 ゼロ点： ± 5µSTR/℃ (Typical 値 *2)

利得： ± (0.02％ of FS)/℃ (Typical 値 *2)
帯域制限 Full、1kHz、100Hz、10Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT (Typical 値 *2)
機能 mV/V 対応。ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応。

シャントキャリブレーション対応。シャントキャリブレーション用リレー内蔵 (1 ゲージ法 )。
標準付属品 ハンダ付け用コネクタシェル一式

A1520JD(D-Sub 9 ピン )：2 個、A1618JD( コネクタシェル )：2 個
適合アクセサリ ( 別売 ) 推奨ブリッジヘッド 701957(D-Sub 120Ω、シャント CAL 対応、シールド強化版、5m ケーブル付属 )

推奨ブリッジヘッド 701958(D-Sub 350Ω、シャント CAL 対応、シールド強化版、5m ケーブル付属 )
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項目 仕様
注意事項 ・	� ひずみ計測は µV 単位の非常に高感度の測定をするため、ひずみセンサ周辺やブリッジヘッド、

ケーブルの配線のノイズ対策をお願いします。
・	� ノイズ環境によっては、バランスに誤差を生じる場合がありますので、測定前に影響度を確認

してください。
・	 当社指定のブリッジヘッドは、ノイズ対策が強化されています。
・	� シャントキャリブレーションでは、実行前に必ずシャント抵抗値を算出して、シャント抵抗が

ON のときでもオーバーレンジしないレンジで実行してください。
・	� 他社製のひずみゲージ式センサやブリッジヘッドには、センシング線が接続されていないもの

があります。( 当社製のブリッジヘッドは問題ありません。) このような製品を使った場合、セ
ンシングが有効に働かないために、ブリッジ電圧に誤差が生じ、測定誤差を生じるケースがあ
ります。できるだけブリッジヘッドの直近でセンシングをしてください。(D-Sub コネクタタイ
プには、センシング対策用の変換ケーブルはありません。)

・	 コネクタシェルは筐体電位に接続されています。
・	� ブリッジヘッド (701957、701958) を使用した場合、コネクタシェル、ケーブルのシールド、ブ

リッジヘッドの筐体は、すべて DL350 の筐体電位に接続されます。
・	� フローティング GND は、ブリッジヘッド (701957、701958) を使用した場合、ブリッジヘッド

内でブリッジヘッドの筐体に接続されています。
・	� レンジを変更したときやブリッジ電圧を変更したときには、必ず再度バランスを実行してくだ

さい。

*1	 基準動作状態で測定した値です。
*2	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

Module front View
1 : Floating  common
2 : Sense‒ (ブリッジ電圧－のセンシング)
3 : Shuntcal‒ (シャント信号－)
4 : Shuntcal＋ (シャント信号＋)
5 : Sense+ (ブリッジ電圧＋のセンシング)
6 : Bridge‒ (ブリッジ電圧－)
7 : Input‒ (測定信号－)
8 : Input+ (測定信号＋)
9 : Bridge+ (ブリッジ電圧＋)

12345

6789
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加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )(701275)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

有効測定範囲 20div( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、ACCL( 加速度 )、GND
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1

( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB 
減衰点 )

波形測定モード： DC 〜 40kHz
加速度測定モード： 0.4Hz 〜 40kHz

電圧軸感度設定範囲 5mV/div ～ 10V/div(1-2-5 ステップ )　(1:1 Probe Factor のとき )
加速度 ( ± 5V ＝× 1 レンジ：	× 0.1 〜×１〜× 100(1-2-5 ステップ )

最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

42V(DC ＋ Acpeak)*2

最大定格対地間電圧
入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)*3

垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度 波形測定モード DC 確度：	 ± (0.25% of 10div)
加速度測定モード：		 ± (0.5％ of 10div) at 1kHz

入力コネクタ 金属 BNC コネクタ
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

0.4Hz 以下 (701940 使用時は 0.04Hz 以下 ) (Typical 値 *4)

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *4)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 100µV または± 0.01div のどちらか大きい方 (Typical 値 *4)

A/D 変換分解能 16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 波形測定モード時 ( フィルター AUTO は除く )

ゼロ点： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *4)
利得： ± (0.02％ of 10div)/℃ (Typical 値 *4)

帯域制限 Full、Auto、4kHz、400Hz、40Hz より選択可能
遮断特性：−12dB/OCT(Typical 値 *4、AUTO 以外 )

AUTO 時の遮断周波数 (fc)
サンプルレート 100kHz 以上： fc ＝ 40kHz
サンプルレート 100Hz 〜 50kHz： fc ＝サンプリングレートの 40%
サンプルレート 50Hz 以下： fc ＝ 20Hz

AUTO 時の遮断特性： −65dB at 2 × fc(Typical 値 *4)
プローブの減衰比設定 電圧プローブ ： 1:1、2:1、5:1、10:1、20:1、50:1、100:1、200:1、500:1、1000:1、2000:1、

5000:1、10 k:1、20 k:1、50 k:1
電流プローブ ： 0.1 A:1 V、0.2 A:1 V、0.5 A:1 V、1 A:1 V、2 A:1 V、5 A:1 V、10 A:1 V、

20 A:1 V、50 A:1 V、100 A:1 V、200 A:1 V、250 A:1 V、400 A:1 V、
500 A:1 V、1 kA:1 V、2 kA:1 V、5 kA:1 V、10 kA:1 V、20 kA:1 V、50 kA:1 V

適合プローブ / 
接続ケーブル

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用 )

電圧プローブ (10:1 パッシブプローブ )
701940(17 〜 46pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用 )

電流プローブ
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)

センサ供給電流 ( 電圧 ) OFF/4mA ± 10%( 約 22VDC)
適応加速度センサ アンプ内蔵型

キスラー社：Piezotron、PCB 社：ICP、Meggitt 社：ISOTRON など

6.13　モジュール仕様



6-32 IM DL350-03JA

項目 仕様
アンチエリアシング 
フィルタ (AAF) のカット 
オフ周波数の特性表

フィルタ Auto 設定のとき、サンプルレートに応じてアンチエリアシングフィルタとローパスフィ
ルタが自動的に設定される

サンプルレート AAF ローパスフィルタ
100kS/s 40kHz OFF
50kS/s 20kHz OFF
20kS/s 8kHz OFF
10kS/s 4kHz 4kHz
5kS/s 2kHz 4kHz
2kS/s 800Hz 4kHz
1kS/s 400Hz 400Hz
500S/s 200Hz 400Hz
200S/s 80Hz 400Hz
100S/s 40Hz 40Hz
50S/s 20Hz 40Hz
20S/s 〜 5S/s 20Hz 40Hz
2S/s 以下 20Hz 40Hz
Ext サンプル 40kHz OFF

*1	 基準動作状態で測定した値です。

*2
*3

BNC

10:1パッシブプローブ(701940)との組み合わせ 直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*2

*3

H

L

H

L

*4	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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周波数モジュール (720281)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後

測定機能 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、Duty、電源周波数、パルス幅、パルス積算、速度
有効測定範囲 20div( 表示範囲：10div)
入力チャネル数 2
データ更新レート 1MHz(1µs)
出力遅延時間 約 3µs
入力形式 絶縁不平衡
入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
最大入力電圧 700929(10:1)、702902(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *2：

420V(DC ＋ ACpeak)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*4：

42V(DC ＋ ACpeak)
最大定格対地間電圧

入力 - ケース間
各入力間

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)、702902(10:1)、701947(100:1) との組み合わせ *3：

300Vrms(CAT II)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
測定最小分解能 625ps
測定データ分解能 16 ビット (2400LSB/div)
測定確度 *1 ・	 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、速度測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周波数により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of 10div ＋入力周波数依存確度 )
[ 入力周波数依存確度 ]
入力周波数 2kHz 未満： 0.05% of 入力周波数＋ 0.001Hz
入力周波数 2kHz 〜 50kHz： 0.05% of 入力周波数
入力周波数 50kHz 〜 100kHz： 0.1% of 入力周波数
入力周波数 100kHz 〜 200kHz： 0.2% of 入力周波数
入力周波数 200kHz 以上： 0.5% of 入力周波数

・	 電源周波数モード時 *7

中心周波数 50/60Hz 時：
中心周波数 400Hz 時：
( 入力設定は、AC100V/AC200V 時 入力正弦波 )

± 0.03Hz ( 分解能：0.01Hz)
± 0.3Hz ( 分解能：0.01Hz)

・	 周期測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周期により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of 10div ＋入力周期依存確度 )
[ 入力周期依存確度 ]
入力周期 500µs 以上： 0.05% of 入力周期
入力周期 20µs 〜 500µs： 0.1% of 入力周期＋ 0.1µs
入力周期 10µs 〜 20µs： 0.2% of 入力周期＋ 0.1µs
入力周期 10µs 未満： 0.5% of 入力周期＋ 0.1µs

・	 Duty 測定モード時 *8

入力周波数に依存
入力周波数 50kHz 未満： ± 0.1%
入力周波数 50kHz 〜 100kHz： ± 0.2%
入力周波数 100kHz 〜 200kHz： ± 0.5%
入力周波数 200kHz 〜 500kHz： ± 1.0%

・	 パルス幅測定モード時 *8

測定確度は測定レンジおよび入力パルス幅により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of 10div ＋入力パルス幅依存確度 )
[ 入力パルス幅依存確度 ]
入力パルス幅 500µs 以上： 0.05% of 入力パルス幅
入力パルス幅 20µs 〜 500µs： 0.1% of 入力パルス幅＋ 0.1µs
入力パルス幅 10µs 〜 20µs： 0.2% of 入力パルス幅＋ 0.1µs
入力パルス幅 10µs 未満： 0.5% of 入力パルス幅＋ 0.1µs
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項目 仕様
入力電圧範囲 (±FS) 1:1 Probe Factor 時：	 ± 1V、± 2V、± 5V、± 10V、± 20V、± 50V( ± FS)
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF

プルアップ機能：	 10kΩ、約 5V( プルアップは入力設定が Pull-up 5V の時だけ ON 可能 )
入力カップリング設定 AC、DC
プローブの減衰比設定 10:1、1:1
パルス検出最低電圧幅 200mVP-P
帯域制限 Full、100kHz、10kHz、1kHz、100Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *9)
スレショルドレベル 電圧レンジの FS 内で設定可能　FS の 1% 単位で設定可能
ヒステリシス 電圧レンジの FS の± 1%、± 2.5%、± 5% から選択可能
プリセット機能 ロジック (5V、 3V、 12V、 24V)、電磁ピックアップ、ゼロクロス、プルアップ、AC100V、AC200V、 

ユーザー定義
スロープ選択 立ち上がり、立ち下がりのどちらかを選択可能
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

0.5Hz 以下 (700929、 702902 使用時は 0.05Hz 以下、701947 使用時は 0.005Hz 以下 ) (Typical 値 *9)

チャタリング除去機能 OFF、1 〜 1000ms( 設定分解能：1ms)
接点入力などの ON/OFF 時のチャタリングを取り除く機能。設定期間中の信号変化を無視するこ
とができる。

入力状態表示機能 チャネルごとに LED による入力状態表示機能あり
動作時： パルス入力を検知すると緑に点灯
オーバードライブ時： 入力電圧がレンジ範囲を超えると赤に点灯

適合プローブ / 
接続ケーブル

接続ケーブル (1:1)：推奨 1
366926

電圧プローブ：推奨 2
700929 (10:1 安全プローブ )　20 〜 45pF
702902 (10:1 安全プローブ )　25 〜 40pF
701947 (100:1 安全プローブ )　15 〜 45pF

*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929、702902、701947との組み合わせ

*2700929
702902
701947

H

L
*4

*5
BNC

*3

701901＋701954との組み合わせ、
または直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：1µs 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*7	 90Vrms、正弦波 ( 入力レンジ：AC100V、帯域制限：100kHz、ヒステリシス：± 1%) の入力波形
*8	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：5ns 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*9	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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測定モードごとの仕様
項目 仕様
周波数

測定可能周波数範囲 0.01Hz 〜 500kHz
垂直軸感度設定範囲 0.1Hz/div 〜 100kHz/div(1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.001Hz

回転数 (rpm)
測定可能回転数範囲 0.01rpm 〜 100000rpm( ただし、入力周波数は DC 〜 500kHz)
垂直軸感度設定範囲 0.1rpm/div ～ 10krpm/div (1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rpm) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 ) × 60
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

回転数 (rps)
測定可能回転数範囲 0.001rps 〜 2000rps( ただし、入力周波数は DC 〜 500kHz)
垂直軸感度設定範囲 0.01rps/div ～ 200rps/div(1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rps) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 )
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

周期
測定可能周期範囲 2µs 〜 50s( ただし、最小パルス幅は 1µs)
垂直軸感度設定範囲 10µs/div ～ 5s/div(1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.1µs

Duty
測定可能 Duty 範囲 0 〜 100%
垂直軸感度設定範囲 1％ /div ～ 20%/div(1-2-5 ステップ )
測定可能周波数範囲 0.1Hz 〜 500kHz
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
最小分解能 0.1µs

電源周波数
測定可能周波数範囲 30Hz 〜 70Hz( 中心周波数：50Hz 時 )、40Hz 〜 80Hz( 中心周波数：60Hz 時 )、 

380Hz 〜 420Hz( 中心周波数：400Hz 時 )
垂直軸感度設定範囲 0.1Hz/div ～ 2Hz/div( 設定分解能：0.01Hz)
中心周波数設定 50Hz、60Hz、400Hz から選択可能
最小分解能 0.01Hz

パルス幅
測定可能パルス幅 1µs 〜 50s( ただし、入力周波数は〜 500kHz)
垂直軸感度設定範囲 10µs/div ～ 5s/div(1-2-5 ステップ )
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
選択最小分解能 0.1µs

パルス積算
最大パルスカウント数 2 × 109 パルス
垂直軸感度設定範囲 500.0E ＋ 18value/div ～ 10.00E − 21value/div(1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
測定周波数範囲 0.1Hz 〜 500kHz ( ただし、最小パルス幅は 1µs)
演算機能 1 パルス当たりの物理量を設定することにより、距離 / 流量などの物理値に変換して表示可能
Unit/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30
カウントリセット マニュアルリセット、オーバーリミットリセット

速度
垂直軸感度設定範囲 500.0E ＋ 18value/div ～ 10.00E − 21value/div(1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
演算方式 1 パルス当たりの変位量を設定することにより、周波数から速度を演算

s、min、hour の単位時間は自動換算
Distance/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30

6.13　モジュール仕様



6-36 IM DL350-03JA

機能仕様
項目 仕様
減速予測 パルス入力が途切れた場合、リアルタイムに減速状態を演算する

周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能
停止予測 パルス入力が途切れて、一定期間経過した時、周波数を強制的に 0 にする

停止期間設定：最後に測定されたパルス周期の 1.5 〜 10 (10 段階 ) に設定可能
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能

スムージング 設定時間で測定データの移動平均を演算
設定時間：0.1 〜 1000ms ( 設定分解能：0.1ms)
すべての測定項目で設定可能

パルス平均 設定したパルス数ごとに周波数測定を行う
パルス間隔に周期を持ったムラがある場合、ムラを取り除くことができる
設定パルス数：1 〜 4096
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、電源周波数、周期、パルス積算、速度の測定時に設定可能

オフセット機能 オフセット周波数を基準にして、変動を観測可能
オフセット範囲：最大 value/div 値の 1000 倍まで設定可能

・	 周波数： 0Hz 〜 500kHz
・	 回転数 (rpm)： 0rpm 〜 50krpm
・	 回転数 (rps)： 0rps 〜 1000rps
・	 周期： 0s 〜 50s
・	 Duty： 0% 〜 100%
・	 パルス幅： 0s 〜 50s
・	 パルス積算： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

・	 速度： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

6.13　モジュール仕様
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16ch 電圧入力モジュール (720220)
項目 仕様
基準動作条件 周囲温度：23 ± 5℃

周囲湿度：20 ～ 80% RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

有効測定範囲 20div ( 表示範囲：10div)
入力サブチャネル数 16
入力カップリング設定 DC、GND、OFF
最高サンプルレート 200kS/s ( 単一 ch)　[16ch × 10kS/s]
入力形式 一括絶縁不平衡
周波数特性 *1

( 振幅が±3div 相当の正弦 
波を入力したときの −3dB
減衰点 )

DC ～ 5kHz

電圧軸感度設定範囲 0.2V/div ～ 2V/div(1-2-5 ステップ )
最大測定電圧範囲 ± 20V
最大入力電圧 *2 直接入力： 42V(DC ＋ ACpeak)
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )
最大定格対地間電圧 *3

入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
直接入力： 42V(DC ＋ ACpeak) (CAT Ⅱ、30Vrms)

垂直軸 ( 電圧軸 )DC 確度 *1 ± (0.3% of 10div)
入力コネクタ バネ端子台　8ch ごとに取り外し可
入力インピーダンス 1MΩ± 1%
コモンモード除去比 80dB (50/60Hz) 以上 (Typical 値 *4)
残留ノイズレベル 
( 入力部を短絡 )

± 0.05div

A/D 変換分解能 16 ビット　2400LSB/div
温度係数 ゼロ点： ± (0.02% of 10div)/℃ (Typical 値 *4)

利得： ± (0.02% of 10div)/℃ (Typical 値 *4)
帯域制限 Full/500Hz よりサブチャネルごとに選択可能
接続電線 推奨：0.20mm2 ～ 1.00mm2、AWG サイズ：24-18

*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L *3
*2

*4	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

6.13　モジュール仕様
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16ch 温度 / 電圧入力モジュール (720221)
項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

機能 温度 ( 熱電対 ) または電圧測定 (DC カップリング )
有効測定範囲 【電圧測定時】20div ( 表示範囲：10div)
入力サブチャネル数 16
入力カップリング設定 TC、DC、OFF、GND

TC： 温度 ( 熱電対 ) 測定
DC： 電圧測定 (DC カップリング )

サブチャネルごとに独立に設定可能
データ更新周期 100ms、300ms、1s、3s
入力形式 絶縁不平衡
測定範囲 / 確度 *1

熱電対の規格については
701261 の仕様を参照

【電圧測定】電圧軸感度： 1mV/div ～ 2V/div(1-2-5 ステップ )
電圧確度： ± (0.15％ of 10div)

【温度測定】*2

タイプ 測定範囲 確度
K
E
J
T
L
U
N

−200 〜 1300℃
−200 〜 800℃
−200 〜 1100℃
−200 〜 400℃
−200 〜 900℃
−200 〜 400℃
0 〜 1300℃

± (0.1％ of reading ＋ 1.5℃ )
ただし、−200℃〜 0℃は± (0.2％ of reading ＋ 1.5℃ )

R
S

0 〜 1700℃
0 〜 1700℃

± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
ただし、0 〜 200℃：± 8℃
200 〜 800℃：± 5℃

B 0 〜 1800℃ ± (0.1％ of reading ＋ 2℃ )
ただし、400 〜 700℃：± 8℃
有効範囲は 400 〜 1800℃

W 0 〜 2300℃ ± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
金鉄クロメル *3 0 〜 300K 0 〜 50K： ± 4K

50 〜 300K： ± 2.5K

最大入力電圧 *4

( 周波数が 1kHz 以下のとき )
温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧 *5

入力 - ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

垂直分解能 【電圧測定】電圧入力時：2400LSB/div
【温度測定】温度測定時：0.1℃

コモンモード除去比 【電圧測定】100dB 以上 (50/60Hz)(Typical 値 *6)
【温度測定】140dB 以上 (50/60Hz、データ更新周期 3s 時 )(Typical 値 *6)

残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 0.01div(Typical 値 *6)

A/D 変換分解能 【電圧測定】16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 ゼロ点： ± (0.025％ of 10div)/℃ (Typical 値 *6)

利得： ± (0.01％ of 10div)/℃ (Typical 値 *6)
基準接点補償確度
( 入力端子温度平衡時 )

K、E、J、T、L、U、N： ± 1℃
R、S、B、W： ± 1.5℃
金鉄クロメル： ± 1K

帯域制限 (Typical 値 *6)
(−3dB 減衰点 )

データ更新周期 100ms 時：600Hz
300ms 時：200Hz
1s 時：50Hz
3s 時：10Hz

入力コネクタ ねじ締め式端子
入力インピーダンス 約 1MΩ
サブチャネル間干渉 100dB以上 (50/60Hz)(Typical 値 *6)
外部スキャナボックス 形名：701953、基準接点内蔵

付属ケーブル長：1m、3m( 選択 )

6.13　モジュール仕様
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*1	 基準動作状態で測定した値です
*2	 基準接点温度補償確度は含みません。
*3	 本モジュールは、金に対して鉄の含有率が 0.07% の金鉄クロメルに対応しています。

＋

－ *5
*4

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

6.13　モジュール仕様
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ロジック入力モジュール (720230)
項目 仕様
基準動作条件 周囲温度：23 ± 5℃

周囲湿度：20 ～ 80% RH
入力ポート数 2
入力ビット数 8bit/Port
最高サンプルレート 10MS/s
入力形式 非絶縁、専用プローブを使用 ( 自動識別 )
適合プローブ 700986( 非絶縁型 8 ビット入力 )

700987( 絶縁型 8 ビット入力 )
702911( 非絶縁型 8 ビット入力 )
702912( 非絶縁型 8 ビット入力 )

チャタサプレス時間設定 Off、5ms、10ms、20ms、50ms、100ms

6.13　モジュール仕様
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CAN バスモニタモジュール (720240)
項目 仕様
基準動作条件 周囲温度：23 ± 5℃

周囲湿度：20 ～ 80% RH
入力ポート数 2
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 絶縁不平衡
最大入力電圧 −3V ～＋ 10V (CAN_H.CAN_L - GND 間 )
最大定格対地間電圧

入力 - ケース間
各入力間

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

入力コネクタ D-Sub コネクタ 9 ピン ( オス )
ターミネータ 内蔵、ポートごとに有効、無効の設定可能
対応プロトコル 物理層：ISO-11898 (High Speed Communication)
対応ビットレート *1 10kbps、20kbps、33.3kbps、50kbps、62.5kbps、66.7kbps、83.3kbps、100kbps、125kbps、

200kbps、250kbps、400kbps、500kbps、800kbps、１Mbps
LED 表示 ターミネータの有効 ( 点灯 )、無効 ( 消灯 ) の表示
サブチャネル数 60 サブチャネル / ポート
1 ショット出力 フレームを 1 ショットで出力可能
ターミネータ抵抗値
( ターミネータ有効時 )

110 ～ 130Ω

A/D 変換分解能 (Value Type が Float のときだけ )
16 ビット　2400LSB/div

*1	 低速トランシーバレベルでの Low Speed CAN の対応なし。

6.13　モジュール仕様
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CAN & LIN バスモニタモジュール (720241)
項目 仕様
基準動作条件 周囲温度：23 ± 5℃

周囲湿度：20 ～ 80% RH
入力ポート数 CAN ポート：1、LIN ポート：1
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 絶縁不平衡

CANポート
項目 仕様
最大入力電圧 −3V ～＋ 10V (CAN_H.CAN_L - GND 間 )
最大定格対地間電圧

入力 - ケース間
各入力間

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

入力コネクタ D-Sub コネクタ 9 ピン ( オス )
ターミネータ 内蔵、有効、無効の設定可能
ターミネータ抵抗値
( ターミネータ有効時 )

110 ～ 130Ω

LED 表示 ターミネータの有効 ( 点灯 )、無効 ( 消灯 ) の表示
対応プロトコル 物理層：ISO-11898 (High Speed Communication)
対応ビットレート *1 10kbps、20kbps、33.3kbps、50kbps、62.5kbps、66.7kbps、83.3kbps、100kbps、125kbps、

200kbps、250kbps、400kbps、500kbps、800kbps、１Mbps
サブチャネル数 60 サブチャネル
1 ショット出力 フレームを 1 ショットで出力可能
A/D 変換分解能 (Value Type が Float のときだけ )

16 ビット　2400LSB/div

*1	 低速トランシーバレベルでの Low Speed CAN の対応なし。

LIN ポート
項目 仕様
最大入力電圧 −0.3V ～＋ 18V (LIN.VBAT - GND 間 )
最大定格対地間電圧

入力 - ケース間
各入力間

30Vrms (CAT Ⅱ )

入力コネクタ D-Sub コネクタ 9 ピン ( オス )
対応プロトコル 物理層：ISO9141 に準拠
対応ビットレート 2400bps、9600bps、19200bps
サブチャネル数 60 サブチャネル
対応チェックサム 標準チェックサム、拡張チェックサムに対応

6.13　モジュール仕様
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CAN/CAN FD モニタモジュール (720242)
項目 仕様
基準動作条件 周囲温度：23 ± 5℃

周囲湿度：20 ～ 80% RH
入力ポート数 2
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 ISO 11898 準拠差動入力

各ポートは本体と絶縁
ポート間は絶縁

最大入力電圧 －3V ～＋ 10V (CAN_H.CAN_L - GND 間 )
最大定格対地間電圧
入力 - ケース間
各入力間

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

入力コネクタ D-Sub コネクタ 9 ピン ( オス )
ターミネータ 内蔵、ポートごとに有効 / 無効の設定可能
対応プロトコル CAN、CAN FD (ISO 11898-1:2015 または non-ISO)

物理層：ISO-11898 (High Speed Communication)
対応ビットレート *1 10kbps、20kbps、33.3kbps、50kbps、62.5kbps、66.7kbps、83.3kbps、100kbps、125kbps、

200kbps、250kbps、400kbps、500kbps、800kbps、１Mbps
Flexible data rate　1Mbps、2Mbps、3Mbps、4Mbps、5Mbps

サンプルポイント 65％～ 90％　１％単位で設定
LED 表示 ターミネータの有効 ( 点灯 )/ 無効 ( 消灯 ) の表示
サブチャネル数 60 サブチャネル / ポート
1 ショット出力 フレームを 1 ショットで出力可能

CAN/CAN FD パケットを出力可能（パケット形式は指定可能）
CAN FD 時、最大 64 バイト出力可能

ターミネータ抵抗値
( ターミネータ有効時 )

110 ～ 130Ω

A/D 変換分解能 (Value Type が Float のときだけ )
16 ビット　2400LSB/div

*1	 低速トランシーバレベルでの Low Speed CAN の対応なし。

6.13　モジュール仕様
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SENT モニタモジュール (720243)
項目 仕様
基準動作状態 周囲温度：23 ± 5℃

周囲湿度：20 ～ 80% RH
入力ポート数 2
最高データ更新レート 100kS/s(10µs)
入力形式 絶縁不平衡
入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
対応プロトコル SAE J2716
対応 Clock Tick 幅 1µs ～ 100µs　設定分解能 0.01µs 
対応 Nibble 数 1 ～ 8
解析サブチャネル数 Fast Channel と Slow Channel の合計で 8ch

Fast Channel		  最大 8ch
Slow Channel		  最大 5ch

Status & Communication	 1ch (4 ビット )
エラートリガ		  1ch (5 ビット )
エラーカウント		  1ch

Fast Channel 解析機能 Fast Channel Multiplexing 対応
入力 L レベル電圧 1.5V(Typical 値 *1)
入力 H レベル電圧 3.5V(Typical 値 *1)
最大入力電圧 700929(10:1)、702902(10:1) との組み合わせ *2：

420V(DC ＋ ACpeak)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*4：

42V(DC ＋ ACpeak)
最大定格対地間電圧

入力 - ケース間
各入力間

安全規格の WorkingVoltage*3､ *5

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
許容される過渡的 
サージ電圧 ( 瞬時のみ )

± 2100Vpeak( 各入力端子 - アース間 ) 

絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
入力状態表示機能 ポートごとに LED による入力状態表示機能あり

動作時： 入力を検知すると緑に点灯
オーバードライブ時： 入力電圧が 20V を超えると赤に点灯

プローブの減衰比設定 10:1、1:1
適合プローブ / 
接続ケーブル

電圧プローブ：推奨
700929 (10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF
702902 (10:1 安全プローブ )、25 〜 40pF

接続ケーブル ( 高電圧用 1:1)
701901( 絶縁タイプ BNC- 安全ワニグチクリップ× 2)、別途ワニグチクリップ (701954) が必要

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2)

*1	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

700929、702902との組み合わせ

*2700929
702902 *4

*5

許容される過渡的サージ電圧(アース入力間)：±2100Vpeak

*3

701901＋701954との組み合わせ、
または直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

BNC
H

L

H

L

6.13　モジュール仕様
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6.14 ロジックプローブ仕様

高速ロジックプローブ (700986)
項目 仕様
入力点数 8
入力形式 非絶縁 ( 各ビットのアース共通、DL350 本体のアースと各ビットのアース共通 )
最大入力電圧 
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)、プローブ先端とアース間

応答時間 1µs (Typical 値 *1)
入力インピーダンス 100kΩ以上
スレショルドレベル 約 1.4V

*1	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

絶縁ロジックプローブ (700987)
項目 仕様
入力点数 8
入力形式 絶縁 ( 各ビットすべてが絶縁 )
入力コネクタ 安全端子形 ( バナナプラグ用 ) × 8
入力切り替え ビットごとに AC/DC 入力切り替え可能
入力信号表示 ビットごとに Hi/Lo レベルを検出、Hi のとき LED 点灯
スレショルドレベル DC 入力時： 6 VDC ± 50％ (Hi レベル：10 ～ 250 VDC、Lo レベル：0 ～ 3 VDC)

AC 入力時： 50 VAC ± 50％ (Hi レベル：80 ～ 250 VAC、Lo レベル：0 ～ 20 VAC) (50/60 Hz)
応答時間 DC 入力時： 1ms (Typical 値 *1)

AC 入力時： 20ms (Typical 値 *1)
入力インピーダンス 約 100kΩ
最大入力電圧 250Vrms*2  CAT II ( 各ビットの H-L 間 )
最大許容同相電圧 250Vrms*2  CAT II  ( 入力端子の H または L とアース間 )
ビット間最大許容電圧 250Vrms*2  CAT II
耐電圧 2000VAC　1 分間 ( 入力端子とアース間 )
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 入力端子とアース間 )
使用ヒューズ *3 使用場所： 入力端子の H 側

最大定格電圧： 250V
最大定格電流： 50mA
タイプ： タイムラグ
規格： VDE/SEMKO 認定

*1	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
*2	 周波数が 1kHz 以下のとき、AC 350Vpeak、DC 250V。
*3	� 本機器で使用しているヒューズは、すべて本体ケース内にあるので、お客様では交換できません。万一、本体ケース内のヒュー

ズが切れていると思われるときは、お買い求め先までご連絡ください。
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6.14　ロジックプローブ仕様

ロジックプローブ (702911、702912)
項目 仕様
入力点数 8
入力形式 非絶縁 ( 各ビットのアース共通、DL350 本体のアースと各ビットのアース共通 )
最大入力電圧 ± 35V
応答時間 3µs (Typical 値 *1)
入力インピーダンス 10kΩ以上
スレショルドレベル 約 1.4V
入力方式 TTL レベルまたは接点入力 ( 切り替え式 )、接点入力時：5V プルアップ

*1	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

Note
ロジックプローブ (702911、702912)、および絶縁ロジックプローブ 700987 を使用する前に、減衰比切替ス
イッチを数回操作してください。長時間使用しない場合、スイッチの接触障害が起きることがあります。
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6.15 16ch スキャナボックス仕様

16ch スキャナボックスの外形図以外の仕様については 16ch 温度 / 電圧入力モジュール (720221) の仕
様をご覧ください。

外形図
単位：mm

指示無き寸法公差は、± 3％ ( ただし 10mm 未満は± 0.3mm) とする。

取り付け板

本体

ø3.5

6 164.5

3.
5 70

177

148

74
35

 

21
 

5 
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6.16  GPS ユニット (B8093YA) 仕様

項目 仕様
レシーバータイプ GPS、GLONASS、QZSS

SBAS(MSAS、WAAS、EGNOS、GAGAN)
機能 GPS データ取得 ( 緯度、経度、高度、速度、移動方位、GPS 測位情報 )

本体時刻同期
データ更新レート 1Hz
測定精度 *1 水平位置： 15m 以下 (GPS 測位 /SA=OFF/PDOP ≦ 3)

速度： 1m/s(GPS 測位 /SA=OFF/PDOP ≦ 3)
追従性能 高度： −500m ～ 18000m

速度： 1800km/h 以下
加速度： 2G 以下

測定分解能 緯度、経度： 1µ°
高度： 0.1m、1m
速度： 0.01km/h、0.1km/h
方位： 0.01°

*1	 測定場所、測定環境、測定時間により、この仕様値が得られない場合あり

环保使用期限
この項目は、中華人民共和国国内でのみ有効です。

表示该有毒有害物质在该产品中的含量均在 GB/T 26572 标准规定的限量要求以下。
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6.17 外形図

本体
単位：mm

指示なき寸法公差は、± 3％ ( ただし 10mm 未満は± 0.3mm) とする。

背 面 図

21
7

305 2.
7

91 4.5

21
.2

115.9 9.3

バッテリパックを
装備した場合
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付録 1	 時間軸設定 / サンプルレート / レコード長の関係

スコープモード時の最速のサンプルレートは、装着されるモジュールによって異なります。
次の各条件でのレコード長と Time/div の関係は次ページ以降をご覧ください。

サンプルレートが最速で 100MS/s になる条件
・	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュールが装着されている場合

サンプルレートが最速で 10MS/s になる条件
・	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュールが装着されていない場合でかつ、下記のいずれかのモ

ジュールが装着されている場合
・	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール
・	 ロジック入力モジュール

・	 モジュールが装着されていない場合
	 (CH5、CH6 のロジック入力チャネルだけを使用している場合）

サンプルレートが最速で 1MS/s になる条件
	 下記のいずれのモジュールも装着されていなく、かつ、それ以外のいずれかのモジュールが装

着されている場合
・	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール
・	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール
・	 ロジック入力モジュール

スコープモード時の Time/div の設定が 100ms 以上では、トリガモードがオート、シングル、即時スター
トのときにロールモード表示になります。

付録
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サンプルレートが最速で 100MS/s となる場合
レコード長が 10k、25k、50k、100k、250k ポイントの場合

Time/div

レコード長
10k 25k 50k 100k 250k
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs 100M 1.0k 100M 1.0k 100M 1.0k 100M 1.0k 100M 1.0k
2µs 100M 2.0k 100M 2.0k 100M 2.0k 100M 2.0k 100M 2.0k
5µs 100M 5.0k 100M 5.0k 100M 5.0k 100M 5.0k 100M 5.0k
10µs 100M 10.0k 100M 10.0k 100M 10.0k 100M 10.0k 100M 10.0k
20µs 50M 10.0k 100M 20.0k 100M 20.0k 100M 20.0k 100M 20.0k
50µs 20M 10.0k 50M 25.0k 100M 50.0k 100M 50.0k 100M 50.0k
100µs 10M 10.0k 20M 20.0k 50M 50.0k 100M 100.0k 100M 100.0k
200µs 5M 10.0k 10M 20.0k 20M 40.0k 50M 100.0k 100M 200.0k
500µs 2M 10.0k 5M 25.0k 10M 50.0k 20M 100.0k 50M 250.0k
1ms 1M 10.0k 2M 20.0k 5M 50.0k 10M 100.0k 20M 200.0k
2ms 500k 10.0k 1M 20.0k 2M 40.0k 5M 100.0k 10M 200.0k
5ms 200k 10.0k 500k 25.0k 1M 50.0k 2M 100.0k 5M 250.0k
10ms 100k 10.0k 200k 20.0k 500k 50.0k 1M 100.0k 2M 200.0k
20ms 50k 10.0k 100k 20.0k 200k 40.0k 500k 100.0k 1M 200.0k
50ms 20k 10.0k 50k 25.0k 100k 50.0k 200k 100.0k 500k 250.0k
100ms 10k 10.0k 20k 20.0k 50k 50.0k 100k 100.0k 200k 200.0k
200ms 5k 10.0k 10k 20.0k 20k 40.0k 50k 100.0k 100k 200.0k
500ms 2k 10.0k 5k 25.0k 10k 50.0k 20k 100.0k 50k 250.0k
1s 1k 10.0k 2k 20.0k 5k 50.0k 10k 100.0k 20k 200.0k
2s 500 10.0k 1k 20.0k 2k 40.0k 5k 100.0k 10k 200.0k
3s 200 6.0k 500 15.0k 1k 30.0k 2k 60.0k 5k 150.0k
4s 200 8.0k 500 20.0k 1k 40.0k 2k 80.0k 5k 200.0k
5s 200 10.0k 500 25.0k 1k 50.0k 2k 100.0k 5k 250.0k
6s 100 6.0k 200 12.0k 500 30.0k 1k 60.0k 2k 120.0k
10s 100 10.0k 200 20.0k 500 50.0k 1k 100.0k 2k 200.0k
20s 50 10.0k 100 20.0k 200 40.0k 500 100.0k 1k 200.0k
30s 20 6.0k 50 15.0k 100 30.0k 200 60.0k 500 150.0k
1min 10 6.0k 20 12.0k 50 30.0k 100 60.0k 200 120.0k
2min 5 6.0k 20 24.0k 20 24.0k 50 60.0k 200 240.0k
3min 5 9.0k 10 18.0k 20 36.0k 50 90.0k 100 180.0k
4min － － 10 24.0k 20 48.0k 20 48.0k 100 240.0k
5min － － 5 15.0k 10 30.0k 20 60.0k 50 150.0k
6min － － 5 18.0k 10 36.0k 20 72.0k 50 180.0k
10min － － － － 5 30.0k 10 60.0k 20 120.0k
12min － － － － 5 36.0k 10 72.0k 20 144.0k
30min － － － － － － 5 90.0k 10 180.0k
1hour － － － － － － － － 5 180.0k
2hour － － － － － － － － － －
3hour － － － － － － － － － －
4hour － － － － － － － － － －
5hour － － － － － － － － － －
6hour － － － － － － － － － －
8hour － － － － － － － － － －
10hour － － － － － － － － － －
12hour － － － － － － － － － －
1day － － － － － － － － － －
2day － － － － － － － － － －
3day － － － － － － － － － －
4day － － － － － － － － － －
5day － － － － － － － － － －

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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レコード長が 500k、1M、2.5M、5M、10M ポイントの場合

Time/div

レコード長
500k 1M 2.5M 5M 10M
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs 100M 1.0k 100M 1.0k 100M 1.0k 100M 1.0k 100M 1.0k
2µs 100M 2.0k 100M 2.0k 100M 2.0k 100M 2.0k 100M 2.0k
5µs 100M 5.0k 100M 5.0k 100M 5.0k 100M 5.0k 100M 5.0k
10µs 100M 10.0k 100M 10.0k 100M 10.0k 100M 10.0k 100M 10.0k
20µs 100M 20.0k 100M 20.0k 100M 20.0k 100M 20.0k 100M 20.0k
50µs 100M 50.0k 100M 50.0k 100M 50.0k 100M 50.0k 100M 50.0k
100µs 100M 100.0k 100M 100.0k 100M 100.0k 100M 100.0k 100M 100.0k
200µs 100M 200.0k 100M 200.0k 100M 200.0k 100M 200.0k 100M 200.0k
500µs 100M 500.0k 100M 500.0k 100M 500.0k 100M 500.0k 100M 500.0k
1ms 50M 500.0k 100M 1.0M 100M 1.0M 100M 1.0M 100M 1.0M
2ms 20M 400.0k 50M 1.0M 100M 2.0M 100M 2.0M 100M 2.0M
5ms 10M 500.0k 20M 1.0M 50M 2.5M 100M 5.0M 100M 5.0M
10ms 5M 500.0k 10M 1.0M 20M 2.0M 50M 5.0M 100M 10.0M
20ms 2M 400.0k 5M 1.0M 10M 2.0M 20M 4.0M 50M 10.0M
50ms 1M 500.0k 2M 1.0M 5M 2.5M 10M 5.0M 20M 10.0M
100ms 500k 500.0k 1M 1.0M 2M 2.0M 5M 5.0M 10M 10.0M
200ms 200k 400.0k 500k 1.0M 1M 2.0M 2M 4.0M 5M 10.0M
500ms 100k 500.0k 200k 1.0M 500k 2.5M 1M 5.0M 2M 10.0M
1s 50k 500.0k 100k 1.0M 200k 2.0M 500k 5.0M 1M 10.0M
2s 20k 400.0k 50k 1.0M 100k 2.0M 200k 4.0M 500k 10.0M
3s 10k 300.0k 20k 600.0k 50k 1.5M 100k 3.0M 200k 6.0M
4s 10k 400.0k 20k 800.0k 50k 2.0M 100k 4.0M 200k 8.0M
5s 10k 500.0k 20k 1.0M 50k 2.5M 100k 5.0M 200k 10.0M
6s 5k 300.0k 10k 600.0k 20k 1.2M 50k 3.0M 100k 6.0M
10s 5k 500.0k 10k 1.0M 20k 2.0M 50k 5.0M 100k 10.0M
20s 2k 400.0k 5k 1.0M 10k 2.0M 20k 4.0M 50k 10.0M
30s 1k 300.0k 2k 600.0k 5k 1.5M 10k 3.0M 20k 6.0M
1min 500 300.0k 1k 600.0k 2k 1.2M 5k 3.0M 10k 6.0M
2min 200 240.0k 500 600.0k 2k 2.4M 2k 2.4M 5k 6.0M
3min 200 360.0k 500 900.0k 1k 1.8M 2k 3.6M 5k 9.0M
4min 200 480.0k 200 480.0k 1k 2.4M 2k 4.8M 2k 4.8M
5min 100 300.0k 200 600.0k 500 1.5M 1k 3.0M 2k 6.0M
6min 100 360.0k 200 720.0k 500 1.8M 1k 3.6M 2k 7.2M
10min 50 300.0k 100 600.0k 200 1.2M 500 3.0M 1k 6.0M
12min 50 360.0k 100 720.0k 200 1.4M 500 3.6M 1k 7.2M
30min 20 360.0k 50 900.0k 100 1.8M 200 3.6M 500 9.0M
1hour 10 360.0k 20 720.0k 50 1.8M 100 3.6M 200 7.2M
2hour 5 360.0k 10 720.0k 20 1.4M 50 3.6M 100 7.2M
3hour － － 5 540.0k 20 2.1M 20 2.1M 50 5.4M
4hour － － 5 720.0k 10 1.4M 20 2.8M 50 7.2M
5hour － － 5 900.0k 10 1.8M 20 3.6M 50 9.0M
6hour － － － － 10 2.1M 20 4.3M 20 4.3M
8hour － － － － 5 1.4M 10 2.8M 20 5.7M
10hour － － － － 5 1.8M 10 3.6M 20 7.2M
12hour － － － － 5 2.1M 10 4.3M 20 8.6M
1day － － － － － － 5 4.3M 10 8.6M
2day － － － － － － － － 5 8.6M
3day － － － － － － － － － －
4day － － － － － － － － － －
5day － － － － － － － － － －

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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レコード長が 25M、50M、100M、250M、500M ポイントの場合

Time/div

レコード長
25M 50M 100M 250M 500M
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs 100M 1.0k 100M 1.0k 100M 1.0k － － － －
2µs 100M 2.0k 100M 2.0k 100M 2.0k － － － －
5µs 100M 5.0k 100M 5.0k 100M 5.0k － － － －
10µs 100M 10.0k 100M 10.0k 100M 10.0k － － － －
20µs 100M 20.0k 100M 20.0k 100M 20.0k － － － －
50µs 100M 50.0k 100M 50.0k 100M 50.0k － － － －
100µs 100M 100.0k 100M 100.0k 100M 100.0k － － － －
200µs 100M 200.0k 100M 200.0k 100M 200.0k － － － －
500µs 100M 500.0k 100M 500.0k 100M 500.0k － － － －
1ms 100M 1.0M 100M 1.0M 100M 1.0M － － － －
2ms 100M 2.0M 100M 2.0M 100M 2.0M － － － －
5ms 100M 5.0M 100M 5.0M 100M 5.0M － － － －
10ms 100M 10.0M 100M 10.0M 100M 10.0M － － － －
20ms 100M 20.0M 100M 20.0M 100M 20.0M － － － －
50ms 50M 25.0M 100M 50.0M 100M 50.0M － － － －
100ms 20M 20.0M 50M 50.0M 100M 100.0M － － － －
200ms 10M 20.0M 20M 40.0M 50M 100.0M － － － －
500ms 5M 25.0M 10M 50.0M 20M 100.0M － － － －
1s 2M 20.0M 5M 50.0M 10M 100.0M － － － －
2s 1M 20.0M 2M 40.0M 5M 100.0M － － － －
3s 500k 15.0M 1M 30.0M 2M 60.0M － － － －
4s 500k 20.0M 1M 40.0M 2M 80.0M － － － －
5s 500k 25.0M 1M 50.0M 2M 100.0M － － － －
6s 200k 12.0M 500k 30.0M 1M 60.0M － － － －
10s 200k 20.0M 500k 50.0M 1M 100.0M － － － －
20s 100k 20.0M 200k 40.0M 500k 100.0M 1M 200.0M － －
30s 50k 15.0M 100k 30.0M 200k 60.0M 500k 150.0M 1M 300.0M
1min 20k 12.0M 50k 30.0M 100k 60.0M 200k 120.0M 500k 300.0M
2min 20k 24.0M 20k 24.0M 50k 60.0M 200k 240.0M 200k 240.0M
3min 10k 18.0M 20k 36.0M 50k 90.0M 100k 180.0M 200k 360.0M
4min 10k 24.0M 20k 48.0M 20k 48.0M 100k 240.0M 200k 480.0M
5min 5k 15.0M 10k 30.0M 20k 60.0M 50k 150.0M 100k 300.0M
6min 5k 18.0M 10k 36.0M 20k 72.0M 50k 180.0M 100k 360.0M
10min 2k 12.0M 5k 30.0M 10k 60.0M 20k 120.0M 50k 300.0M
12min 2k 14.4M 5k 36.0M 10k 72.0M 20k 144.0M 50k 360.0M
30min 1k 18.0M 2k 36.0M 5k 90.0M 10k 180.0M 20k 360.0M
1hour 500 18.0M 1k 36.0M 2k 72.0M 5k 180.0M 10k 360.0M
2hour 200 14.4M 500 36.0M 1k 72.0M 2k 144.0M 5k 360.0M
3hour 200 21.6M 200 21.6M 500 54.0M 2k 216.0M 2k 216.0M
4hour 100 14.4M 200 28.8M 500 72.0M 1k 144.0M 2k 288.0M
5hour 100 18.0M 200 36.0M 500 90.0M 1k 180.0M 2k 360.0M
6hour 100 21.6M 200 43.2M 200 43.2M 1k 216.0M 2k 432.0M
8hour 50 14.4M 100 28.8M 200 57.6M 500 144.0M 1k 288.0M
10hour 50 18.0M 100 36.0M 200 72.0M 500 180.0M 1k 360.0M
12hour 50 21.6M 100 43.2M 200 86.4M 500 216.0M 1k 432.0M
1day 20 17.2M 50 43.2M 100 86.4M 200 172.8M 500 432.0M
2day 10 17.2M 20 34.5M 50 86.4M 100 172.8M 200 345.6M
3day 5 12.9M 10 25.9M 20 51.8M 50 129.6M 100 259.2M
4day 5 17.2M 10 34.5M 20 69.1M 50 172.8M 100 345.6M
5day 5 21.6M 10 43.2M 20 86.4M 50 216.0M 100 432.0M

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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レコード長が 1G、2G、4G、5G ポイントの場合

Time/div

レコード長
1G 2G 4G 5G
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs － － － － － － － －
2µs － － － － － － － －
5µs － － － － － － － －
10µs － － － － － － － －
20µs － － － － － － － －
50µs － － － － － － － －
100µs － － － － － － － －
200µs － － － － － － － －
500µs － － － － － － － －
1ms － － － － － － － －
2ms － － － － － － － －
5ms － － － － － － － －
10ms － － － － － － － －
20ms － － － － － － － －
50ms － － － － － － － －
100ms － － － － － － － －
200ms － － － － － － － －
500ms － － － － － － － －
1s － － － － － － － －
2s － － － － － － － －
3s － － － － － － － －
4s － － － － － － － －
5s － － － － － － － －
6s － － － － － － － －
10s － － － － － － － －
20s － － － － － － － －
30s － － － － － － － －
1min 1M 600.0M － － － － － －
2min 500k 600.0M 1M 1.2G － － － －
3min 500k 900.0M 1M 1.8G － － － －
4min 200k 480.0M 500k 1.2G 1M 2.4G － －
5min 200k 600.0M 500k 1.5G 1M 3G 1M 3G
6min 200k 720.0M 500k 1.8G 1M 3.6G 1M 3.6G
10min 100k 600.0M 200k 1.2G 500k 3G 500k 3G
12min 100k 720.0M 200k 1.44G 500k 3.6G 500k 3.6G
30min 50k 900.0M 100k 1.8G 200k 3.6G 200k 3.6G
1hour 20k 720.0M 50k 1.8G 100k 3.6G 100k 3.6G
2hour 10k 720.0M 20k 1.44G 50k 3.6G 50k 3.6G
3hour 5k 540.0M 10k 1.08G 20k 2.16G 20k 2.16G
4hour 5k 720.0M 10k 1.44G 20k 2.88G 20k 2.88G
5hour 5k 900.0M 10k 1.8G 20k 3.6G 20k 3.6G
6hour 2k 432.0M 5k 1.08G 10k 2.16G 20k 4.32G
8hour 2k 576.0M 5k 1.44G 10k 2.88G 10k 2.88G
10hour 2k 720.0M 5k 1.8G 10k 3.6G 10k 3.6G
12hour 2k 864.0M 2k 864.0M 5k 2.16G 10k 4.32G
1day 1k 864.0M 2k 1.728G 2k 1.728G 5k 2.16G
2day 500 864.0M 1k 1.728G 2k 3.456G 2k 3.456G
3day 200 518.4M 500 1.296G 1k 2.592G 1k 2.592G
4day 200 691.2M 500 1.728G 1k 3.456G 1k 3.456G
5day 200 864.0M 200 864.0M 500 2.16G 1k 4.32G

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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レコード長が 10G、20G ポイントの場合

Time/div

レコード長
10G 20G
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs － － － －
2µs － － － －
5µs － － － －
10µs － － － －
20µs － － － －
50µs － － － －
100µs － － － －
200µs － － － －
500µs － － － －
1ms － － － －
2ms － － － －
5ms － － － －
10ms － － － －
20ms － － － －
50ms － － － －
100ms － － － －
200ms － － － －
500ms － － － －
1s － － － －
2s － － － －
3s － － － －
4s － － － －
5s － － － －
6s － － － －
10s － － － －
20s － － － －
30s － － － －
1min － － － －
2min － － － －
3min － － － －
4min － － － －
5min － － － －
6min － － － －
10min 1M 6.0G － －
12min 1M 7.2G － －
30min 500k 9.0G 1M 18.0G
1hour 200k 7.2G 500k 18.0G
2hour 100k 7.2G 200k 14.4G
3hour 50k 5.4G 100k 10.8G
4hour 50k 7.2G 100k 14.4G
5hour 50k 9.0G 100k 18.0G
6hour 20k 4.32G 50k 10.8G
8hour 20k 5.76G 50k 14.4G
10hour 20k 7.2G 50k 18G
12hour 20k 8.64G 20k 8.64G
1day 10k 8.64G 20k 17.28G
2day 5k 8.64G 10k 17.28G
3day 2k 5.184G 5k 12.96G
4day 2k 6.912G 5k 17.28G
5day 2k 8.64G 2k 8.64G

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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5
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付
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サンプルレートが最速で 10MS/s となる場合
レコード長が 10k、25k、50k、100k、250k ポイントの場合

Time/div

レコード長
10k 25k 50k 100k 250k
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs 10M 100 10M 100 10M 100 10M 100 10M 100
2µs 10M 200 10M 200 10M 200 10M 200 10M 200
5µs 10M 500 10M 500 10M 500 10M 500 10M 500
10µs 10M 1.0k 10M 1.0k 10M 1.0k 10M 1.0k 10M 1.0k
20µs 10M 2.0k 10M 2.0k 10M 2.0k 10M 2.0k 10M 2.0k
50µs 10M 5.0k 10M 5.0k 10M 5.0k 10M 5.0k 10M 5.0k
100µs 10M 10.0k 10M 10.0k 10M 10.0k 10M 10.0k 10M 10.0k
200µs 5M 10.0k 10M 20.0k 10M 20.0k 10M 20.0k 10M 20.0k
500µs 2M 10.0k 5M 25.0k 10M 50.0k 10M 50.0k 10M 50.0k
1ms 1M 10.0k 2M 20.0k 5M 50.0k 10M 100.0k 10M 100.0k
2ms 500k 10.0k 1M 20.0k 2M 40.0k 5M 100.0k 10M 200.0k
5ms 200k 10.0k 500k 25.0k 1M 50.0k 2M 100.0k 5M 250.0k
10ms 100k 10.0k 200k 20.0k 500k 50.0k 1M 100.0k 2M 200.0k
20ms 50k 10.0k 100k 20.0k 200k 40.0k 500k 100.0k 1M 200.0k
50ms 20k 10.0k 50k 25.0k 100k 50.0k 200k 100.0k 500k 250.0k
100ms 10k 10.0k 20k 20.0k 50k 50.0k 100k 100.0k 200k 200.0k
200ms 5k 10.0k 10k 20.0k 20k 40.0k 50k 100.0k 100k 200.0k
500ms 2k 10.0k 5k 25.0k 10k 50.0k 20k 100.0k 50k 250.0k
1s 1k 10.0k 2k 20.0k 5k 50.0k 10k 100.0k 20k 200.0k
2s 500 10.0k 1k 20.0k 2k 40.0k 5k 100.0k 10k 200.0k
3s 200 6.0k 500 15.0k 1k 30.0k 2k 60.0k 5k 150.0k
4s 200 8.0k 500 20.0k 1k 40.0k 2k 80.0k 5k 200.0k
5s 200 10.0k 500 25.0k 1k 50.0k 2k 100.0k 5k 250.0k
6s 100 6.0k 200 12.0k 500 30.0k 1k 60.0k 2k 120.0k
10s 100 10.0k 200 20.0k 500 50.0k 1k 100.0k 2k 200.0k
20s 50 10.0k 100 20.0k 200 40.0k 500 100.0k 1k 200.0k
30s 20 6.0k 50 15.0k 100 30.0k 200 60.0k 500 150.0k
1min 10 6.0k 20 12.0k 50 30.0k 100 60.0k 200 120.0k
2min 5 6.0k 20 24.0k 20 24.0k 50 60.0k 200 240.0k
3min 5 9.0k 10 18.0k 20 36.0k 50 90.0k 100 180.0k
4min － － 10 24.0k 20 48.0k 20 48.0k 100 240.0k
5min － － 5 15.0k 10 30.0k 20 60.0k 50 150.0k
6min － － 5 18.0k 10 36.0k 20 72.0k 50 180.0k
10min － － － － 5 30.0k 10 60.0k 20 120.0k
12min － － － － 5 36.0k 10 72.0k 20 144.0k
30min － － － － － － 5 90.0k 10 180.0k
1hour － － － － － － － － 5 180.0k
2hour － － － － － － － － － －
3hour － － － － － － － － － －
4hour － － － － － － － － － －
5hour － － － － － － － － － －
6hour － － － － － － － － － －
8hour － － － － － － － － － －
10hour － － － － － － － － － －
12hour － － － － － － － － － －
1day － － － － － － － － － －
2day － － － － － － － － － －
3day － － － － － － － － － －
4day － － － － － － － － － －
5day － － － － － － － － － －

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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レコード長が 500k、1M、2.5M、5M、10M ポイントの場合

Time/div

レコード長
500k 1M 2.5M 5M 10M
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs 10M 100 10M 100 10M 100 10M 100 10M 100
2µs 10M 200 10M 200 10M 200 10M 200 10M 200
5µs 10M 500 10M 500 10M 500 10M 500 10M 500
10µs 10M 1.0k 10M 1.0k 10M 1.0k 10M 1.0k 10M 1.0k
20µs 10M 2.0k 10M 2.0k 10M 2.0k 10M 2.0k 10M 2.0k
50µs 10M 5.0k 10M 5.0k 10M 5.0k 10M 5.0k 10M 5.0k
100µs 10M 10.0k 10M 10.0k 10M 10.0k 10M 10.0k 10M 10.0k
200µs 10M 20.0k 10M 20.0k 10M 20.0k 10M 20.0k 10M 20.0k
500µs 10M 50.0k 10M 50.0k 10M 50.0k 10M 50.0k 10M 50.0k
1ms 10M 100.0k 10M 100.0k 10M 100.0k 10M 100.0k 10M 100.0k
2ms 10M 200.0k 10M 200.0k 10M 200.0k 10M 200.0k 10M 200.0k
5ms 10M 500.0k 10M 500.0k 10M 500.0k 10M 500.0k 10M 500.0k
10ms 5M 500.0k 10M 1.0M 10M 1.0M 10M 1.0M 10M 1.0M
20ms 2M 400.0k 5M 1.0M 10M 2.0M 10M 2.0M 10M 2.0M
50ms 1M 500.0k 2M 1.0M 5M 2.5M 10M 5.0M 10M 5.0M
100ms 500k 500.0k 1M 1.0M 2M 2.0M 5M 5.0M 10M 10.0M
200ms 200k 400.0k 500k 1.0M 1M 2.0M 2M 4.0M 5M 10.0M
500ms 100k 500.0k 200k 1.0M 500k 2.5M 1M 5.0M 2M 10.0M
1s 50k 500.0k 100k 1.0M 200k 2.0M 500k 5.0M 1M 10.0M
2s 20k 400.0k 50k 1.0M 100k 2.0M 200k 4.0M 500k 10.0M
3s 10k 300.0k 20k 600.0k 50k 1.5M 100k 3.0M 200k 6.0M
4s 10k 400.0k 20k 800.0k 50k 2.0M 100k 4.0M 200k 8.0M
5s 10k 500.0k 20k 1.0M 50k 2.5M 100k 5.0M 200k 10.0M
6s 5k 300.0k 10k 600.0k 20k 1.2M 50k 3.0M 100k 6.0M
10s 5k 500.0k 10k 1.0M 20k 2.0M 50k 5.0M 100k 10.0M
20s 2k 400.0k 5k 1.0M 10k 2.0M 20k 4.0M 50k 10.0M
30s 1k 300.0k 2k 600.0k 5k 1.5M 10k 3.0M 20k 6.0M
1min 500 300.0k 1k 600.0k 2k 1.2M 5k 3.0M 10k 6.0M
2min 200 240.0k 500 600.0k 2k 2.4M 2k 2.4M 5k 6.0M
3min 200 360.0k 500 900.0k 1k 1.8M 2k 3.6M 5k 9.0M
4min 200 480.0k 200 480.0k 1k 2.4M 2k 4.8M 2k 4.8M
5min 100 300.0k 200 600.0k 500 1.5M 1k 3.0M 2k 6.0M
6min 100 360.0k 200 720.0k 500 1.8M 1k 3.6M 2k 7.2M
10min 50 300.0k 100 600.0k 200 1.2M 500 3.0M 1k 6.0M
12min 50 360.0k 100 720.0k 200 1.4M 500 3.6M 1k 7.2M
30min 20 360.0k 50 900.0k 100 1.8M 200 3.6M 500 9.0M
1hour 10 360.0k 20 720.0k 50 1.8M 100 3.6M 200 7.2M
2hour 5 360.0k 10 720.0k 20 1.4M 50 3.6M 100 7.2M
3hour － － 5 540.0k 20 2.1M 20 2.1M 50 5.4M
4hour － － 5 720.0k 10 1.4M 20 2.8M 50 7.2M
5hour － － 5 900.0k 10 1.8M 20 3.6M 50 9.0M
6hour － － － － 10 2.1M 20 4.3M 20 4.3M
8hour － － － － 5 1.4M 10 2.8M 20 5.7M
10hour － － － － 5 1.8M 10 3.6M 20 7.2M
12hour － － － － 5 2.1M 10 4.3M 20 8.6M
1day － － － － － － 5 4.3M 10 8.6M
2day － － － － － － － － 5 8.6M
3day － － － － － － － － － －
4day － － － － － － － － － －
5day － － － － － － － － － －
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レコード長が 25M、50M、100M、250M、500M ポイントの場合

Time/div

レコード長
25M 50M 100M 250M 500M
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs 10M 100 10M 100 10M 100 － － － －
2µs 10M 200 10M 200 10M 200 － － － －
5µs 10M 500 10M 500 10M 500 － － － －
10µs 10M 1.0k 10M 1.0k 10M 1.0k － － － －
20µs 10M 2.0k 10M 2.0k 10M 2.0k － － － －
50µs 10M 5.0k 10M 5.0k 10M 5.0k － － － －
100µs 10M 10.0k 10M 10.0k 10M 10.0k － － － －
200µs 10M 20.0k 10M 20.0k 10M 20.0k － － － －
500µs 10M 50.0k 10M 50.0k 10M 50.0k － － － －
1ms 10M 100.0k 10M 100.0k 10M 100.0k － － － －
2ms 10M 200.0k 10M 200.0k 10M 200.0k － － － －
5ms 10M 500.0k 10M 500.0k 10M 500.0k － － － －
10ms 10M 1.0M 10M 1.0M 10M 1.0M － － － －
20ms 10M 2.0M 10M 2.0M 10M 2.0M － － － －
50ms 10M 5.0M 10M 5.0M 10M 5.0M － － － －
100ms 10M 10.0M 10M 10.0M 10M 10.0M － － － －
200ms 10M 20.0M 10M 20.0M 10M 20.0M － － － －
500ms 5M 25.0M 10M 50.0M 10M 50.0M － － － －
1s 2M 20.0M 5M 50.0M 10M 100.0M － － － －
2s 1M 20.0M 2M 40.0M 5M 100.0M － － － －
3s 500k 15.0M 1M 30.0M 2M 60.0M － － － －
4s 500k 20.0M 1M 40.0M 2M 80.0M － － － －
5s 500k 25.0M 1M 50.0M 2M 100.0M － － － －
6s 200k 12.0M 500k 30.0M 1M 60.0M － － － －
10s 200k 20.0M 500k 50.0M 1M 100.0M － － － －
20s 100k 20.0M 200k 40.0M 500k 100.0M 1M 200.0M － －
30s 50k 15.0M 100k 30.0M 200k 60.0M 500k 150.0M 1M 300.0M
1min 20k 12.0M 50k 30.0M 100k 60.0M 200k 120.0M 500k 300.0M
2min 20k 24.0M 20k 24.0M 50k 60.0M 200k 240.0M 200k 240.0M
3min 10k 18.0M 20k 36.0M 50k 90.0M 100k 180.0M 200k 360.0M
4min 10k 24.0M 20k 48.0M 20k 48.0M 100k 240.0M 200k 480.0M
5min 5k 15.0M 10k 30.0M 20k 60.0M 50k 150.0M 100k 300.0M
6min 5k 18.0M 10k 36.0M 20k 72.0M 50k 180.0M 100k 360.0M
10min 2k 12.0M 5k 30.0M 10k 60.0M 20k 120.0M 50k 300.0M
12min 2k 14.4M 5k 36.0M 10k 72.0M 20k 144.0M 50k 360.0M
30min 1k 18.0M 2k 36.0M 5k 90.0M 10k 180.0M 20k 360.0M
1hour 500 18.0M 1k 36.0M 2k 72.0M 5k 180.0M 10k 360.0M
2hour 200 14.4M 500 36.0M 1k 72.0M 2k 144.0M 5k 360.0M
3hour 200 21.6M 200 21.6M 500 54.0M 2k 216.0M 2k 216.0M
4hour 100 14.4M 200 28.8M 500 72.0M 1k 144.0M 2k 288.0M
5hour 100 18.0M 200 36.0M 500 90.0M 1k 180.0M 2k 360.0M
6hour 100 21.6M 200 43.2M 200 43.2M 1k 216.0M 2k 432.0M
8hour 50 14.4M 100 28.8M 200 57.6M 500 144.0M 1k 288.0M
10hour 50 18.0M 100 36.0M 200 72.0M 500 180.0M 1k 360.0M
12hour 50 21.6M 100 43.2M 200 86.4M 500 216.0M 1k 432.0M
1day 20 17.2M 50 43.2M 100 86.4M 200 172.8M 500 432.0M
2day 10 17.2M 20 34.5M 50 86.4M 100 172.8M 200 345.6M
3day 5 12.9M 10 25.9M 20 51.8M 50 129.6M 100 259.2M
4day 5 17.2M 10 34.5M 20 69.1M 50 172.8M 100 345.6M
5day 5 21.6M 10 43.2M 20 86.4M 50 216.0M 100 432.0M
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レコード長が 1G、2G、4G、5G ポイントの場合

Time/div

レコード長
1G 2G 4G 5G
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs － － － － － － － －
2µs － － － － － － － －
5µs － － － － － － － －
10µs － － － － － － － －
20µs － － － － － － － －
50µs － － － － － － － －
100µs － － － － － － － －
200µs － － － － － － － －
500µs － － － － － － － －
1ms － － － － － － － －
2ms － － － － － － － －
5ms － － － － － － － －
10ms － － － － － － － －
20ms － － － － － － － －
50ms － － － － － － － －
100ms － － － － － － － －
200ms － － － － － － － －
500ms － － － － － － － －
1s － － － － － － － －
2s － － － － － － － －
3s － － － － － － － －
4s － － － － － － － －
5s － － － － － － － －
6s － － － － － － － －
10s － － － － － － － －
20s － － － － － － － －
30s － － － － － － － －
1min 1M 600.0M － － － － － －
2min 500k 600.0M 1M 1.2G － － － －
3min 500k 900.0M 1M 1.8G － － － －
4min 200k 480.0M 500k 1.2G 1M 2.4G － －
5min 200k 600.0M 500k 1.5G 1M 3G 1M 3G
6min 200k 720.0M 500k 1.8G 1M 3.6G 1M 3.6G
10min 100k 600.0M 200k 1.2G 500k 3G 500k 3G
12min 100k 720.0M 200k 1.44G 500k 3.6G 500k 3.6G
30min 50k 900.0M 100k 1.8G 200k 3.6G 200k 3.6G
1hour 20k 720.0M 50k 1.8G 100k 3.6G 100k 3.6G
2hour 10k 720.0M 20k 1.44G 50k 3.6G 50k 3.6G
3hour 5k 540.0M 10k 1.08G 20k 2.16G 20k 2.16G
4hour 5k 720.0M 10k 1.44G 20k 2.88G 20k 2.88G
5hour 5k 900.0M 10k 1.8G 20k 3.6G 20k 3.6G
6hour 2k 432.0M 5k 1.08G 10k 2.16G 20k 4.32G
8hour 2k 576.0M 5k 1.44G 10k 2.88G 10k 2.88G
10hour 2k 720.0M 5k 1.8G 10k 3.6G 10k 3.6G
12hour 2k 864.0M 2k 864.0M 5k 2.16G 10k 4.32G
1day 1k 864.0M 2k 1.728G 2k 1.728G 5k 2.16G
2day 500 864.0M 1k 1.728G 2k 3.456G 2k 3.456G
3day 200 518.4M 500 1.296G 1k 2.592G 1k 2.592G
4day 200 691.2M 500 1.728G 1k 3.456G 1k 3.456G
5day 200 864.0M 200 864.0M 500 2.16G 1k 4.32G
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付
録
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5

6

付

索

レコード長が 10G、20G ポイントの場合

Time/div

レコード長
10G 20G
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs － － － －
2µs － － － －
5µs － － － －
10µs － － － －
20µs － － － －
50µs － － － －
100µs － － － －
200µs － － － －
500µs － － － －
1ms － － － －
2ms － － － －
5ms － － － －
10ms － － － －
20ms － － － －
50ms － － － －
100ms － － － －
200ms － － － －
500ms － － － －
1s － － － －
2s － － － －
3s － － － －
4s － － － －
5s － － － －
6s － － － －
10s － － － －
20s － － － －
30s － － － －
1min － － － －
2min － － － －
3min － － － －
4min － － － －
5min － － － －
6min － － － －
10min 1M 6.0G － －
12min 1M 7.2G － －
30min 500k 9.0G 1M 18.0G
1hour 200k 7.2G 500k 18.0G
2hour 100k 7.2G 200k 14.4G
3hour 50k 5.4G 100k 10.8G
4hour 50k 7.2G 100k 14.4G
5hour 50k 9.0G 100k 18.0G
6hour 20k 4.32G 50k 10.8G
8hour 20k 5.76G 50k 14.4G
10hour 20k 7.2G 50k 18G
12hour 20k 8.64G 20k 8.64G
1day 10k 8.64G 20k 17.28G
2day 5k 8.64G 10k 17.28G
3day 2k 5.184G 5k 12.96G
4day 2k 6.912G 5k 17.28G
5day 2k 8.64G 2k 8.64G

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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サンプルレートが最速で 1MS/s となる場合
レコード長が 10k、25k、50k、100k、250k ポイントの場合

Time/div

レコード長
10k 25k 50k 100k 250k
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

1µs － － － － － － － － － －
2µs － － － － － － － － － －
5µs － － － － － － － － － －
10µs 1M 100 1M 100 1M 100 1M 100 1M 100
20µs 1M 200 1M 200 1M 200 1M 200 1M 200
50µs 1M 500 1M 500 1M 500 1M 500 1M 500
100µs 1M 1.0k 1M 1.0k 1M 1.0k 1M 1.0k 1M 1.0k
200µs 1M 2.0k 1M 2.0k 1M 2.0k 1M 2.0k 1M 2.0k
500µs 1M 5.0k 1M 5.0k 1M 5.0k 1M 5.0k 1M 5.0k
1ms 1M 10.0k 1M 10.0k 1M 10.0k 1M 10.0k 1M 10.0k
2ms 500k 10.0k 1M 20.0k 1M 20.0k 1M 20.0k 1M 20.0k
5ms 200k 10.0k 500k 25.0k 1M 50.0k 1M 50.0k 1M 50.0k
10ms 100k 10.0k 200k 20.0k 500k 50.0k 1M 100.0k 1M 100.0k
20ms 50k 10.0k 100k 20.0k 200k 40.0k 500k 100.0k 1M 200.0k
50ms 20k 10.0k 50k 25.0k 100k 50.0k 200k 100.0k 500k 250.0k
100ms 10k 10.0k 20k 20.0k 50k 50.0k 100k 100.0k 200k 200.0k
200ms 5k 10.0k 10k 20.0k 20k 40.0k 50k 100.0k 100k 200.0k
500ms 2k 10.0k 5k 25.0k 10k 50.0k 20k 100.0k 50k 250.0k
1s 1k 10.0k 2k 20.0k 5k 50.0k 10k 100.0k 20k 200.0k
2s 500 10.0k 1k 20.0k 2k 40.0k 5k 100.0k 10k 200.0k
3s 200 6.0k 500 15.0k 1k 30.0k 2k 60.0k 5k 150.0k
4s 200 8.0k 500 20.0k 1k 40.0k 2k 80.0k 5k 200.0k
5s 200 10.0k 500 25.0k 1k 50.0k 2k 100.0k 5k 250.0k
6s 100 6.0k 200 12.0k 500 30.0k 1k 60.0k 2k 120.0k
10s 100 10.0k 200 20.0k 500 50.0k 1k 100.0k 2k 200.0k
20s 50 10.0k 100 20.0k 200 40.0k 500 100.0k 1k 200.0k
30s 20 6.0k 50 15.0k 100 30.0k 200 60.0k 500 150.0k
1min 10 6.0k 20 12.0k 50 30.0k 100 60.0k 200 120.0k
2min 5 6.0k 20 24.0k 20 24.0k 50 60.0k 200 240.0k
3min 5 9.0k 10 18.0k 20 36.0k 50 90.0k 100 180.0k
4min － － 10 24.0k 20 48.0k 20 48.0k 100 240.0k
5min － － 5 15.0k 10 30.0k 20 60.0k 50 150.0k
6min － － 5 18.0k 10 36.0k 20 72.0k 50 180.0k
10min － － － － 5 30.0k 10 60.0k 20 120.0k
12min － － － － 5 36.0k 10 72.0k 20 144.0k
30min － － － － － － 5 90.0k 10 180.0k
1hour － － － － － － － － 5 180.0k
2hour － － － － － － － － － －
3hour － － － － － － － － － －
4hour － － － － － － － － － －
5hour － － － － － － － － － －
6hour － － － － － － － － － －
8hour － － － － － － － － － －
10hour － － － － － － － － － －
12hour － － － － － － － － － －
1day － － － － － － － － － －
2day － － － － － － － － － －
3day － － － － － － － － － －
4day － － － － － － － － － －
5day － － － － － － － － － －

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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付
録
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5
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付

索

レコード長が 500k、1M、2.5M、5M、10M ポイントの場合

Time/div

レコード長
500k 1M 2.5M 5M 10M
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

1µs － － － － － － － － － －
2µs － － － － － － － － － －
5µs － － － － － － － － － －
10µs 1M 100 1M 100 1M 100 1M 100 1M 100
20µs 1M 200 1M 200 1M 200 1M 200 1M 200
50µs 1M 500 1M 500 1M 500 1M 500 1M 500
100µs 1M 1.0k 1M 1.0k 1M 1.0k 1M 1.0k 1M 1.0k
200µs 1M 2.0k 1M 2.0k 1M 2.0k 1M 2.0k 1M 2.0k
500µs 1M 5.0k 1M 5.0k 1M 5.0k 1M 5.0k 1M 5.0k
1ms 1M 10.0k 1M 10.0k 1M 10.0k 1M 10.0k 1M 10.0k
2ms 1M 20.0k 1M 20.0k 1M 20.0k 1M 20.0k 1M 20.0k
5ms 1M 50.0k 1M 50.0k 1M 50.0k 1M 50.0k 1M 50.0k
10ms 1M 100.0k 1M 100.0k 1M 100.0k 1M 100.0k 1M 100.0k
20ms 1M 200.0k 1M 200.0k 1M 200.0k 1M 200.0k 1M 200.0k
50ms 1M 500.0k 1M 500.0k 1M 500.0k 1M 500.0k 1M 500.0k
100ms 500k 500.0k 1M 1.0M 1M 1.0M 1M 1.0M 1M 1.0M
200ms 200k 400.0k 500k 1.0M 1M 2.0M 1M 2.0M 1M 2.0M
500ms 100k 500.0k 200k 1.0M 500k 2.5M 1M 5.0M 1M 5.0M
1s 50k 500.0k 100k 1.0M 200k 2.0M 500k 5.0M 1M 10.0M
2s 20k 400.0k 50k 1.0M 100k 2.0M 200k 4.0M 500k 10.0M
3s 10k 300.0k 20k 600.0k 50k 1.5M 100k 3.0M 200k 6.0M
4s 10k 400.0k 20k 800.0k 50k 2.0M 100k 4.0M 200k 8.0M
5s 10k 500.0k 20k 1.0M 50k 2.5M 100k 5.0M 200k 10.0M
6s 5k 300.0k 10k 600.0k 20k 1.2M 50k 3.0M 100k 6.0M
10s 5k 500.0k 10k 1.0M 20k 2.0M 50k 5.0M 100k 10.0M
20s 2k 400.0k 5k 1.0M 10k 2.0M 20k 4.0M 50k 10.0M
30s 1k 300.0k 2k 600.0k 5k 1.5M 10k 3.0M 20k 6.0M
1min 500 300.0k 1k 600.0k 2k 1.2M 5k 3.0M 10k 6.0M
2min 200 240.0k 500 600.0k 2k 2.4M 2k 2.4M 5k 6.0M
3min 200 360.0k 500 900.0k 1k 1.8M 2k 3.6M 5k 9.0M
4min 200 480.0k 200 480.0k 1k 2.4M 2k 4.8M 2k 4.8M
5min 100 300.0k 200 600.0k 500 1.5M 1k 3.0M 2k 6.0M
6min 100 360.0k 200 720.0k 500 1.8M 1k 3.6M 2k 7.2M
10min 50 300.0k 100 600.0k 200 1.2M 500 3.0M 1k 6.0M
12min 50 360.0k 100 720.0k 200 1.4M 500 3.6M 1k 7.2M
30min 20 360.0k 50 900.0k 100 1.8M 200 3.6M 500 9.0M
1hour 10 360.0k 20 720.0k 50 1.8M 100 3.6M 200 7.2M
2hour 5 360.0k 10 720.0k 20 1.4M 50 3.6M 100 7.2M
3hour － － 5 540.0k 20 2.1M 20 2.1M 50 5.4M
4hour － － 5 720.0k 10 1.4M 20 2.8M 50 7.2M
5hour － － 5 900.0k 10 1.8M 20 3.6M 50 9.0M
6hour － － － － 10 2.1M 20 4.3M 20 4.3M
8hour － － － － 5 1.4M 10 2.8M 20 5.7M
10hour － － － － 5 1.8M 10 3.6M 20 7.2M
12hour － － － － 5 2.1M 10 4.3M 20 8.6M
1day － － － － － － 5 4.3M 10 8.6M
2day － － － － － － － － 5 8.6M
3day － － － － － － － － － －
4day － － － － － － － － － －
5day － － － － － － － － － －

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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レコード長が 25M、50M、100M、250M、500M ポイントの場合

Time/div

レコード長
25M 50M 100M 250M 500M
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

1µs － － － － － － － －
2µs － － － － － － － －
5µs － － － － － － － －
10µs 1M 100 1M 100 1M 100 － －
20µs 1M 200 1M 200 1M 200 － －
50µs 1M 500 1M 500 1M 500 － －
100µs 1M 1.0k 1M 1.0k 1M 1.0k － －
200µs 1M 2.0k 1M 2.0k 1M 2.0k － －
500µs 1M 5.0k 1M 5.0k 1M 5.0k － －
1ms 1M 10.0k 1M 10.0k 1M 10.0k － －
2ms 1M 20.0k 1M 20.0k 1M 20.0k － －
5ms 1M 50.0k 1M 50.0k 1M 50.0k － －
10ms 1M 100.0k 1M 100.0k 1M 100.0k － －
20ms 1M 200.0k 1M 200.0k 1M 200.0k － －
50ms 1M 500.0k 1M 500.0k 1M 500.0k － －
100ms 1M 1.0M 1M 1.0M 1M 1.0M 1M 1.0M 1M 1.0M
200ms 1M 2.0M 1M 2.0M 1M 2.0M 1M 2.0M 1M 2.0M
500ms 1M 5.0M 1M 5.0M 1M 5.0M 1M 5.0M 1M 5.0M
1s 1M 10.0M 1M 10.0M 1M 10.0M 1M 10.0M 1M 10.0M
2s 1M 20.0M 1M 20.0M 1M 20.0M 1M 20.0M 1M 20.0M
3s 500k 15.0M 1M 30.0M 1M 30.0M 1M 30.0M 1M 30.0M
4s 500k 20.0M 1M 40.0M 1M 40.0M 1M 40.0M 1M 40.0M
5s 500k 25.0M 1M 50.0M 1M 50.0M 1M 50.0M 1M 50.0M
6s 200k 12.0M 500k 30.0M 1M 60.0M 1M 60.0M 1M 60.0M
10s 200k 20.0M 500k 50.0M 1M 100.0M 1M 100.0M 1M 100.0M
20s 100k 20.0M 200k 40.0M 500k 100.0M 1M 200.0M 1M 200.0M
30s 50k 15.0M 100k 30.0M 200k 60.0M 500k 150.0M 1M 300.0M
1min 20k 12.0M 50k 30.0M 100k 60.0M 200k 120.0M 500k 300.0M
2min 20k 24.0M 20k 24.0M 50k 60.0M 200k 240.0M 200k 240.0M
3min 10k 18.0M 20k 36.0M 50k 90.0M 100k 180.0M 200k 360.0M
4min 10k 24.0M 20k 48.0M 20k 48.0M 100k 240.0M 200k 480.0M
5min 5k 15.0M 10k 30.0M 20k 60.0M 50k 150.0M 100k 300.0M
6min 5k 18.0M 10k 36.0M 20k 72.0M 50k 180.0M 100k 360.0M
10min 2k 12.0M 5k 30.0M 10k 60.0M 20k 120.0M 50k 300.0M
12min 2k 14.4M 5k 36.0M 10k 72.0M 20k 144.0M 50k 360.0M
30min 1k 18.0M 2k 36.0M 5k 90.0M 10k 180.0M 20k 360.0M
1hour 500 18.0M 1k 36.0M 2k 72.0M 5k 180.0M 10k 360.0M
2hour 200 14.4M 500 36.0M 1k 72.0M 2k 144.0M 5k 360.0M
3hour 200 21.6M 200 21.6M 500 54.0M 2k 216.0M 2k 216.0M
4hour 100 14.4M 200 28.8M 500 72.0M 1k 144.0M 2k 288.0M
5hour 100 18.0M 200 36.0M 500 90.0M 1k 180.0M 2k 360.0M
6hour 100 21.6M 200 43.2M 200 43.2M 1k 216.0M 2k 432.0M
8hour 50 14.4M 100 28.8M 200 57.6M 500 144.0M 1k 288.0M
10hour 50 18.0M 100 36.0M 200 72.0M 500 180.0M 1k 360.0M
12hour 50 21.6M 100 43.2M 200 86.4M 500 216.0M 1k 432.0M
1day 20 17.2M 50 43.2M 100 86.4M 200 172.8M 500 432.0M
2day 10 17.2M 20 34.5M 50 86.4M 100 172.8M 200 345.6M
3day 5 12.9M 10 25.9M 20 51.8M 50 129.6M 100 259.2M
4day 5 17.2M 10 34.5M 20 69.1M 50 172.8M 100 345.6M
5day 5 21.6M 10 43.2M 20 86.4M 50 216.0M 100 432.0M
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付
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5
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付

索

レコード長が 1G、2G、4G、5G ポイントの場合

Time/div

レコード長
1G 2G 4G 5G
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント)

1µs － － － －
2µs － － － －
5µs － － － －
10µs － － － －
20µs － － － －
50µs － － － －
100µs － － － －
200µs － － － －
500µs － － － －
1ms － － － －
2ms － － － －
5ms － － － －
10ms － － － －
20ms － － － －
50ms － － － －
100ms 1M 1.0M 1M 1.0M 1M 1.0M 1M 1.0M
200ms 1M 2.0M 1M 2.0M 1M 2.0M 1M 2.0M
500ms 1M 5.0M 1M 5.0M 1M 5.0M 1M 5.0M
1s 1M 10.0M 1M 10.0M 1M 10.0M 1M 10.0M
2s 1M 20.0M 1M 20.0M 1M 20.0M 1M 20.0M
3s 1M 30.0M 1M 30.0M 1M 30.0M 1M 30.0M
4s 1M 40.0M 1M 40.0M 1M 40.0M 1M 40.0M
5s 1M 50.0M 1M 50.0M 1M 50.0M 1M 50.0M
6s 1M 60.0M 1M 60.0M 1M 60.0M 1M 60.0M
10s 1M 100.0M 1M 100.0M 1M 100.0M 1M 100.0M
20s 1M 200.0M 1M 200.0M 1M 200.0M 1M 200.0M
30s 1M 300.0M 1M 300.0M 1M 300.0M 1M 300.0M
1min 1M 600.0M 1M 600.0M 1M 600.0M 1M 600.0M
2min 500k 600.0M 1M 1.2G 1M 1.2G 1M 1.2G
3min 500k 900.0M 1M 1.8G 1M 1.8G 1M 1.8G
4min 200k 480.0M 500k 1.2G 1M 2.4G 1M 2.4G
5min 200k 600.0M 500k 1.5G 1M 3G 1M 3G
6min 200k 720.0M 500k 1.8G 1M 3.6G 1M 3.6G
10min 100k 600.0M 200k 1.2G 500k 3G 500k 3G
12min 100k 720.0M 200k 1.44G 500k 3.6G 500k 3.6G
30min 50k 900.0M 100k 1.8G 200k 3.6G 200k 3.6G
1hour 20k 720.0M 50k 1.8G 100k 3.6G 100k 3.6G
2hour 10k 720.0M 20k 1.44G 50k 3.6G 50k 3.6G
3hour 5k 540.0M 10k 1.08G 20k 2.16G 20k 2.16G
4hour 5k 720.0M 10k 1.44G 20k 2.88G 20k 2.88G
5hour 5k 900.0M 10k 1.8G 20k 3.6G 20k 3.6G
6hour 2k 432.0M 5k 1.08G 10k 2.16G 20k 4.32G
8hour 2k 576.0M 5k 1.44G 10k 2.88G 10k 2.88G
10hour 2k 720.0M 5k 1.8G 10k 3.6G 10k 3.6G
12hour 2k 864.0M 2k 864.0M 5k 2.16G 10k 4.32G
1day 1k 864.0M 2k 1.728G 2k 1.728G 5k 2.16G
2day 500 864.0M 1k 1.728G 2k 3.456G 2k 3.456G
3day 200 518.4M 500 1.296G 1k 2.592G 1k 2.592G
4day 200 691.2M 500 1.728G 1k 3.456G 1k 3.456G
5day 200 864.0M 200 864.0M 500 2.16G 1k 4.32G

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係



付 -16 IM DL350-03JA

レコード長が 10G、20G ポイントの場合

Time/div

レコード長
10G 20G
サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

サンプル
レート
(S/s)

実
レコード長
(ポイント )

1µs － － － －
2µs － － － －
5µs － － － －
10µs － － － －
20µs － － － －
50µs － － － －
100µs － － － －
200µs － － － －
500µs － － － －
1ms － － － －
2ms － － － －
5ms － － － －
10ms － － － －
20ms － － － －
50ms － － － －
100ms 1M 1.0M 1M 1.0M
200ms 1M 2.0M 1M 2.0M
500ms 1M 5.0M 1M 5.0M
1s 1M 10.0M 1M 10.0M
2s 1M 20.0M 1M 20.0M
3s 1M 30.0M 1M 30.0M
4s 1M 40.0M 1M 40.0M
5s 1M 50.0M 1M 50.0M
6s 1M 60.0M 1M 60.0M
10s 1M 100.0M 1M 100.0M
20s 1M 200.0M 1M 200.0M
30s 1M 300.0M 1M 300.0M
1min 1M 600.0M 1M 600.0M
2min 1M 1.2G 1M 1.2G
3min 1M 1.8G 1M 1.8G
4min 1M 2.4G 1M 2.4G
5min 1M 3G 1M 3G
6min 1M 3.6G 1M 3.6G
10min 1M 6.0G 1M 6.0G
12min 1M 7.2G 1M 7.2G
30min 500k 9.0G 1M 18.0G
1hour 200k 7.2G 500k 18.0G
2hour 100k 7.2G 200k 14.4G
3hour 50k 5.4G 100k 10.8G
4hour 50k 7.2G 100k 14.4G
5hour 50k 9.0G 100k 18.0G
6hour 20k 4.32G 50k 10.8G
8hour 20k 5.76G 50k 14.4G
10hour 20k 7.2G 50k 18.0G
12hour 20k 8.64G 20k 8.64G
1day 10k 8.64G 20k 17.28G
2day 5k 8.64G 10k 17.28G
3day 2k 5.184G 5k 12.96G
4day 2k 6.912G 5k 17.28G
5day 2k 8.64G 2k 8.64G

付録 1　時間軸設定 /サンプルレート /レコード長の関係
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付録 2	 メインチャネルのサンプルレート / サブチャネル
のデータ更新レート / アクイジションメモリーへ
の書き込みレートの関係

16ch 電圧入力モジュール
アクイジションメモリーへの書き込みレート
使用するサブチャネル数 1 2 3 ～ 4 5 ～ 8 9 ～ 16
サブチャネルのサンプルレート	
( データ更新レート ) 200k 100k 50k 20k 10k

メインチャネル	
サンプルレート設定 (S/s)

100M 500k 500k 500k 500k 500k
50M 500k 500k 500k 500k 500k
20M 500k 500k 500k 500k 500k
10M 500k 500k 500k 500k 500k
5M 500k 500k 500k 500k 200k
2M 500k 500k 500k 200k 100k
1M 500k 500k 200k 100k 50k
500k 500k 100k 100k 50k 20k
200k 200k 100k 50k 20k 10k
100k 100k 50k 20k 10k 5k
50k 50k 10k 10k 5k 2k
20k 20k 10k 5k 2k 1k
10k 10k 5k 2k 1k 500
5k 5k 1k 1k 500 200
2k 2k 1k 500 200 100
1k 1k 500 200 100 50
500 500 100 100 50 20
200 200 100 50 20 10
100 100 50 20 10 5
50 50 10 10 5 2
20 20 10 5 2 1
10 10 5 2 1 －
5 5 1 1 － －

： 更新されないデータが発生します。その場合は、直前のデータが連続して表示されます。

	 本機器のサンプルレート ( メインチャネルサンプルレート設定 ) をサブチャネルのデータ更新レー
トを超えて設定した場合、サブチャネルのデータ更新期間内のデータはすべて同じデータとなりま
す。
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16ch 温度 / 電圧入力モジュール
アクイジションメモリーへの書き込みレート
使用するサブチャネル数 1 ～ 16
データ更新周期の設定 100ms 300ms 1s 3s

メインチャネル	
サンプルレート設定 (S/s)

100M 100k 100k 100k 100k
50M 100k 100k 100k 100k
20M 100k 100k 100k 100k
10M 100k 100k 100k 100k
5M 100k 100k 100k 100k
2M 100k 100k 100k 100k
1M 50k 50k 50k 50k
500k 20k 20k 20k 20k
200k 10k 10k 10k 10k
100k 5k 5k 5k 5k
50k 2k 2k 2k 2k
20k 1k 1k 1k 1k
10k 500 500 500 500
5k 200 200 200 200
2k 100 100 100 100
1k 50 50 50 50
500 20 20 20 20
200 10 10 10 10
100 5 5 5 5
50 2 2 2 2
20 1 1 1 1
10 － － － －
5 － － － －

： 更新されないデータが発生します。その場合は、直前のデータが連続して表示されます。

	 本機器のサンプルレート ( メインチャネルサンプルレート設定 ) を、データ更新周期を超えて設定
した場合、サブチャネルのデータ更新期間内のデータはすべて同じデータとなります。

付録 2　メインチャネルのサンプルレート /サブチャネルのデータ更新レート /アクイジションメモリーへの書き込みレートの関係
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CAN バスモニターモジュール、CAN & LIN バスモニターモジュール、
CAN/CAN FD モニターモジュールおよび SENT モニターモジュール

アクイジションメモリーへの書き込みレート
使用するサブチャネル数 1 2 3 ～ 4 5 ～ 8 9 ～ 16 17 ～ 32 33 ～ 60
サブチャネルのサンプルレート	
( データ更新レート ) 100k 100k 100k 100k 100k 100k 100k

メインチャネル	
サンプルレート設定 (S/s)

100M 100k 100k 100k 100k 100k 100k 100k
50M 100k 100k 100k 100k 100k 100k 100k
20M 100k 100k 100k 100k 100k 100k 100k
10M 100k 100k 100k 100k 100k 100k 100k
5M 100k 100k 100k 100k 100k 100k 50k
2M 100k 100k 100k 100k 100k 50k 20k
1M 100k 100k 100k 100k 50k 20k 10k
500k 100k 100k 100k 50k 20k 10k 5k
200k 100k 100k 50k 20k 10k 5k 2k
100k 100k 50k 20k 10k 5k 2k 1k
50k 50k 10k 10k 5k 2k 1k 500
20k 20k 10k 5k 2k 1k 500 200
10k 10k 5k 2k 1k 500 200 100
5k 5k 1k 1k 500 200 100 50
2k 2k 1k 500 200 100 50 20
1k 1k 500 200 100 50 20 10
500 500 100 100 50 20 10 5
200 200 100 50 20 10 5 2
100 100 50 20 10 5 2 1
50 50 10 10 5 2 1 －
20 20 10 5 2 1 － －
10 10 5 2 1 － － －
5 5 1 1 － － － －

	 本機器のサンプルレート ( メインチャネルサンプルレート設定 ) をサブチャネルのデータ更新レート
を超えて設定した場合、サブチャネルのデータ更新期間内のデータはすべて同じデータとなります。

付録 2　メインチャネルのサンプルレート /サブチャネルのデータ更新レート /アクイジションメモリーへの書き込みレートの関係
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4CH 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール
アクイジションメモリーへの書き込みレート
データ更新レート 1MS/s

メインチャネル	
サンプルレート設定 (S/s)

100M 1M
50M 1M
20M 1M
10M 1M
5M 1M
2M 1M
1M 1M
500k 500k
200k 200k
100k 100k
50k 50k
20k 20k
10k 10k
5k 5k
2k 2k
1k 1k
500 500
200 200
100 100
50 50
20 20
10 10
5 5

GPS 入力
アクイジションメモリーへの書き込みレート
データ更新レート 1S/s

メインチャネル	
サンプルレート設定 (S/s)

100M 100k
50M 100k
20M 100k
10M 100k
5M 100k
2M 100k
1M 100k
500k 50k
200k 20k
100k 10k
50k 5k
20k 2k
10k 1k
5k 500
2k 200
1k 100
500 50
200 20
100 10
50 5
20 2
10 1
5 －

： 更新されないデータが発生します。その場合は、直前のデータが連続して表示されます。

付録 2　メインチャネルのサンプルレート /サブチャネルのデータ更新レート /アクイジションメモリーへの書き込みレートの関係
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付録 3	 最大レコード長と最大取り込み回数

スコープモードにおける設定可能な最大レコード長
CH5、CH6 は本体ロジック入力を表しています。
CH5 は Slot1 と、CH6 は Slot2 と共通のメモリーを使用するため、Slot1 の表示チャネルには CH5 が、
Slot2 の表示チャネルには CH6 が含まれます。

Slot1、Slot2 に 4CH モジュールが装着されている場合の最大レコード長

SD 記録ではない

Slot1 の表示チャネル
なし CH1_1 CH1_1	

CH5
CH1_1	
CH1_2

CH1_1	
CH1_2	
CH5

CH1_1	
CH2_1

CH1_1	
CH2_1	
CH5 

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2	
CH5

Slot2 の
表示
チャネル

なし 100M 50M 25M 50M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3_1 50M 50M 25M 50M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3_1、 CH6 25M 25M 25M 25M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3_1、 CH3_2 50M 50M 25M 50M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3_1、 CH3_2、 CH6 25M 25M 25M 25M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3_1、 CH4_1 25M 25M 25M 25M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3_1、 CH4_1、 CH6 10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M
CH3_1、 CH3_2、 
CH4_1、 CH4_2

25M 25M 25M 25M 25M 25M 10M 25M 10M

CH3_1、 CH3_2、 
CH4_1、 CH4_2、 CH6

10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M

SD 記録

Slot1 の表示チャネル
なし CH1_1 CH1_1	

CH5
CH1_1	
CH1_2

CH1_1	
CH1_2	
CH5

CH1_1	
CH2_1

CH1_1	
CH2_1	
CH5

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2	
CH5

Slot2 の
表示
チャネル

なし 20G 10G 5G 10G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3_1 10G 10G 5G 10G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3_1、 CH6 5G 5G 5G 5G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3_1、 CH3_2 10G 10G 5G 10G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3_1、 CH3_2、 CH6 5G 5G 5G 5G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3_1、 CH4_1 5G 5G 5G 5G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3_1、 CH4_1、 CH6 2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G
CH3_1、 CH3_2、 
CH4_1、 CH4_2

5G 5G 5G 5G 5G 5G 2G 5G 2G

CH3_1、 CH3_2、 
CH4_1、 CH4_2、 CH6

2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G

Slot1 に 4CH モジュールが装着されている、 Slot2 に 4CH モジュールが装着されていな
い場合の最大レコード長

SD 記録ではない

Slot1 の表示チャネル
なし CH1_1 CH1_1	

CH5
CH1_1	
CH1_2

CH1_1	
CH1_2	
CH5

CH1_1	
CH2_1

CH1_1	
CH2_1	
CH5 

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2	
CH5

Slot2 の
表示
チャネル

なし 100M 50M 25M 50M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3 100M 50M 25M 50M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3、 CH6 50M 25M 25M 25M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3、 CH4 50M 25M 25M 25M 25M 25M 10M 25M 10M
CH3、 CH4、 CH6 25M 10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M 10M
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SD 記録

Slot1 の表示チャネル
なし CH1_1 CH1_1	

CH5
CH1_1	
CH1_2

CH1_1	
CH1_2	
CH5

CH1_1	
CH2_1

CH1_1	
CH2_1	
CH5

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2

CH1_1	
CH1_2	
CH2_1	
CH2_2	
CH5

Slot2 の
表示
チャネル

なし 20G 10G 5G 10G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3 20G 10G 5G 10G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3、 CH6 10G 5G 5G 5G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3、 CH4 10G 5G 5G 5G 5G 5G 2G 5G 2G
CH3、 CH4、 CH6 5G 2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G 2G

Slot1、Slot2 に 4CH モジュールが装着されていない場合の最大レコード長

SD 記録ではない

Slot1 の表示チャネル
なし CH1 CH1

CH5
CH1
CH2

CH1
CH2
CH5

Slot2 の
表示	
チャネル

なし 100M 100M 50M 50M 25M
CH3 100M 100M 50M 50M 25M
CH3、 CH6 50M 50M 50M 50M 25M
CH3、 CH4 50M 50M 50M 50M 25M
CH3、 CH4、 CH6 25M 25M 25M 25M 25M

SD 記録

Slot1 の表示チャネル
なし CH1 CH1

CH5
CH1
CH2

CH1
CH2
CH5

Slot2 の
表示	
チャネル

なし 20G 20G 10G 10G 5G
CH3 20G 20G 10G 10G 5G
CH3、 CH6 10G 10G 10G 10G 5G
CH3、 CH4 10G 10G 10G 10G 5G
CH3、 CH4、 CH6 5G 5G 5G 5G 5G

スコープモードにおけるヒストリ波形の最大取り込み回数
レコード長 4CHモジュールあり 4CHモジュールなし
10k 1000 1000
25k 528 1000
50k 263 528
100k 105 263
250k 52 105
500k 24 52
1M 9 24
2.5M 4 9
5M 1 4
10M 1 1
25M 1 1
50M 1 1
100M － 1

付録 3　最大レコード長と最大取り込み回数
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付録 4	 SD 記録が可能な最高サンプルレート

SD 記録が可能な最高サンプルレート
最大チャネル数 最高サンプルレート
10 100kS/s
5 200kS/s
2 500kS/s
1 1MS/s
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付録５	 メモリーレコーダモードの取込時間とサンプル
間隔

メモリー記録
メニューから設定される取込時間 4CHモジュールあり 4CHモジュールなし

間隔 ( レート ) 間隔 ( レート )
10 秒 1µs ～ 10ms(1MS/s ～ 100S/s) 1µs ～ 10ms(1MS/s ～ 100S/s)
11 秒～ 20 秒 2µs ～ 20ms(500kS/s ～ 50S/s) 1µs ～ 20ms(1MS/s ～ 50S/s)
21 秒～ 30 秒 5µs ～ 50ms(200kS/s ～ 20S/s) 2µs ～ 50ms(500kS/s ～ 20S/s)
31 秒～ 40 秒 5µs ～ 50ms(200kS/s ～ 20S/s) 2µs ～ 50ms(500kS/s ～ 20S/s)
41 秒～ 50 秒 5µs ～ 50ms(200kS/s ～ 20S/s) 2µs ～ 50ms(500kS/s ～ 20S/s)
51 秒～ 60 秒 10µs ～ 100ms(100kS/s ～ 10S/s) 5µs ～ 100ms(200kS/s ～ 10S/s)
61 秒～ 100 秒 (1 分 40 秒 ) 10µs ～ 100ms(100kS/s ～ 10S/s) 5µs ～ 100ms(200kS/s ～ 10S/s)
101 秒 (1 分 41 秒 ) ～ 200 秒 (3 分 20 秒 ) 20µs ～ 200ms(50kS/s ～ 5S/s) 10µs ～ 200ms(100kS/s ～ 5S/s)
201 秒 (3 分 21 秒 ) ～ 300 秒 (5 分 ) 50µs ～ 200ms(20kS/s ～ 5S/s) 20µs ～ 200ms(50kS/s ～ 5S/s)
301 秒 (5 分 1 秒 ) ～ 600 秒 (10 分 ) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s) 50µs ～ 200ms(20kS/s ～ 5S/s)
10 分 1 秒～ 20 分 * 200µs ～ 200ms(5kS/s ～ 5S/s) 50µs ～ 200ms(20kS/s ～ 5S/s)
20 分 1 秒～ 30 分 200µs ～ 200ms(5kS/s ～ 5S/s) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s)
30 分 1 秒～ 40 分 * 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s)
40 分 1 秒～ 50 分 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s) 200µs ～ 200ms(5kS/s ～ 5S/s)
50 分 1 秒～ 60 分 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s) 200µs ～ 200ms(5kS/s ～ 5S/s)
61 分～ 100 分 1ms ～ 200ms(1kS/s ～ 5S/s) 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s)
101 分 (1 時間 41 分 ) ～ 120 分 (2 時間 ) 1ms ～ 200ms(1kS/s ～ 5S/s) 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s)
121 分 (2 時間 1 分 ) ～ 300 分 (5 時間 ) 2ms ～ 200ms(500S/s ～ 5S/s) 1ms ～ 200ms(1kS/s ～ 5S/s)
301 分 (5 時間 1 分 ) ～ 10 時間 5ms ～ 200ms(200S/s ～ 5S/s) 2ms ～ 200ms(500S/s ～ 5S/s)
10 時間 1 分～ 20 時間 10ms ～ 200ms(100S/s ～ 5S/s) 5ms ～ 200ms(200S/s ～ 5S/s)
20 時間 1 分～ 30 時間 (1 日 6 時間 )* 20ms ～ 200ms(50S/s ～ 5S/s) 5ms ～ 200ms(200S/s ～ 5S/s)
31 時間 (1 日 7 時間 ) ～ 40 時間 (1 日 16 時間 ) 20ms ～ 200ms(50S/s ～ 5S/s) 10ms ～ 200ms(100S/s ～ 5S/s)
41 時間 (1 日 17 時間 ) ～ 50 時間 (2 日 2 時間 ) 20ms ～ 200ms(50S/s ～ 5S/s) 10ms ～ 200ms(100S/s ～ 5S/s)
51 時間 (2 日 3 時間 ) ～ 60 時間 (2 日 12 時間 )* 50ms ～ 200ms(20S/s ～ 5S/s) 10ms ～ 200ms(100S/s ～ 5S/s)
61 時間 (2 日 13 時間 ) ～ 80 時間 (3 日 8 時間 ) 50ms ～ 200ms(20S/s ～ 5S/s) 20ms ～ 200ms(50S/s ～ 5S/s)
81 時間 (3 日 9 時間 ) ～ 100 時間 (4 日 4 時間 ) 50ms ～ 200ms(20S/s ～ 5S/s) 20ms ～ 200ms(50S/s ～ 5S/s)
101 時間 (4 日 5 時間 ) ～ 120 時間 (5 日 ) 50ms ～ 200ms(20S/s ～ 5S/s) 20ms ～ 200ms(50S/s ～ 5S/s)
121 時間 (5 日 1 時間 ) ～ 10 日 100ms ～ 200ms(10S/s ～ 5S/s) 50ms ～ 200ms(20S/s ～ 5S/s)
10 日 1 時間～ 20 日 200ms(5S/s) 100ms ～ 200ms(10S/s ～ 5S/s)

*	 最高サンプル間隔から最低サンプル間隔までの間に、選択できないサンプル間隔があります。
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SD 記録
メニューから設定される取込時間 4CHモジュールあり 4CHモジュールなし

間隔 ( レート ) 間隔 ( レート )
10 秒 1µs ～ 10ms(1MS/s ～ 100S/s) 1µs ～ 10ms(1MS/s ～ 100S/s)
11 秒～ 20 秒 1µs ～ 20ms(1MS/s ～ 50S/s) 1µs ～ 20ms(1MS/s ～ 50S/s)
21 秒～ 30 秒 1µs ～ 50ms(1MS/s ～ 20S/s) 1µs ～ 50ms(1MS/s ～ 20S/s)
31 秒～ 40 秒 1µs ～ 50ms(1MS/s ～ 20S/s) 1µs ～ 50ms(1MS/s ～ 20S/s)
41 秒～ 50 秒 1µs ～ 50ms(1MS/s ～ 20S/s) 1µs ～ 50ms(1MS/s ～ 20S/s)
51 秒～ 60 秒 1µs ～ 100ms(1MS/s ～ 10S/s) 1µs ～ 100ms(1MS/s ～ 10S/s)
61 秒～ 100 秒 (1 分 40 秒 ) 1µs ～ 100ms(1MS/s ～ 10S/s) 1µs ～ 100ms(1MS/s ～ 10S/s)
101 秒 (1 分 41 秒 ) ～ 200 秒 (3 分 20 秒 ) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s)
201 秒 (3 分 21 秒 ) ～ 300 秒 (5 分 ) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s)
301 秒 (5 分 1 秒 ) ～ 600 秒 (10 分 ) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s)
10 分 1 秒～ 20 分 * 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s)
20 分 1 秒～ 30 分 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s)
30 分 1 秒～ 40 分 * 2µs ～ 100ms(500kS/s ～ 10S/s) 1µs ～ 100ms(1MS/s ～ 10S/s)
40 分 1 秒～ 50 分 2µs ～ 200ms(500kS/s ～ 5S/s) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s)
50 分 1 秒～ 60 分 2µs ～ 200ms(500kS/s ～ 5S/s) 1µs ～ 200ms(1MS/s ～ 5S/s)
61 分～ 100 分 5µs ～ 200ms(200kS/s ～ 5S/s) 2µs ～ 200ms(500kS/s ～ 5S/s)
101 分 (1 時間 41 分 ) ～ 120 分 (2 時間 ) 5µs ～ 200ms(200kS/s ～ 5S/s) 2µs ～ 200ms(500kS/s ～ 5S/s)
121 分 (2 時間 1 分 ) ～ 300 分 (5 時間 ) 10µs ～ 200ms(100kS/s ～ 5S/s) 5µs ～ 200ms(200kS/s ～ 5S/s)
301 分 (5 時間 1 分 ) ～ 10 時間 20µs ～ 200ms(50kS/s ～ 5S/s) 10µs ～ 200ms(100kS/s ～ 5S/s)
10 時間 1 分～ 20 時間 50µs ～ 200ms(20kS/s ～ 5S/s) 20µs ～ 200ms(50kS/s ～ 5S/s)
20 時間 1 分～ 30 時間 (1 日 6 時間 )* 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s) 50µs ～ 200ms(20kS/s ～ 5S/s)
31 時間 (1 日 7 時間 ) ～ 40 時間 (1 日 16 時間 ) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s) 50µs ～ 200ms(20kS/s ～ 5S/s)
41 時間 (1 日 17 時間 ) ～ 50 時間 (2 日 2 時間 ) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s) 50µs ～ 200ms(20kS/s ～ 5S/s)
51 時間 (2 日 3 時間 ) ～ 60 時間 (2 日 12 時間 )* 200µs ～ 100ms(5kS/s ～ 10S/s) 50µs ～ 100ms(20kS/s ～ 10S/s)
61 時間 (2 日 13 時間 ) ～ 80 時間 (3 日 8 時間 ) 200µs ～ 200ms(5kS/s ～ 5S/s) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s)
81 時間 (3 日 9 時間 ) ～ 100 時間 (4 日 4 時間 ) 200µs ～ 200ms(5kS/s ～ 5S/s) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s)
101 時間 (4 日 5 時間 ) ～ 120 時間 (5 日 ) 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s) 100µs ～ 200ms(10kS/s ～ 5S/s)
121 時間 (5 日 1 時間 ) ～ 10 日 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s) 200µs ～ 200ms(5kS/s ～ 5S/s)
10 日 1 時間～ 20 日 1ms ～ 200ms(1kS/s ～ 5S/s) 500µs ～ 200ms(2kS/s ～ 5S/s)
20 日 1 時間～ 30 日 2ms ～ 200ms(500S/s ～ 5S/s) 1ms ～ 200ms(1kS/s ～ 5S/s)
30 日 1 時間～ 40 日 2ms ～ 200ms(500S/s ～ 5S/s) 1ms ～ 200ms(1kS/s ～ 5S/s)
40 日 1 時間～ 50 日 5ms ～ 200ms(200S/s ～ 5S/s) 1ms ～ 200ms(1kS/s ～ 5S/s)

*	 最高サンプル間隔から最低サンプル間隔までの間に、選択できないサンプル間隔があります。

付録 5　メモリーレコーダモードの取込時間とサンプル間隔
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付録 6	 初期値一覧

トップ
メニュー

項目 設定

CH1 ～ 4(HS100M12(720211))
Basic

V/Div*1 50V/div
V Range*2 500V
Coupling DC
BandWidth Full
Probe 10：1
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 250.0V
Lower*2 −250.0V
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF
Gain Adjustment 1.0000
DC Offset Cancel OFF

CH1 ～ 4(HS10M12(720250))
Basic

V/Div*1 50V/div
V Range*2 500V
Coupling DC
BandWidth Full
Probe 10：1
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 250.0V
Lower*2 −250.0V
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF
Gain Adjustment 1.0000
DC Offset Cancel OFF

CH1 ～ 4 (4CH 1M16(720254))
Basic

V/Div*1 50V/div
V Range*2 500V
Coupling DC
BandWidth Full
Probe 10：1
Label

サブチャネル番号 1 CH<x>_1
サブチャネル番号 2 CH<x>_2

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 250.0V
Lower*2 −250.0V

トップ
メニュー

項目 設定

Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF
Gain Adjustment 1.0000
DC Offset Cancel OFF

CH1 ～ 4(HV(AAF、 RMS)(720268))
Basic

V/Div*1 5V/div
V Range*2 50V
Coupling DC
BandWidth Full
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 25.000V
Lower*2 −25.000V
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF
Gain Adjustment 1.0000
DC Offset Cancel OFF

CH1 ～ 4(UNIVERSAL(701261)、 UNIVERSAL(AAF)(701262))
Basic

V/Div*1 5V/div
V Range*2 50V
Coupling DC
BandWidth Full
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 25.000V
Lower*2 −25.000V
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF

CH1～4(TEMP/HPV(701265)、 TEMP/HPV(LOW NOISE)(720266))
Basic

V/Div*1 5V/div
V Range*2 50V
Coupling DC
BandWidth Full
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 250.0V
Lower*2 −250.0V
Invert OFF
Display Group 1、M
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トップ
メニュー

項目 設定

Detail
Linear Scale OFF

CH1 ～ 4(STRAIN_NDIS(701270)、 STRAIN_DSUB(701271))
Basic

V Range 20000µSTR
BandWidth Full
Label チャネル番号
Sensor Setup 2V/2.00

Display
Range Unit µSTR
Upper 20000µSTR
Lower −20000µSTR
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF

CH1 ～ 4(ACCL/VOLT(701275))
Basic

V/Div*1 50V/div
V Range*2 500V
Coupling DC
BandWidth Full
Probe 10：1
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 250.0V
Lower*2 −250.0V
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF

CH1 ～ 4 (FREQ(720281))
Basic

V/Div*1 1kHz/div
V Range*2 10kHz
FV Setup Frequency
Label チャネル番号
Input User

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 5000.0Hz
Lower*2 −5000.0Hz
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF

CH1 ～ 4(16CH VOLT(720220))
Basic

V/Div*1 2V/div
V Range*2 20V
Coupling DC
BandWidth Full
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1

トップ
メニュー

項目 設定

Upper*2 25.000V
Lower*2 −25.000V
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF

CH1 ～ 4(16CH TEMP/VOLT(720221))
Basic

Data Update Period 100ms
V/Div*1 0.2V/div
V Range*2 2V
Coupling DC
Label チャネル番号

Display
V Scale*1 DIV
V Scale*2 SPAN
Position*1 0.00div
V Zoom*1 × 1
Upper*2 20000.0mV
Lower*2 −20000.0mV
Invert OFF
Display Group 1、M

Detail
Linear Scale OFF

CH1 ～ 6(LOGIC(720230))
Basic

Label チャネル番号
Bit Setup

Display1 ON
Bit Name ビット番号
Chatter Elimination OFF

Position*1 0.00div
V Zoom × 1
Bit Mapping Auto
Display Group 1、M

CH1 ～ 4(CAN MONITOR(720240))
CAN Port Config.

Port Setup
Bit Rate 500Kbps
Sample Point 85%
Sync Jump Width 2
Bit Sample Num 1
Listen Only OFF
Terminator OFF

All SubChannel Setup
Input OFF
Label チャネル番号
Msg Fmt STD
ID (Hex) 000
Byte Count Auto
Start Bit 0
Bit Cnt 8
Byte Order Big
Value Type Unsign

All SubChannel Factor/Offset
Factor 1.0000
Offset 0.0000

Display
Sub Channel 1
Upper 400.00
Lower −100.00

付録 6　初期値一覧
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項目 設定

Display Group 1、M
One Shot Out

Message Format STD
ID (Hex) 000
Frame Data
DLC 0
Data (Hex) 00 00 00 00

00 00 00 00
CH1 ～ 4(CAN & LIN(720241))

CAN については 720240 と同じ
Lin Port Config.

Frame Setup
Bit Rate 19200bps
Data Length 1
Check Sum Classic

All SubChannel Setup
Input OFF
Label サブチャネル番号
ID (Hex) 00
Start Bit 0
Bit Count 8
Byte Order Little
Value Type Unsign

All SubChannel Factor/Offset
Factor 1.0000
Offset 0.0000

Display
Sub Channel 1
Upper 400.00
Lower −100.00
Display Group 2

CH1 ～ 4(CAN/CAN FD(720242))
All SubChannels Setup

Input OFF
Label チャネル番号
Message Format STD
ID (Hex) 000
Byte Count Auto
Start Bit 0
Bit Count 8
Byte Order Big
Value Type Unsigned
Factor 1.0000
Offset 0.0000

Port Setup
FD Standard(CAN FD) ISO
Bit Rate 500Kbps
Sample Point 85%
Data Bit Rate(CAN FD) 1Mbps
Sample Point(CAN FD) 85%
Listen Only OFF
Terminator OFF

One Shot Out
Message Type CAN FD
Message Format STD
ID (Hex) 000
Frame Data
DLC 0
Data (Hex) 0x00

トップ
メニュー

項目 設定

CH1 ～ 4(SENT(720243))
SENT Format

Clock Tick 3.00µs
Data Nibbles Number 6
Pause Pulse ON
CRC Type Recommended
Slow CH Type Enhanced (ID8bit + 

Data12bit)
Fast Channel Multiplexing

OFF
Error Channel Setup

Fast Channel CRC
Detect ON
Error Trigger ON
Error Count ON

Slow Channel CRC
Detect ON
Error Trigger ON
Error Count ON

Nibble Value
Detect ON
Error Trigger ON
Error Count ON

Successive Calibration Pulses (Option2)
Detect OFF
Error Trigger ON
Error Count ON

Pulse Number
Detect ON
Error Trigger ON
Error Count ON

Error Count Reset on Start
ON

Input Setup
Probe 1：1
Time Out 2000.0ms

All SubChannel Setup
サブチャネル番号 Data Type Input Label

1 FastCH ON CH<x>_F1
2 FastCH ON CH<x>_F2
3 FastCH ON CH<x>_F3
4 S&C ON CH<x>_SC
5 SlowCH ON CH<x>_S1
6 SlowCH ON CH<x>_S2
7 SlowCH ON CH<x>_S3
8 SlowCH ON CH<x>_S4
9 SlowCH ON CH<x>_S5

10 Error Trigger ON CH<x>_ET
11 Error Count ON CH<x>_EC

(Data Type が FastCH のとき )
Endian Big
Start Bit

Fast CH1 0
Fast CH2 0
Fast CH3 0

Bit Size 12
Value Type Unsign

付録 6　初期値一覧
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トップ
メニュー

項目 設定

(Data Type が S&C のとき )
Bit0

Display ON
Label Bit0

Bit1
Display ON
Label Bit1

Bit2
Display ON
Label Bit2

Bit3
Display ON
Label Bit3

V Zoom × 1.0
(Data Type が SlowCH のとき )

ID 0x00
Start Bit 0
Bit Size 12

All SubChannel Factor/Offset
(Data Type が FastCH または SlowCH のとき )

Factor 1.0000
Offset 0.0000
Unit “”

Display
Sub Channel 1
Upper 4.5000E+3
Lower −500.00
Display Group 4

Acquire( スコープモード )
Basic

Time/div 10ms/div
Record Length 10k
Trigger Mode Auto

Trigger
Setting Simple
Source CH1
Slope 立ち上がり
Level 0V
Hysteresis

Detail
Time Base Internal
Position 50.0%
Trigger Delay 0µs

Action/SD Recording
Action/SD Recording OFF

Acquire( メモリーレコーダモード )
Basic

Record Time 10s
Sampling Interval 10s
Acquisition Mode SD Recording

Detail
Acquisition Method SD Recording
Auto Naming Date
File Divide OFF
Trigger Type Edge
Source CH1
Slope 立ち上がり
Level 0.0V
Hysteresis
Acquisition Mode Normal

トップ
メニュー

項目 設定

Time Base Interval
Display( スコープモード )

SelectGroup Gr.1
Format 1
WaveForm

Dot Connect Line
Accumulate OFF
Manual Event OFF

Information
Display Item All
Time Scale Mode Auto
Font Size Large
Trace Label OFF
Level Indicator ON

Window
Graticle グリッド
Extra Window OFF
Main Ratio 20%
Window Layout Side

Intensity
Grid 5
Cursor 8
Marker 7

Display( メモリーレコーダモード )
Basic

SelectGroup Gr.1
Format 1
WaveForm

Dot Connect Line
Manual Event OFF

Information
Display Item All
Time Scale Mode Auto
Font Size Large
Trace Label OFF
Level Indicator ON

Window
Graticle グリッド
Extra Window OFF
Main Ratio 20%
Window Layout Side

Intensity
Grid 5
Cursor 8
Marker 7

Horizontal
Display Time 10s
Position 5.0s

Auto Scroll
Speed 4

Save/Load
Waveform Save

Auto Naming Numbering
Format Binary ON
Format ASCII OFF
Format MATLAB OFF
History 1 Record
Save Trace All OFF
Range Main
Decimal Point Point
Interval OFF

付録 6　初期値一覧
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Time Info. Off
Sub Channel Supplement
Text Information OFF

Setup Save
Auto Naming Numbering

Others Save
Save Type Measure
Auto Naming Numbering
Unit OFF
Time Info. OFF

Save Key Setup
Save Waveform ON
Save Image ON
Format PNG
Auto Naming Numbering
Color ON
Back Ground Normal
UBSPrint HP Inkjet
Color OFF

CURSOR
Cursor OFF
Vertical

Trace CH1
Cursor1 −4.000div
Cursor2 4.000div

MEASURE
Measure OFF
Measure Setup

Item すべて OFF
Trace CH1
Mode OFF
Polarity 立ち上がり
Edge Count 1
Reference Trace CH1
Reference Trace 
Polarity

立ち上がり

Reference Trace Edge 
Count

1

Time Range1 −5.00div
Time Range2 5.00div
1-Cycle Mode OFF
Statistics OFF
Statistics Type Continuous
Trace CH1
Mode %
Target Distal
Distal 90.0%
Save

Unit OFF
Time Info OFF

Analysis - Math
Basic

Math1 OFF
Math1 Setup S1+S2
Math2 OFF
Math2 Setup OFF

Display
Vert Scale Auto

Common
Start Point −5.00div
End Point 5.00div

トップ
メニュー

項目 設定

Average Setup OFF
Analysis - FFT

Basic
FFT1 OFF
FFT1 Setup PS LOGMAG
FFT2 OFF
FFT2 Setup PS LOGMAG
Vert Scale Auto

Horizontal
Horiz. Scale Auto
Axis Log Hz

Common
Start Point −5.00div
Detail Setup 1k Hanning

Cursor
Cursor OFF
Type Marker
Marker No. Marker1 X
Position −3.00div
Vert Scale Auto

Save
Frequency Info. OFF
Decimal Point Point
Auto Naming Numbering

Analysis - X-Y
Basic

XY1 OFF
XY1 X Trace CH1
XY1 Y Trace CH2
XY2 OFF
XY2 X Trace CH1
XY2 Y Trace CH2
Start Point −5.00div
End Point 5.00div

Display
Dot Connect Line
Decimation 2k
Window Layout Side
Pen Marker OFF
Trace Clear on Start ON
Decimation 2k

Cursor
Cursor OFF
Type Vertical
Trace XY1
Cursor1 −3.00div
Cursor2 3.00div
X1 ON
X2 ON
ΔX ON

付録 6　初期値一覧
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トップ
メニュー

項目 設定

Analysis - Harmonics
Basic

Frequency OFF
Start Point −5.00div
LineRMS1~8 Mode OFF
LineRMS1~8 Source CH1
LineRMS1~8 Hys.

Display
Mode OFF
Disp Order Odd
Phase Scaling Degree
V Scale Log

Save
Unit OFF
Auto Naming Numbering

Analysis - GO/NO-GO( スコープモードだけ )
Basic

Type Parameter
Time Range1 −5.00div
Time Range2 5.00div
Logic AND
ActCondition Fail
Sequence Continue
Acquisition Count Infinite
Remote OFF

Action
Save Waveform OFF
Save Image OFF
Send Mail OFF
Beep OFF

Analysis - Zoom( スコープモード )
Basic

Zoom1 OFF
Zoom2 OFF
Time/div 100µs/div
Position 0.000div
Format Main

Common Setup
Main Ratio 20%
Window Layout Side

Analysis - Zoom( メモリーレコーダモード )
Basic

Display Time 1ms
Position 5.00000s
Format Main

Detail
Main Ratio 20%
Window Layout Side

Analysis - Search
Type Edge
Setup

Trace CH1
Level 0.0V
Polarity 立ち上がり
Hysteresis
Count 1

Start Point −5.00div
End Point 5.00div
Pattern No. No Match

トップ
メニュー

項目 設定

Analysis - History( スコープモードだけ )
Display Mode 1 Record
Select Record 0
Start Record 0

Analysis - GPS
Data OFF
Time Sync OFF
Time Difference Hour 9
Time Difference Minute 0

Utility - System
Date/Time

Display ON
Format 年 / 月 / 日
GPS Time Synchro OFF
GPS/SNTP Time Diff.

Hour 9
Minute 0

LCD Setup
DC Power

Auto Off OFF
Auto Off Time 1min
Brightness 10

Battery Power
Auto Off OFF
Auto Off Time 1min
Brightness 5

Others
Language

Menu 仕様コードによる
Message 仕様コードによる

USB Setup
USB Function TMC
USB Keyboard Japanese

Utility - Network
TCP/IP

DHCP ON
DNS Auto

Web Server
User Name anonymous
TimeOut(sec) 1800

Mail
Attached Image File OFF
TimeOut(sec) 15

Net Drive
LoginName anonymous
Passive ON
TimeOut(sec) 15

SNTP
TimeOut(s) 3
Adjust at PowerON OFF

VXI11
TimeOut Infinite

Utility - Preference
Logic Setup

Numerical Format Bit
Bit Order

Cursor 1 -> 8
Waveform 1 -> 8

Terminal Setup
Remote Stop On
Trigger Out Type Normal

付録 6　初期値一覧
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項目 設定

Key/Touch
Start/Stop Response 
Time

Quick

Key/Touch Protect
Target Key and Touch
Password Release OFF

Menu
Color Theme Black
Channel Information Value
Custom Menu Assign Not Assign

Others
Cursor Read Mode Display
Action Folder Mode ON
Backup Save Mode ON
Beep on Error ON

Self Test Keyboard

付録 6　初期値一覧
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付録 7	 USB キーボードの各キーの割り当て

DL350 USB キーボード
START/STOP Ctrl を押しながら *、または F12
TRIGGER Ctrl を押しながら j
SAVE Ctrl を押しながら i
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付録 8	 ブロック図

本体部 Block Diagram

	

CPUACQ Memory

GIGAZoom
Engine

SD Memory Card

USB

100 BASE-LAN

Main Memory

Ethernet Port

USB Port

GO/NO-GO GO/NO-GO

200Mポイント

Plug-in
Module
CH1-CH4

Logic
Probe

CH5-CH6

GPS
CH7

LCD

Touch Panel

SD Card Slot

EXT TRIG OUT

EXT EVENT IN

START IN

EXT CLK IN

EXT TRIG IN

本機器の信号の流れ
入力端子での信号の流れは入力モジュールごとに異なりますが、ここでは高速 10MS/s 12 ビット絶縁
モジュール (720250 (HS10M12)) を例に述べます。( 各モジュールの信号の流れは、ブロック図を参照
してください。)
2 つの入力端子から入力された信号は、まず各モジュールの入力部で処理されます。720250 (HS10M12)
では、減衰器 (ATT) とアンプ (AMP) にて入力信号の減衰 / 増幅を行い、フィルター (FLT) にて帯域制
限され、A/D 変換器にて入力信号が 10MS/s (1 秒間に 1000 万回 ) のサンプルレートでサンプリングさ
れ、ディジタルデータに変換されます。その後、アイソレータと FPGA を通り、DL350 本体の波形処
理用 GIGAZoom Engine に入ります。
GIGAZoom Engine には、入力モジュールからのディジタルデータに合わせて、本体標準の 16bit のロ
ジック信号や GPS からの位置情報についても、ディジタルデータとして集結されます。
集結したディジタルデータは、アクイジションメモリー (ACQ Memory) に記憶されるとともに、
GIGAZoom Engine により高速圧縮され、SVGA TFT カラーディスプレイに表示されます。
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Plug-in Module Block Diagram
12FLT

AMP A/DATT

12

Isolation Block

FLT
AMP A/DATT

Isolator

720211(HS100M12)

FPGA

720250(HS10M12)

FPGA

12FLT
AMP A/DATT

12

Isolation Block

FLT
AMP A/DATT

Isolator

720254(4CH 1M16)
16FLT

AMP A/D

A/D

ATT

16

Isolation Block
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